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　電話が鳴っていた。

　それも、ボックスタイプの公衆電話が鳴っていた。




　すべてが真(ま)っ白(しろ)に染(そ)まった世界で、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は反射的に公衆電話に背を向けて、走り出した。

　あの電話に出てはいけない。

　電話に出たら、神様を名乗る女から、また「世界を救え」と無(む)理(り)難(なん)題(だい)をふっかけられるだろう。

　だから、真吾は走った。公衆電話から、ベルの音から、神様が作り出したであろうこの世界から逃れるために。

　ところが、すぐに真吾は足を止めるハメになった。目の前に、もう一つの公衆電話が、行く手を遮(さえぎ)るように立ちはだかり、盛(せい)大(だい)にベルを鳴らしていたのだ。

　真吾はすかさず進路を変更し、左側へ体を向ける。だが、その先にも公衆電話が待ちかまえていた。

　それならばと振り向いて反対方向へ逃げようとするが、そちらもすでに公衆電話に塞(ふさ)がれていた。

　気がつくと、真吾は四方を公衆電話に囲まれていた。いや、四方だけではない。右斜め前、左斜め後ろ……。公衆電話はどんどん増え、真吾の逃げ道を奪(うば)っていく。

　さらに、公衆電話は七台、八台、一○台、二○台……と、時間が経(た)つほどに数を増やしていく。

　しかもその公衆電話たちは、真吾を囲みながら、じりじりと、巨体を揺(ゆ)らしてにじり寄ってくるのだ。

　何十台もの公衆電話が、ガタガタと不気味な音を立て、ベルの音を盛大にまき散らし、真吾に迫(せま)る。

　なんの悪夢だ、これは。

　迫り来る公衆電話に、真吾は為(な)す術(すべ)もなく立ちつくし、耳を塞ぐ。

　そして、間近に迫った公衆電話たちは、一瞬だけ動きを止めると……。

　まるで、獲(え)物(もの)を襲(おそ)う猛(もう)獣(じゆう)のように、真吾に向かって、飛びかかった。

　公衆電話の巨体が、真吾にのしかかってくる。




「ぎ、ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」




　絶(ぜつ)叫(きよう)と同時に――




　真吾は目を覚ました。




　ベッドの上で、布(ふ)団(とん)を盛大に蹴(け)飛(と)ばした状態で、真吾は寝転がっていた。

　全身は緊(きん)張(ちよう)していて、固まったように動かない。息は荒く、ぬるりとした汗が、首筋を流れていく。

　真吾は見慣れた天(てん)井(じよう)を呆(ぼう)然(ぜん)と見上げながら、呟(つぶや)いた。

「……夢か」

　夢だとわかって、ようやく、体が自由になる。

　真吾はゆっくりと体を起こした。

　それにしても、恐ろしい夢だった。

　真吾の体は寝汗でぐっしょり濡(ぬ)れており、目にはうっすらと涙がにじんでいた。すぐ脇には真吾の家に居(い)候(そうろう)している美(み)也(や)が、相も変わらず裸(はだか)で丸くなっている。

　ホッと息をついたところで、いきなり携(けい)帯(たい)電話が鳴った。

　ギョッとした真吾はすぐに発信者を確認する。

「神様」と、堂々と表示されていた。

　出ないわけにはいかなかった。出なかったら、今度はどんな恐ろしい目に遭(あ)うかわかったもんじゃない。

「……もしもし？」

「やっほー、元気ぃ？」

　返ってきた能(のう)天(てん)気(き)な声に、ホラー映画並みの恐怖を味わったばかりの真吾は苛(いら)立(だ)った。

「はいはい。で？　今度はなに？　どうせまた世界の危機なんだろ？」

「え？　うん、まあ、そうなんだけど……」

「じゃあ、いつもみたいに救えばいいんだろ、救えば」

「……話が早くて助かるけど、どうしたの、そんな投げやりな」

　自分の胸に聞いてみろ。

「ま、それならこっちも頼みやすいかな。あんたの予想通り、世界に危機が迫ってるのよ。で、今回の危機は、あんたの学校が舞台よ」

　具体的な場所が示されて、真吾は「おや？」と思った。こんなことはいままで一度もなかったはずだ。

「しかもね……」

　珍(めずら)しく、神様の声が真剣なものになる。

「今日、体育祭があるでしょ？」

「あ、ああ……」

「その体育祭で、あんたのクラスが勝たないと、世界は滅(ほろ)びるわ」

「…………」

　えーっと。

「……はいっ？」

「だから、体育祭であんたのクラスが勝たないと、世界が滅びるの！」

「…………」

　真吾は大きく息を吸った。

「なんじゃそりゃぁぁぁぁぁぁ!?」

「なんでもなにも、そうなんだからしかたないでしょ!?　とにかく、いいわね！　勝つのよ!?　勝たなきゃ許さないんだから！」

　いままであっけらかんと世界の危機を通告してきたわりには、今回はやけに気合いが入っている。

　ラメントとかいう神様は、まるで応援団のように、真吾にエールを送るのだった。

「いいわね？　死ぬ気で頑(がん)張(ば)りなさい！　やればできる！　なせばなる！　努力の先に待つのは勝利という名の栄光のみよ！　敗北という二文字は、私たちには似合わない！　ううん、必要ない！」

　真吾は体をブルッと震(ふる)わせた。

　なんだろう。

　これは、なにか、とてつもなく、イヤな予感がするぞ……。
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　とはいえ、世界の危機を放っておくこともできない。どんなに理(り)不(ふ)尽(じん)で、どんなにおかしな状況であろうとも、世界が滅ぶのは、やはり困るのだ。

　世界を救うため、神に選ばれた「選ばれし者たち」は、いつもの河原(かわら)ではなく、真吾たちが通う県(あがた)ヶ丘(おか)高校へと集まった。

「やっぱり、この学校全体から世界の危機を感じます」

　校門の前で全員が集まるなり、住(すみ)吉(よし)穂香(ほのか)が口を開いた。

「信じられんな」

　犬のタロウが首を振る。

「本当にここで、しかも体育祭の結果次(し)第(だい)で、世界に危機が訪(おとず)れたりするのか？」

「わかりません」

　穂香は首を振った。

「ただ、学校全体から世界の危機の波(は)動(どう)を感じるのは間違いありません。なんだかモヤモヤしていてあやふやですけど、それは確かです」

　穂香は、神様から「世界の危機を感知する能力」を授(さず)かっている。その穂香が確かというのだから、本当に体育祭と世界の危機は関係があるのだろう。

「ふにゃぁ、ずいぶんにぎやかなのですぅ。おまつりみたいなのですぅ」

　真吾たちを尻(しり)目(め)に目を輝かせてはしゃぎまわっているのは、美也だ。

　とある事情から真吾の家に居候している彼女だが、その正体は猫である。普段は猫の姿で、真吾の部屋に住み着いているのだ。

　人間世界にまだ慣れていない彼女には、なにもかもが新(しん)鮮(せん)に映るのだろう。興味を持ったものには一(いち)目(もく)散(さん)に突っ込みかねない勢いだ。

　ただ、美也の感想は的はずれなものではなかった。

　県ヶ丘の体育祭は、高校の体育祭としては異例なことに、学生以外の一般客の観(かん)覧(らん)が認められているのだ。

　それだけではない。

　体育祭はクラス対抗で争われるのだが、そこに実行部隊である体育委員会チームと、体育祭のスポンサーである県(あがた)町(ちよう)商店街チームが加わるのだ。

　商店街チームは、スポンサーとして賞品を提供するかわり、それを奪(だつ)回(かい)する権利として、体育祭に参加することができるのだ。

　スポンサーとして名を売ることももちろんだが、ついでに学校の敷地内であれこれと商売を行い、商店街のアピールを行う。通常の販売価格よりも安く設定することで、顧(こ)客(きやく)の誘(ゆう)致(ち)を図り、体育祭の活(かつ)況(きよう)にも一役買っている。それ目当ての主婦層はもちろん、学生の保護者、さらにはちょっと顔を出した近隣住民などを巻き込んで、賑(にぎ)やかなことこの上ない。こうなると、小学校の運動会とほとんど変わらない。最後には賞品を巡(めぐ)って、一般客も参加可能な競技が行われるため、学生数以上の人出が毎年見込まれている。だからだろうか、めざとい商売人がいて、屋(や)台(たい)まで出すのだ。ここまで来れば、美也が「お祭りみたいだ」とはしゃぐのはムリもないだろう。

「お祭り上等じゃねぇか」

　不敵に鼻を鳴らすのは八(や)坂(さか)光(みつ)夫(お)である。生(なま)意(い)気(き)な小学生だが、妙(みよう)に大人びたところもある少年だ。

「お祭り気分でもなきゃ、やってらんないしな」

「そ、それにしても、な、懐(なつ)かしいんだな」

　感(かん)慨(がい)深(ぶか)げに校舎を見上げるのは、松(まつ)川(かわ)淳(じゆん)だ。二○歳になる浪(ろう)人(にん)生(せい)だが、美少女フィギュアを手に会話を交わすちょっと危ないお兄さんである。

「懐かしいって、なにがです？」

「ぼ、僕は、こ、この学校の、そ、卒業生なんだな」

「ええっ!?」

　真吾は驚いたが、町内に住んでいれば、別におかしなことでもなかった。ただ、淳の後(こう)輩(はい)であるということが、なんだか実感できないのだ。

　……危ないお兄さんが先(せん)輩(ぱい)だということを認めたくない、というのも、多少はあるかもしれないが。

「と、とにかく、なにがあろうと、体育祭は勝たなきゃいけないんだ。みんな、協力を頼むよ」

　全員、力強く頷(うなず)くかと思いきや、一人だけ、真吾たちに逆らうように腕を組む少女がいた。

「残念だが、わたくしは協力できんぞ」

　異世界の王女で、ひょんなことから真吾の許嫁(いいなずけ)となったリーナである。

「ど、どうしてだよ」

「わたくしにも今朝、トランクィロ様からお告げがあったのだ。体育祭に勝て、とな」

　トランクィロとは、リーナの世界の神様である。しかし、リーナは真吾と同じクラスである。それで協力できないとはどういうことなのか。

　リーナは答えた。

「わたくしは補(ほ)充(じゆう)要(よう)員(いん)として、体育委員会チームに加わっているのだ」

　そうだった。

　体育委員は、競技に参加して盛り上げる一方、運営も一手に引き受けている。教職員も加わっているとはいえ、人数不足は否(いな)めない。そこで、各学年からランダムで補充要員を選んで、体育委員会のメンバーとして参加してもらうのだ。

　それに、リーナが選ばれたのだという。

「リーナは、体育委員会を勝たせるのか？」

「そう、トランクィロ様がおっしゃったからな。負けるとわたくしの世界がまずいことになるらしい」

「俺(おれ)たちの世界がどうなってもいいのかよ」

「では貴様は、わたくしたちの世界がどうなってもいいのか？」

　お互いに譲(ゆず)らないし、譲れない。

　どうやら、この体育祭に、二つの世界の神様も関わっているようだ。壮大といえば壮大な争いだが、世界の行方(ゆくえ)を決するのが体育祭とは、なんともみみっちい。

　できることならば、両方の世界が救われるような結果が望ましいのだが……。

　そういえば、と、真吾は敵対しかねないもう一人の少女に目を向けた。

　清(せい)内(ない)路(じ)清(きよ)美(み)は、キョトンとした表情で、真吾を見返した。

　転校生の清美は、所属する委員会を選ぶ余(よ)地(ち)もなく、体育委員に任命されてしまったのだ。つまり、立場上は真吾たちとは敵対関係にある。念のために、真吾は念を押すことにした。

「清美、わかってるよな？　俺と清美は、表向きは敵だけど、世界を救うために、俺たちに協力してくれるよな？」

　相変わらず感情の読み取りにくい表情で、清美はこっくりと頷いた。

「……わかってる」

「いや、わかってるならいいんだ」

「……うん、だから、これ」

　手にしたバッグから取り出したのは、弁当箱だった。

「……これは？」

「……お弁当、作ってきたの。これを食べて、体力をつけて、ファイト、一発」

　真吾は息を呑(の)んだ。

　ずっと神社の一角で閉じ込められるようにして生きてきた清美は、美也と同様、世(せ)間(けん)からずれたところがある。少しずつ普通の少女らしい感情を見せるようになってきているが、こと、料理に関しては、興味ばかりが先行して実力が追いつかず、とんでもないものを作ってくるのだ。

「おい、ちゃんと食えるものを作ってきたんだろうな」

　光夫が疑わしげな目で弁当箱のふたを開ける。すると、中から異様な臭いと、形容不能の物体が溢(あふ)れ出(だ)てきた。

「ぎゃぁぁぁぁぁ！」

「な、なんじゃこりゃぁぁぁぁぁ!?」

　絶叫する真吾たちにかまわず、清美はポソリと呟く。

「……スタミナ弁当」

「す、スタミナぁ？」

「……マムシとスッポンを、オロナミンＺとリポビタンＪで煮(に)込(こ)んで、ウナギのエキスで味付けした、特製弁当」

「…………」

「……隠(かく)し味(あじ)に、フグの卵(らん)巣(そう)とブロッコリーをミキサーにかけたソースを加えてあるから」

　精力はつきそうだが、組み合わせがむちゃくちゃな上に、外見が食物の様(よう)相(そう)を呈(てい)していない。そう簡単に、ありがたく受け取ることはできなかった。

「あのなぁ……」

　光夫がうんざりしたようにため息をつく。こういうとき、物事をズバリと言ってくれる少年の存在はありがたい。

「どう見ても食えるもんじゃないだろ、これ。なんでふたを開けたら中身が溢れ出てくるんだよ。匂いもすっぱいを通り越して刺激臭だぞ？　目の奥まで痛くなるじゃねぇか」

　しかし、言い過ぎるのも問題である。せっかく少女らしく料理に興味を示しているのだから、それを食べられないからと斬(き)って捨てるのもかわいそうである。

　それくらいにしたほうが……。

　そう真吾が止めるより早く、清美は動いた。

　ムッとしたような表情で、弁当の中身をつまみ、投げつけるようにして光夫の口の中へと放り込む。

　なおも文(もん)句(く)を言おうとしていた光夫は反射的にそれを飲み込んでしまい、顔を青くしたと思ったらすぐに真っ白になり、泡(あわ)を吹いて倒れた。

「み、光夫くん!?」

「光夫殿！　しっかりしろ！」

　穂香とタロウが悲鳴を上げる。

　真吾は息が止まる思いで、倒れた光夫を見下ろした。

「……真吾くん」

　清美が、背後に迫る。

「……どうぞ」

　小首を傾(かし)げるようなかわいらしい仕(し)草(ぐさ)で、弁当が差し出される。

　これで中身が、せめて食べられるものであれば、喜んで受け取るところなのだが……。

「う、うん、でも、さっき朝飯食べたばっかりだし。だから、また、お昼の時にでもいただくよ」

　そう言って、はぐらかす。

　実際にお昼になったら、なにかと理由を付けて逃げ回ろう。真吾は決心した。

「……そう」

　清美は残念そうに、肩を落とす。その姿に胸が痛まないでもなかったが、まずは世界の危機をどうにかすることが先決だ。そのためには、万全な体調で体育祭に臨(のぞ)まなくてはならない。

　どこか言い訳のように自分を納(なつ)得(とく)させ、清美から目を逸(そ)らす。

　だから、真吾は気づかなかった。

　寂(さび)しそうに肩を落とす清美の目に、なにか、強い決意の光が浮かんでいたことに……。







　そのころ、グラウンドの片(かた)隅(すみ)では、武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)と梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)が不敵な笑みを浮かべて向かい合っていた。

　かたやお嬢様学校である美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)の女子生徒。かたや、県ヶ丘の女性教師。そんな二人が顔をつきあわせているのだから、学生や教師たちも関係を気にするところだが、二人の間の雰(ふん)囲(い)気(き)が張りつめているので、うかつに近寄ることもできず、遠巻きに通り過ぎるだけだった。

「いよいよ、ね」

「ええ、いよいよ、ですね」

　二人とも、自信ありげに口の端をつり上げる。

「私が勝ったら、わかってるわね？」

「あなたのほうこそ、私が勝ったら、わかってますね？」

　二人の間に、凄(すさ)まじい火花が散った。
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『さあ、いよいよ体育祭の幕開けです！』

　放送部が手がける実況と共に、世界の命運を賭(か)けた（と思われる）体育祭が始まった。

『最初の種目は一○○メートル走！　出場する選手の皆さんは、西側のゲートにお集まりください！』

　実況者は、放送部部長の二年、飯(いい)綱(づな)信(のぶ)越(えつ)である。将来はアナウンサーを目指しているとかで、小学生の頃から放送部や放送委員会に携(たずさ)わっている。真吾とは小学生のときに同じクラスだったこともあり、今でも顔を合わせれば挨(あい)拶(さつ)と軽(かる)口(くち)を交わす仲だ。彼の実況は的確で滑(なめ)らかで鋭(するど)いのだが、少しばかり悪のりが過ぎるところもあることを、真吾は知っていた。もちろん、実力は申し分ないのだが。

　放送部の実況は、実況だけでなく、競技者の呼び出しや招集、司会進行も兼ねており、体育委員会と同じく、厳しいスケジュール管理を行っている。それを実況しつつ部をまとめているのだから、信越もたいへんだ。

　最初に行われる一○○メートル走には、真吾のクラスからは親友である楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)が出場している。

　その大輝は、野球部やサッカー部といった運動部連中と同走だったにもかかわらず、涼(すず)しい顔で一位を取って帰ってきた。

『さすがです、楢川大輝！　伊(だ)達(て)にスカしてない！』

　やっかみ半分の実況に苦笑しつつ、真吾は大輝を出迎えた。

「すげぇな、大輝」

「短距離なら、本職の陸上部以外ならどうにかなるのさ」

　頭(ず)脳(のう)明(めい)晰(せき)、運動神経抜(ばつ)群(ぐん)で容(よう)姿(し)端(たん)麗(れい)なこの男は、凄(すご)いことをサラッと言う。

「それに、勝負というものは始める前に決着がついているものだ。俺はその準備を怠(おこた)らなかった。だから勝った。それだけのことさ」

「準備？」

「同走した奴(やつ)らの好みさえ調べ出せば、後は楽勝だったぜ」

　ニヤリと笑って、どこからか数枚の写真を取り出す。そこには、校内で人気の女の子たちが何人か写し出されていた。

「まさか、買(ばい)収(しゆう)……？」

「戦略と言ってくれ」

　つまり、女の子の秘(ひ)蔵(ぞう)写真と引き替えに、一位をもぎ取ったというわけだ。いつもながらに、目的のためには手段を選ばない男である。

「まあ、これで俺の役目は終わったな。後は任せた」

「ど、どこ行くんだよ」

「これから俺は、写真部としての活動に移る。いい写真が撮(と)れそうだからな」

　大輝の趣味は写真撮影である。それも、ちょっとエッチでハレンチな方向に特化したカメラマンなのだ。その腕前は真吾も認めるところである。だから、いい写真が撮れると言われれば、止める理由が見あたらない。

　しかし、身体能力に優れたこの男が抜けるのは痛い。

　そんな真吾の肩に、大輝は両手を載(の)せた。

「いいか、真吾。俺には俺の、おまえにはおまえの生(い)き様(ざま)がある。わかるな？」

「わかるけど、この場に限定すればよくわからないよ」

「そうか。ならば、アレを見ろ」

　大輝が指さす方向には、なぜかチアガールの格好をした穂香が、恥ずかしそうに身を縮(ちぢ)めて立っていた。

「ほ、穂香!?」

「あ、し、真吾くん！」

　真吾を見つけ、ホッとしたような表情になるが、すぐに顔を赤くして、とまどった様子を見せる。

「あ、あうう、ちょ、ちょっと待ってください！　あ、あんまり近寄らないで……」

「ど、どうしたんだよ、その格好は！」

　というのも、ユニフォームは丈(たけ)が短く、おなか周りが丸見えで、プリーツのスカートも、ほんのちょっとでも足を上げると下着が見えそうなくらい短いのだ。そんな姿なのに、穂香はシャツやスパッツを着用していないようだ。これはさすがに、恥ずかしいだろう。

「うぅぅ、せ、先輩から、こういう格好で応援されたら、男の子は頑張れるって聞いたのですが……」















　まさか、こんなにきわどいユニフォームを渡されるとは思わなかったのだという。

　先輩とは、穂香が所属する演劇部の部長、武石理沙のことだろう。なにかと穂香にちょっかいを出して弄(もてあそ)ぶ女性なのだが、そんな彼女の言葉に素(す)直(なお)に従ってしまう辺り、いつもながらに警(けい)戒(かい)心(しん)がなさ過ぎる。

　穂香はポンポンを手に付けて、それで胸の辺りを隠すように縮こまっている。なるほど、確かにこんな格好で応援されたら、男としては頑張らずにはいられないだろう。その点に関しては、理沙は正しいことを言っている。ただ、別な意味で、頑張ってしまいそうになる気がしなくもないが。

「わかったか、真吾」

　いきなり、大輝が声をかけてくる。

「おまえは彼女のあの姿を見て頑張る。俺はあの姿を写真に焼きつける。これが俺たちの、生き様の違いだ」

「う、うん。なんだか凄く残念だけど、わかっちゃったような気がするよ」

「よし、ならばお互いに頑張ろう」

　あんまり認めたくないが、大輝の言うとおりだ。真吾は穂香の応援で頑張る。大輝は応援する穂香を写真に収める。その結果、真吾たちが勝てば、世界は救われるし、世界が救われれば、後日、大輝が写真に収めた穂香の姿をいくらでも拝(おが)むことができる。そういうことだ。

「穂香」

「は、はいっ」

「俺、頑張ってくるよ」

「は、はい！　頑張ってください！」

　なぜか穂香は嬉(うれ)しそうに意気込むのだった。

　とはいえ、一番の強敵である体育委員会は、予想通り強かった。一○○メートル走や一○キロマラソンといった個人競技では、体育委員会の独(どく)壇(だん)場(じよう)である。

　見ているしかない光夫は頭を抱えた。

「ぐはぁ！　また負けた！　だいじょうぶかよ、おい！」

「あっ!?」

　穂香が声を上げる。

「ど、どうした、穂香姉ちゃん」

「『世界の危機の波動』が、強くなりました……」

「なにぃ!?」

　やはり敗北を重ねるごとに、穂香が感じる世界の危機の波動が強くなっていくらしい。

「おい、まずいだろ、このままじゃ」

　光夫が焦(あせ)るのも当然だった。

　体育祭の結果次第で、本当に世界は滅びるらしいのだ。

　しかし、真吾はまだ余(よ)裕(ゆう)を持っていた。

「確かに個人競技じゃ厳しい。けれど、団体競技の、それも運が勝敗を左右する競技なら、俺たちにもチャンスはある！」

　そう言った最初の競技は玉入れだった。

「で？　どうやって運を味方に付けるんだ？　なにかいい案があるんだろ？」

「それは、……みんなで考えるんだよ」

「考えてなかったんかい！」

「じ、じゃあ……」

　おずおずと、淳が手を挙げた。

「ぼ、僕の力を使えばいいんだな。た、玉を、ば、バレないように瞬間移動させれば、か、完(かん)璧(ぺき)なんだな」

　淳が持つ特殊能力は、「瞬間移動能力」である。文字通り、狙(ねら)った対象を瞬間的に移動させる力である。

「よし、それだ！」

　光夫が指を鳴らす。

　そうして挑んだ玉入れは、圧勝だった。

　なにしろ、本来は外れるべき玉が、いつの間にかカゴに入っているのだから、負けるはずがない。

　さらに真吾たちは、続く障害物競走でも、こちらは自力で勝利を収めることに成功した。

　光夫はガッツポーズを作り、タロウは渋(しぶ)くうなずく。

　美也はいろんなところを歩き回ってははしゃぎ倒し、穂香は真吾たちが勝つたびに喜んで腕を振り上げるが、お腹が丸見えになって周囲の視(し)線(せん)を浴び、顔を真(ま)っ赤(か)にして淳の背後に逃げ込んだ。

　穂香によると、真吾たちが勝つごとに、世界の危機の波動は弱まっていくらしい。この調子なら、なんとかなるかもしれない。

　だが、不安要素はある。

　敵である体育委員側にまわった清美は、競技に参加するでもなく沈(ちん)黙(もく)を守っている。不(ぶ)気(き)味(み)と言えば不気味だが、いまのところは直接的な脅(きよう)威(い)ではないと真吾は判断する。それより問題なのはリーナの方だ。

　リーナは、戦いの民の王女なだけあって、戦闘的な競技には強かった。棒(ぼう)倒(たお)しや騎(き)馬(ば)戦(せん)などでは、無(む)類(るい)の強さを発(はつ)揮(き)して他を寄せつけない。しかも、リーナは戦闘力のみならず、軍師としての素(そ)質(しつ)もあるのか、的確な戦力分析と行動指示により、圧倒的な展開で勝利をもぎ取っていったのだ。

「だが安心するな！」

　あくまで補助要員のはずなのに、いつの間にかリーナは体育委員会の中心人物となっていた。

「まだまだ安全圏内とは言いがたい！　ここで気を緩(ゆる)めず、全力を尽(つ)くせ！　刃(は)向(む)かう気力を持たせるな！　わたくしたちにはそれができる！　だから見せつけてやるのだ！　我らの力を！　我らが誇(ほこ)りを！」

「おおおおおおおおおおぅ!!」

　大歓声が上がった。

　外見は幼い少女だが、そこは一国の王女である。その一言一言には、真吾たちにはない重みや威(い)厳(げん)が備(そな)わっている。

　今のリーナは戦闘用のドレスを身にまとい、まさに陣頭に立つ王女然(ぜん)として、体育委員を鼓(こ)舞(ぶ)していた。おかげで体育委員は、すっかりリーナに陶(とう)酔(すい)し、その場に跪(ひざまず)きかねない勢いで、リーナの言葉を胸に刻(きざ)んでいた。

　リーナは異国のお姫様ということで、元から人気はあったのだが、くせ者揃(ぞろ)いである体育会系の男女を従える力は、やはり特別な生まれにある者だけが持つ、威厳がなせるワザなのだろうか。

　ただでさえ強い体育委員会の団結心は、脅威だった。

『体育委員会、盛り上がっています！　例年にない結(けつ)束(そく)力(りよく)！　これはこのまま独走態(たい)勢(せい)に入るか!?』

　信越の実況を聞くまでもなく、真吾はまずいなと思った。

　士気がまるで違う。

　真吾たちは世界を救うために戦っているが、他のクラスメイトはあくまで学校行事としか捉(とら)えていない。いくら賞品がかかっているとはいえ、圧倒的な戦力差を見せつけられては、戦意を失って今後の展開に支(し)障(しよう)をきたしかねない。

「ちょっと、あんたたち、なにやってんのよ！」

　そんな真吾たちよりも切(せつ)迫(ぱく)した声で、武石理沙が割り込んできた。

「えっ!?　た、武石さん!?　な、なんであなたがここに……？」

　言葉が尻すぼみになっていく。

　というのも、真吾はこの女性が苦手なのだ。直接的な害はむしろ穂香の方が被(こうむ)っているのだが、真吾にしても、いつも彼女のペースに巻き込まれ、しどろもどろになってしまうのだ。

　理沙は、目を丸くして訊(き)いてきた。

「あれ？　穂香から聞いてない？」

「なにをです？」

「体育祭の借り物競走で使う衣装は、毎年美須々ヶ丘の演劇部が貸してるのよ。私はその責任者。だからちゃんと、学校公認でここにいるんですからね」

　なぜか胸を張って偉(えら)そうにする。穂香は「てっきり体育祭が終わるまでどっかに行ってるものだと……」と言い訳するが、理沙は聞いていなかった。

「そんなことより、あんたたち！　このままじゃボロ負けじゃない！　どうすんの!?」

「どうするのと言われましても……」

　真吾はハッとした。

「ちょ、ちょっと、なんで武石さんがそんなムキになってるんですか？」

「え？　うぇ？」

　虚(きよ)をつかれたように、理沙は目を丸くした。

「う、だから、なんだか知らないけど、真吾くんは体育祭に勝たなきゃいけないんでしょ？　だったら、こんなところで戦意を失ってる場合じゃないでしょ！」

「そうは、言われても……」

　どうしようもないものはどうしようもないのだ。たとえ、世界の危機が迫っていたとしても。

「ああ、もう、しかたないわね！」

　理沙は大げさに髪を掻(か)き上(あ)げて、周囲を見回した。

「戦意を失ったなら、盛り上げてやればいい。やりようはいくらでもあるわ！」

「どんな？」

「ちょっと、穂香を借りるわよ」

「え、私ですか!?」

　びっくりしたのは、急に指名されたからではなく、なにをさせられるんだろうという危機感からだろう。

「それと、そこの少年、光夫くんだっけ？」

「俺!?」

　光夫は穂香以上に驚いた。ムリもない。関係ない真吾でさえ驚いたのだから。

「二人を借りるわよ。いいわね」

「え、あ、はい」

「あ、あ、あ、あの、先輩、私は……！」

「ちょっと待て！　なにをさせる気だ！　それに俺はまだ……！」

「問(もん)答(どう)無(む)用(よう)！　さあ、チャキチャキ歩きなさい！　時間はないのよ！」

　妙な迫力に、指名された二人は不安げな顔で目を合わせ、しかたなしに理沙の後に付いていった。

　なにをするのだろう。そして、どう盛り返そうというのか。

　真吾の疑問は、昼食後に明らかになった。







　昼食は、競技に使われているグラウンド部分以外なら、どこでとってもいいことになっている。それぞれの教室で食べることも可能だが、天気がよいこともあって、ほとんどの生徒は外のどこかしらに腰を落ち着けているようだった。

　真吾たちも、クラスメイトが広げるビニールシートの輪に加わって、弁当を広げていた。どことなく雰囲気が重いのは、体育委員会の力量と団結力に圧倒され、戦意を失い始めているからだろうか。

　昼食時間でこれなら、いざ競技が始まれば、もっと酷(ひど)いことになるだろう。

　真吾はこの雰囲気をどうにかしたかったが、どうすればいいのか方法がわからなかったし、こんなとき気分を盛り上げるまではいかなくとも、和らげてくれる美也は、暖(あたた)かい陽気にやられて昼寝に入ってしまっている。

　重い雰囲気も問題だが、真吾にはもう一つ、避(さ)けて通れない問題があるのだった。

「……おまたせ」

　ずっと姿を見せなかった清美が、やってくる。もちろん、手には弁当箱を持って。

　自分の弁当をつつこうとしていた真吾は、冷や汗を流しながら、固まった。

「……さあ、真吾くん」

　ずずい、と弁当箱が差し出される。

「えっと、いや、でも、俺、自分の弁当があるし……」

「……じゃあ、交換」

　一気に退(たい)路(ろ)を断(た)たれた。

　救いを求めて仲間たちに視線を投げかけるが、淳とタロウは目を逸らすだけだった。やっぱり、みんな我が身がかわいいらしい。わかっていることだったが、真吾は悲しくなった。

「はーい、みんな注もーく！」

　そこへ、どこかへ行っていた理沙がやってくる。

　邪(じや)魔(ま)をされた形となった清美は、唇(くちびる)を尖(とが)らせて不満をあらわにするが、理沙はまったく気がつかずに眉(まゆ)根(ね)を寄せた。

「うわっ、なによ、そのしけた面は!?　せっかくのお天(てん)道(と)様(さま)に申し訳ないじゃない！」

「って、言われても……」

　クラスメイトの男子生徒が、他校生である理沙に驚きつつも反論しようとする。

「なによ、ちょっと負けたくらいでもう諦(あきら)めるつもり？　そんなんじゃ、これからの世の中、生きていけないわよ!?」

　体育祭ごときで、凄い言われようである。

「でも……」

　他の生徒が開きかけた口を遮って、理沙はチッチッチと、人差し指を振ってみせた。

「言葉で感じる必要はないわ。心で感じ、胸に熱い炎を燃やしなさい」

　なにを言ってるんだ、この人は。

　そんな空気が広がっていく。だが、理沙はかまわずに続けた。

「そのための燃料と火(ひ)種(だね)はこちらで用意したわ。さあ、受け取りなさい！」

　言って、一人の少女を呼び寄せる。

　それは穂香だった。一瞬、認識が遅れたのは、穂香はさっきまでとはまったく違う衣装を身につけていたからだ。

「あ、あの……」

　恥ずかしそうに身もだえしながらやってきた穂香は、メイド服姿だった。スカート丈が短く、胸元もザックリと開いた、かなりきわどいメイド服だ。

「み、みなさん……」

　恥ずかしがりながらも、意を決したように、頭を下げる。当然、大きく開いた胸元が全開になり、豊かな胸のふくらみがほとんど露(あらわ)になる。

　これだけでも、男連中はどよめいた。だが、さらに、穂香は追い打ちをかける。

「み、みなさん、頑張ってください。その……、私にできることなら、な、なんでも、しますので……」

　誰(だれ)かの、ごくりと唾(つば)を飲み込む音が聞こえた。

　お嬢(じよう)様(さま)学校の女の子が、あられもないメイド服姿で、自分たちを応援してくれている。しかも、なんでもしてくれる……。

　妄(もう)想(そう)が膨(ふく)らみ、いろんなものが頭をもたげてくる。

「あ、それから、このクラスが優勝した場合、一番活躍した人には穂香とデートできる権利をあげるわ」

「はっ!?」

「えっ!?」

「なっ!?」

　サラッと、とんでもない餌(えさ)をまく理沙に、真吾やクラスメイトのみならず、穂香も驚いていた。

「ちょ、先輩！　きき、聞いてませんよ、そんなこと！」

「だって、言ってないもん！」

「ええっ!?」

「いいじゃない、減るもんじゃないし。それでみんながやる気を出してくれれば安いもんでしょ」

「で、でも、でも……、うぅ……」

　世界の危機さえ迫っていなかったら、意地でも断っていただろうが、穂香は渋々ながらも、承(しよう)諾(だく)した。

　これに、男連中は大はしゃぎだった。早(さつ)速(そく)、デートコースを組み立てて、最後になにをお願いするか考え込む輩(やから)もいるほどだった。

　しかし、やる気を見せているのは男子だけである。女子は、そんな男連中を眺(なが)めて、ますますやる気を失っているような気がする。

「ふん、この私に抜かりはないわ！」

　そう言って、理沙はもう一人の少女を呼び寄せる。

　いや、少女ではなく少年だった。認識を一瞬間違えたのは、その少年がやはりメイド服を身につけていたからだ。

「な、な、な……」

　羞(しゆう)恥(ち)に打ち震え、怒りで顔を真っ赤にしているのは光夫だった。

　スカート丈は穂香とは対照的に踝(くるぶし)まであり、真っ白なエプロンやカチューシャには、穂香以上にフリルがふんだんに盛り込まれている。おまけに、胸元にはでっかいリボンがあしらわれ、メイドというよりは着せ替え人形のコスチュームのようだった。

「なんで俺が、こんな格好をしなくちゃいけないんだぁ！」

　唾を飛ばして理沙に詰め寄るが、当の理沙は涼しい顔だ。

「いいから、ほら、例の口(く)説(ど)き文(もん)句(く)を言いなさい」

「くっ」

　舌打ちしてから、光夫はさらに顔を赤くして、女子生徒たちに向き直る。

「お、お姉様方……」

　絞(しぼ)り出(だ)すような声で、言う。

「も、もし、優勝したなら、お、俺……じゃなくて、ぼ、僕を、す、好きにして、いいです……」

　ヒュウっと、誰かの息を呑む音が聞こえた。

「お……、ぼ、僕じゃ、ダメですか？」

　なんなんだ。

　真吾は首を捻(ひね)った。

　これでいったい、どうやって女子生徒のやる気を引き出そうというのか。

　真吾の疑問は、すぐに氷(ひよう)解(かい)した。

　誰かがポツリと呟いた。

「か、かわいい……」と。

　それを皮切りに、女子生徒たちは色めき立って、光夫に詰め寄った。

「うきゃぁぁぁぁぁん！　かわいい、きみ、かわいいよ！」

「きみ、小学生？」

「名前はなんていうの？」

「え？　あ、いや……」

「きゃっ、赤くなってる！」

「照れちゃってかわいい！」

「この子を好きにしていいんだよね？」

「じゃあ、お姉さんと、いいことしよっか？」

「きゃぁぁぁ！　この子ったら、エッチなんだから！」

　真吾は唖(あ)然(ぜん)と、その光景を見守っていた。

「ふふん、どうよ」

　勝ち誇ったように、理沙が鼻を鳴らす。

「いたいけな少年が、恥ずかしそうに女の子たちを応援する。そのいじらしい姿に女の子たちは母性を刺(し)激(げき)され、しかも彼を好きにしていいという餌につられてやる気を出す。完璧な作戦よ」

「メイドの格好に意味はあるんですか？」

「メイド服は従(じゆう)順(じゆん)と奉(ほう)仕(し)の精神を具(ぐ)現(げん)化(か)した衣装よ。『好きにしていい』という言葉を過(か)剰(じよう)に演出するには絶好のアイテムなのよ」

　確かに、メイド姿の穂香に同じことを言われたら、思わずとんでもない要求をして、好きにしてしまうかもしれない。それに、光夫はまだ小学生だから、そんなに女装に違(い)和(わ)感(かん)はないし、整った顔立ちをしているので、クラスの女の子が色めき立つのも納得はできた。……理解はできないが。

「し、真吾くん！」

　穂香が涙目で、真吾にすがりついてきた。

「勝ってください！　そして活躍してください！　私、私……、好きでもない人と、デートなんかできません！　お願いします！」

　そんな真剣に懇(こん)願(がん)されては、活躍を約束するしかない。真吾はイヤでも視界に入ってしまう胸元から懸(けん)命(めい)に視線を外しつつ、頷いた。

「しし、真吾！　絶対に勝てよ！　俺がここまでやってるんだ！　勝たなかったら、ぶっ殺すからな！」

　光夫が女の子たちに囲まれ、後ろから抱きしめられたりしながら訴(うつた)える。

　……うらやましいと思ったら負けなのだろうが、光夫のために頑張る気にはなれなかった。

「どう？　これならいけるんじゃない？」

　真吾はもうやけくそな気分だった。

「えぇーい！　みんな、目標はわかってるな！」

「「おう！」」

「目指すは優勝！　いっちょやってやるぜぇ！」

「「おぉぉぉぉぉぉ！」」

　過(か)程(てい)や理由はどうあれ、一(いつ)致(ち)団(だん)結(けつ)、戦(せん)意(い)高(こう)揚(よう)である。まだまだ、勝負はこれからだ。

『おっと、盛り上がっているのは二年三組か？　いったい、なにが彼らにやる気を起こさせたのでしょう。なにやらメイドさんが二人いるようですが、これが原因か？』

　まったくもってその通りですと、真吾は心の中で信越を褒(ほ)めてやった。情けないような気もするが、こうなっては開き直るしかない。

　そこでふと、真吾は穂香の言葉を思い返した。

「好きでもない人と、デートなんかできません！」

　穂香はそう言った。

　だから、真吾が活躍すれば、他の連中とデートしなくて済む。しかし、では、真吾がデートを申し込んだら、引き受けてくれるのだろうか。いや、それ以前に、好きでもない人とデートできないと言いながら、真吾に活躍を求めるということは、真吾とならデートしてもいいということなのか？

　真吾は自(じ)嘲(ちよう)して、首を振った。

　そんなわけはない。穂香はただ、仲間の真吾に助けを求めたに過ぎない。そこに深い意味はないはずだ。

　そうやって盛り上がっているうちに、お昼の時間は終わってしまった。

　清美は弁当を持ったまま、困ったように立ちつくしていた。

「……真吾くん」

「あ、清美、ごめん。弁当は、その……、また後でな？」

　なんとかやり過ごせそうだという内心を押し隠して、申し訳なさそうに頭を下げる。

　それで納得してくれたのかどうかは不明だが、清美は意外とあっさり引き下がった。

「……じゃあ、後で」

「うん」

　弁当箱を胸に抱くようにして、トテトテと引き返していく。その背中を見てやっぱり胸が痛んだが、真吾としても、いまここで倒れるわけにはいかないのだった。







　昼食後の午後の部は、前半とうってかわって運の要素が強くなり、単純な身体能力だけでは勝つことができない競技が続く。

　借り物競走や大玉転がしがそれに当たり、真吾は借り物競争へ出場することになっていた。

　借り物競走と言っても、ただの借り物競走ではない。体育祭でも一、二を争うこの名物競争は、頭に「仮装」の二文字が入るのだ。

　ルールは、まず、仮装の衣装が競争前に指定されるので、スタートしてグラウンドのど真ん中に設置された衣装部屋でその衣装を探し出し、着替える。そして、次のポイントで借り物の書かれた紙を受け取り、そこに書かれているものを探し出せばいいのだ。

　ようするに、仮装して競争するだけなのだが、もちろん、そんな単純なものではない。肝心の借り物は、その仮装に関連したものがあてがわれるのだ。

　例えば、仮装に水着を指定されたとする。すると、借り物はだいたい水着とされるところだが、県ヶ丘の体育祭はそう甘くない。こういうときはだいたい、「水着を着用した女の子」などと指定されるのだ。

　道具自体は、体育委員会の方で予(あらかじ)め用意している。問題は、それを着て、一(いつ)緒(しよ)に走ってくれる女の子がいるかどうかなのだ。しかも、着てくれる女の子が見つかったとしても、当然、その女の子はジャージを着ている。だから、どこか人(ひと)気(け)のないところへ連れて行って、水着に着替えさせなければいけない。これは大きな時間のロスであるし、そもそも、水着を着てくれる女の子を見つけられなければ、勝負にもならない。

　ようするに、あてがわれた仮装の衣装と、指定された借り物の一文が、勝敗を大きく左右するのだ。そこには実力だけでは覆(くつがえ)せない、運や度胸が関わってくるのである。

　しかし、水着の例は極(きよく)端(たん)だとしても、一歩間違えればセクハラまがいの競技になってしまう。それでも、この競技が体育祭の名物イベントとして続けられるのは、生徒の支持が圧倒的だからだ。人気の理由はただ一つ。この競技に絡(から)んで成立したカップルが、毎年のように発生しているからだ。

　非日常的な衣装で、無(む)茶(ちや)とも言える要求を突きつけ、それを受け入れる。

　そうした一連の行為が、愛を告白するような錯(さつ)覚(かく)を生んで妙な連(れん)帯(たい)意(い)識(しき)を植え付け、そのまま恋愛に発展していくことが多いのだ。

　それを狙ってか、だいたい、男子生徒には女子生徒を、女子生徒には男子生徒を借り物に指定している。

　基本的に、借り物や衣装の指定は体育委員で行っているが、公平を期すため、体育委員への指定は、生徒内から募集した案をランダムで行うことになっている。

　真吾は位置につきながら、どうか水着とかレオタードとか、変なものが来ませんようにと祈っていた。

　そして、競技が始まる。

　真吾は仮装を指定する紙を開いた。そこには、「燕(えん)尾(び)服(ふく)」と書かれていた。無(ぶ)難(なん)な衣装に安(あん)堵(ど)するが、無難すぎて、関連する借り物が想像しにくかった。

　とにかく、まずは着替えである。

　スタートダッシュと同時に、グラウンドのど真ん中に設置された衣装部屋へ直行し、ズラリと並べられた衣装の中から燕尾服を見つけ、簡単なカーテンをしつらえた個室で着替える。

　真吾が入った個室の隣(となり)からは、「うぉぉぉぉ！　これは、これは！　俺にはムリだぁぁぁぁぁ！」とか、「きゃあぁ～ん！　私、これ、着てみたかったんだ！　うふふ、これで愛(いと)しのあの人も、ノックダウンよ！」と、いったいどんな衣装をあてがわれたのだろうと気になる声がしたが、ひとまず、好奇心を抑え込んで勝負に集中した。

　燕尾服は、言ってみれば普段着ている制服と大差ない。

　と思っていたが、意外に身につけるものが多く、真吾は苦戦した。

　背広にワイシャツ、スラックスはもちろんのこと、ウエストコートに白の蝶(ちよう)ネクタイ、ポケットチーフに革(かわ)靴(ぐつ)、ベルトが使えないのでサスペンダーを使用し、はては手袋までが装備一式に盛り込まれている。かなり本格的に、正装させるらしい。

　きちんと着用できてるかは重要ではない。とにかく身につけて、外から見ておかしくない程度に着こなしていればいいのだ。

　なんとか仮装を終えた真吾は、借り物が書かれた紙を取りに行く。係員が真吾に紙を渡し、すかさず開く。

「ウエディングドレスを着た清内路清美」

　なるほど、それで燕尾服か。

　いや、ちょっと待て！

　真吾は目を疑った。

　なんで着用する人間まで指定されているんだ？

　普通は「ウエディングドレスを来た女性」と書かれているはずなのだが……。

　しかし、書いてあるものはしかたがない。真吾は衣装部屋へ戻り、ウエディングドレスを探した。けれど、どう探してもウエディングドレスは見あたらなかった。

「あれぇ!?」

　見落としたのかと思った。けれど、何度探しても見つからない。

　真吾はひとまず、ウエディングドレスは後回しにすることにした。ここはまず、清美を見つけて、その後で二人で探すべきだろう。

　問題は、その清美がどこにいるのかということだ。

　となれば、あては穂香しかない。穂香は世界の危機以外に、仲間である「選ばれし者たち」を感知する能力も授かっているのだ。

　しかし、その穂香は、父兄等一般客によって写真撮影会のようなものが行われていて、とても手が離せそうもなかった。強引に割り込もうとしたが、人垣は強固でびくともしなかった。

　しかたなく、真吾はタロウの元へ駆(か)け寄(よ)った。

「タロウ！　清美がどこにいるかわかるか？」

「む？　どうしたのだ？」

「借り物に清美が指定されてるんだよ」

「清美殿が？」

　どうして、と問う顔になるが、そんなもの、こっちが聞きたいくらいだ。

　その辺を察(さつ)してくれたのか、タロウはそれ以上はなにも聞かず、早速自慢の鼻で清美の追跡を開始した。

　そうしてたどり着いたのは、人気のない校舎裏だった。

　そこに、ぽつりと、清美が立っていた。

「きよ……」

　呼びかけようとして、真吾は息を呑んだ。

　清美はウエディングドレス姿だった。

　ごくごくシンプルなドレスだったが、そのシンプルさが、かえって清美の清(せい)楚(そ)さや慎(つつ)ましさを現していた。特に露(ろ)出(しゆつ)があるわけでもないのに、えも言われぬ色気のようなものが発散されている。

　うっかり見とれてしまった真吾は、ツツツと清美が近寄ってくることで我に返った。

「って、なんでもう着てるんだよ！」

「……サプライズ」

「サプライズって……」

「真吾、のんびりしてる暇(ひま)はないだろう？」

　タロウに指摘され、そのとおりだと頷く。

「さあ、清美……」

「……真吾くん」

　手を差し伸べる真吾に向かって、清美は微笑(ほほえ)んだ。

「……やっと、来てくれた」

「は？」

「……ずっと、待ってたんだから」

　なにを言ってるんですか、この娘は。

「と、とにかく、一緒に行こう！」

　手を握ろうとするが、清美は腕を引いてそれを拒否する。どうしたんだよと言いかけたところで、清美が真吾の持つ紙を指さした。

「……それ、よく読んで」

「なんだって？」

　言われるがままに、借り物が書かれた紙に目を落とす。そこには「ウエディングドレスを着た清内路清美」と書かれているだけだ。

「違う。その先」

「先!?」

　まだ先があったらしい。よく見れば、隅っこの方に小さく、




「お姫様だっこで走ること」




　と、但(ただ)し書(が)きがされていた。

「…………」

「…………」

「…………お姫様、だっこ？」

「……うん」

　燕尾服の自分が、ウエディングドレスを着た清美を、お姫様だっこ？

　どんな羞恥プレイだ。これを書いた奴の正気を疑いたかった。やりすぎだ。これはあまりにも、意(い)味(み)深(しん)すぎる。

「真吾！」

　タロウが急(せ)かす。

　こうなれば、ヤケだ。早くしなければ、すでに衣装を着ているというアドバンテージがなくなってしまう。

「ええい、清美！　わかってるな！　これは勝負なんだからな！　書いてあるから、しかたなくなんだからな！」

　言い訳をして、清美を横様に抱きかかえる。清美はされるがままに抱かれると、両腕を真吾の首に回して抱きついてきた。

「……行こう、真吾くん。私たちの、新たな門(かど)出(で)に」

「何を言ってるんだ、おまえはぁぁぁぁぁ！」

　怒(ど)鳴(な)りながら、駆け出す。

　校舎裏からグラウンドに戻ってくると、会場はどよめいた。

『おぉーっと、二年三組の宮田真吾くん、なんと清美ちゃんをお姫様だっこで颯(さつ)爽(そう)と登場だぁ！　羨(うらや)ましいぞ、この野郎！』

「余計な実況すんあぁ！」

　信越のアナウンスに文句を付けながら、ゴールを目指す。結果は、やはりアドバンテージが効いたのか、ブッチギリの一位だった。

『さすがです、宮田真吾くん。女性が絡むと手が早い。いや、この場合は足が速い、ですか』

　わはははは、と、そこら中から笑い声が上がる。

「おまえは俺に恨みでもあんのか!?」

　聞こえないとわかっていても、言い返さずにはいられなかった。

　ゴールして清美を下ろすと、真吾はすぐに蝶ネクタイを外して喉(のど)元(もと)を緩(ゆる)めた。

　ふと視線を感じて振り向くと、清美がなにかを待つように、胸の前で手を組んで真吾を見上げていた。

「な、なんだ？」

「……勝利の、お祝いのキスを」

「ぶふぅ！　だ、だから、もうゲームは終わったんだよ！　なりきる必要はもうないの！」

「……じゃあ、誓(ちか)いのキス」

「なんの誓いだ!?」

　どうにか清美を説得する頃には、真吾は走ったとき以上に汗だくになっていた。

　清美は名(な)残(ごり)惜(お)しそうに真吾を見ていたが、やがて「……じゃあ、次」と呟いて、体育委員の待機所へと戻っていった。

　真吾の活躍もあり、その後は一進一退を繰り返したものの、体育委員会とさほど得点差をつけられずに、いいよ最終種目突入というところまでこぎつけた。

『ではここで、現在の状況を整理してみましょう』

　信越がアナウンスした内容は、実にわかりやすいものだった。

　体育委員会と商店街チームを筆(ひつ)頭(とう)に、一○チームが僅(きん)差(さ)で競っている。つまり、この一○チームの中で、最後の競技に勝ったチームが優勝。それだけだ。もちろん、その中には真吾たちのクラスも入っている。

「し、真吾くん……」

　穂香が青い顔で近寄ってきた。

「『世界の危機の波動』が、凄いことになってます……」

「ええっ!?」

「いままで感じたことのないくらい、気持ち悪いものがビンビン迫ってきてます」

　穂香の顔色から、それがどれほどのものなのか、容易に見て取れた。真吾たちは顔を見合わせ、ゴクリと唾を飲み込んだ。

　体育祭の結果だけではない。

　世界の命運も、次の最終種目にかかっているのだ。

　そんなことはつゆ知らず、かつてない大接戦に、信越のアナウンスはヒートアップする。

『体育祭もいよいよクライマックス！　疾(しつ)風(ぷう)怒(ど)濤(とう)の最終章！　さあ、みんな！　準備はいいかぁ！』

「おぉぉぉぉぉぉぉ！」

『泣いても笑ってもこれがラスト！　最終種目は県ヶ丘名物、阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の宴(うたげ)、「鬼(おに)ごっこ」だぁぁぁぁぁ！』

　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　信越のアナウンスに、観客席からも大歓声が上がる。

　県ヶ丘名物、鬼ごっこ。

　これには、学生や商店街チームだけでなく、一般客も申(しん)請(せい)さえすれば参加できる仕組みになっている。一般客が勝った場合、賞品は一般客のものになる。今までの苦労が水の泡となるから、学生たちも必(ひつ)死(し)だ。

　もちろん、ただの鬼ごっこではない。鬼となるのは参加者全員で、追われる立場は、体育委員と、委員の中から選ばれた「女王」である。

　鬼はこの「女王」を追い、体育委員は「女王」を守る。「女王」の背中に付けられた「県」印の旗(はた)を奪い取れば勝利。逆に鬼たちは、頭に付けた角(つの)を取られると、その時点で失格となる。「女王」役には相当な身体能力と攻撃能力が要求されるため、毎年運動部の、それも校内一のスポーツウーマンが選ばれている。そんじょそこらの男子生徒では、まったく歯が立たない存在なのだ、「女王」は。

　こうしてみると、一見単純なようだが、実はこれもそう一(ひと)筋(すじ)縄(なわ)ではいかない。

　なにしろ、一般客を含めると一○○○人以上の人間が、一(いつ)斉(せい)に動き回るのだ。いくら広いグラウンドとはいえ、動きにくい。そうなると、足の速いものが有利に思えるが、彼らだけが先行しては、体育委員に各個撃破されるだけだ。かといって、みんなで足並みを揃えては、他のチームに先を越されかねないし、お互いが邪魔して思うように動けない。

　となると自然、最初は他チームを潰(つぶ)すところから勝負は始まる。

　鬼は鬼同士で潰しあうことが可能で、これがこの鬼ごっこを実に戦略的なゲームに仕上げていた。

　まず、他チームを潰すのはいいが、潰しすぎると、今度は体育委員会に太(た)刀(ち)打(う)ちできなくなってしまう。自軍の戦力も当然、削(けず)られる。いかに自軍の戦力を減らさず、他チームの戦力を適度に削(そ)ぎ、体育委員に挑むかがこの競技のポイントとなる。

　そこで登場するのが、裏取引である。

　たとえば、すでに優勝に届かないクラスは、やる気ゼロである。しかし、彼らも使い方によっては充分な戦力となる。

　賞品の代わりに、別な特典を用意する。すると、優勝に関係ないチームは、優勝を争っているクラスに加わる。これだけで戦力は倍増である。

　また、優勝を争っているクラスでも、賞品以上の魅力的な特典があれば、簡単に寝返ることもある。

　大輝などは自慢の写真でいくつかのクラスの何人かを味方に付け、また寝返らせていた。ただ、それは自分たちのクラスにも同じことが言えるわけで、誰が敵で誰が味方か完全に判断がつかない中での争いとなるのだ。

『さあ、みんな、準備はいいかな!?　今年も最後に盛り上がろう！　そしてその盛り上がりを演出する今年の「女王」は！』

　その瞬間、どよめきが起きた。

　真吾もギョッとなってそのどよめきに加わった。

　今年の女王は、バスケ部のエース、佐(さ)川(わ)良(がわ)子(りよう)辺(こ)りだろうと密(ひそ)かに推測されていた。当然、真吾もそうだと思っていた。

　だが、アナウンスされた女生徒は、佐川良子ではなかった。運動部の人間ですらなかった。

　信越が、その名を告げる。




『県ヶ丘の沈黙の妖(よう)精(せい)、清内路清美さんでーす！』




４




「えっ？」

　柚子は耳を疑った。なにかの聞き間違いではないかと思った。

　今朝の段階では、女王役は佐川良子だったはずだ。それが、突然の変更である。

　体育委員会の顧(こ)問(もん)の様子を窺(うかが)うと、彼らも困(こん)惑(わく)している様子だった。

　もしや、理沙がなにかを企(たくら)んでいるのかと思ったが、見れば理沙も、驚いたようにポカンとしている。

「あ、あなたが、なにか仕組んだんじゃないんですか？」

「仕組むってなによ」

　ムッとした答えが返ってくる。

　本当に、なにも知らないらしい。

　理沙と柚子は賭けをしていた。いつもの口(こう)論(ろん)から、なぜか体育祭はどのチームが勝つかという賭けになったのだ。

　二人の正体は神である。

　理沙は真吾たちの世界にいるラメントで、柚子はリーナたちの世界をまとめるトランクィロである。

　だから理沙は、自らが神の立場で選んだ真吾がいるチームを選び、柚子はならばそれ以外にと、チームとしては最強の体育委員会を選んだ。そのために、わざわざリーナを補充要員として、体育委員会へ潜(もぐ)り込(こ)ませたのだ。

　おかげで、ここまでは一進一退の攻防が繰り広げられていた。しかし、真吾たちが明らかに特殊能力を駆(く)使(し)して勝ちを拾っていることを考えれば、このまま理沙が手をこまねいて見ているとは思えなかった。

　そこへさらに、予想外の女王役である。

　これがどちらにとって不利なのかはわからないが、女王の運動能力だけを見れば、体育委員会側に、つまり柚子側に不利な状況である。

　これは、なにか手を打った方がいいかもしれない……。

　柚子はそっと、その場を離れた。







『レディ……、ゴー!!』

　信越の声と共に、混(こん)沌(とん)の鬼ごっこは始まった。

　まずは、クラス同士の潰しあいである。

　これだけ混沌としていれば、多少強引に特殊能力を使ってもバレない。

　淳以外の全員がゲームに参加して、真吾をサポートする態勢を取った。

　淳は観客席から真吾の様子を窺い、危険だと判断したら瞬間移動で別な場所に避(ひ)難(なん)させる役目だ。ただ、安全地帯というものはないので、移動させる場所を瞬時に探すのはなかなか至(し)難(なん)の業(わざ)だった。

　光夫と穂香はメイド服を着たまま参戦している。二人には優勝には関係ない他クラスのファンもできたようで、親(しん)衛(えい)隊(たい)のようなものがしっかりとガードしている。おかげでその分が、まるまる真吾たちの味方になっているのだ。ありがたいことこの上ない。

　タロウは、分身能力を使って、グラウンドのあちこちを走り回っては、巧(たく)みに他クラスを牽(けん)制(せい)し、隙(すき)を作りだしている。

　美也は、元が猫なだけあってすばしっこく、そう簡単にやられたりしないだろうと、自由にさせていた。最後にものを言うのは物(ぶつ)量(りよう)なので、生き残ってさえくれれば充分だ。

　ちなみに、真吾の特殊能力は、なにをどう間違ったのか、スカートをめくる力である。この場では、まったく役にたたない。

　それでも、真吾たちは優勢に勝負を進めていくことができた。だが、事態は予想外の方向から、予想外の展開を迎えることとなった。

「うわははは！　退(しりぞ)くがよい雑(ざ)魚(こ)共(ども)がぁ！」

　荒々しい雄(お)叫(たけ)びとともに、グラウンドの一角を占(せん)拠(きよ)したのは、身の丈二メートルはあろうかという大男たちだった。それぞれが山のような体格の、岩のような筋肉をまとった偉(い)丈(じよう)夫(ふ)ばかりである。

　彼らの姿を見て、真吾たちは絶(ぜつ)句(く)した。その異様さではなく、彼らに見覚えがあったからだ。

　間違いない。リーナたちの世界に住む戦いの民、オクターヴァ人だ。

　しかし、彼らが、なぜここに？

『おおっと、これは強い！　なんなんでしょう、あの大男たちは！　すでに三クラスを全滅させています。しかしこの町では見かけない顔ですね……。えー、なになに、あ、なるほど。手元の資料によりますと、彼らはリーナさんの友人知人だそうです。さすが外国人、迫力があります！』

　リーナは表向き、外国のお姫様となっているのだ。

「り、リーナ、おまえ!?」

「勝負は非情なのだ。手元に戦力があるのならば、使わない手はない」

　リーナは澄(す)まし顔(がお)である。

　それにしても、異世界人は反則だ。

　彼らは戦いの民だけあって、戦闘力に関しては常人の何倍もある。さすがに武器を手にしたり、魔法のようなものを使ったりはしてないが、充分に脅威である。

　五分後には、半分以上のクラスが壊(かい)滅(めつ)していた。しかも、それまで戦力を温(おん)存(ぞん)していた体育委員会が、オクターヴァ人と連(れん)携(けい)して、蹂(じゆう)躙(りん)を始めたのだ。あまりの戦力差に、阿鼻叫喚の地(じ)獄(ごく)絵(え)図(ず)となって全滅するクラスが相(あい)次(つ)いだ。

　真吾たちは、さすがに特殊能力を使っているだけあって、ほとんどの戦力が生き残っていた。だが、全体の人数が減れば、大っぴらに特殊能力も使いにくくなる。この辺が勝負時だろうと、真吾は判断した。

「全軍、突撃ぃぃぃぃぃ！」

　真吾たちは、一斉に清美に向かって突進する。それを合図に、生き残っているクラスも、清美に狙いを定めた。

「バカめ！　正面から戦って、我々オクターヴァ人に勝てると思うか!?」

「おい、王女。忘れんな」

　光夫が先頭を走り、襲いかかってくるオクターヴァ人と対(たい)峙(じ)する。

「俺たちはそのオクターヴァ人と戦って、勝ってるんだぜ」

　オクターヴァ人が迫る。だが、彼らは光夫の姿を見るなり、顔色を変えた。

「むっ？」

「ま、待て！　こやつは……」

「へー」

　感心したように、光夫は笑った。

「俺のこと、知ってるのか」

「き、貴様は、あのときの……」

　どうやら、光夫と戦ったことのある男がいるらしい。

　光夫の特殊能力は、なんでも防ぐ目に見えないバリアである。これに生き物が触れると、凄まじい衝(しよう)撃(げき)が襲うようになっている。

　過去にオクターヴァ人が地球を侵(しん)略(りやく)した際、光夫はこの能力で多くのオクターヴァ人をなぎ倒したのだ。

　そのことを覚えていたのだろう。オクターヴァ人たちは光夫と睨(にら)みあったまま、動けなくなっていた。光夫が一歩踏(ふ)み出(だ)すたびに、オクターヴァ人は一歩下がる。

「へっ、俺もやるじゃねぇか」

　ニヤリと笑って、叫(さけ)んだ。

「さあ、行け真吾！　ここは俺に任せろ！」

「頼んだぞ、光夫！」

　光夫の力により、オクターヴァ人だけでなく、彼らを指揮していたリーナの動きも封(ふう)じることに成功した。後は、清美を守る体育委員だけだ。

　真吾たちは、最初はまともにぶつかった。この接触で、真吾のクラスは半数を失った。

　二度目の突撃は、真吾たちが率(そつ)先(せん)すると見せかけて、他クラスを先に突っ込ませた。これで、体育委員側も半数を失う。

『こ、これは凄い！　まさにガチンコバトル！　平成の名勝負！　勝敗の行方はどちらに転ぶかまったくわからないぞぉぉぉぉぉ！』

　信越の実況も、ヒートアップしていく。

　そして、三度目の衝突。

　ここで真吾は違和感を感じた。

（あれ？）

　敵の攻撃をかわしつつ、周囲の様子を窺う。

（なんか、俺ばかり、狙われてないか？）

　気のせいではなかった。

　本当に、体育委員は真吾ばかりを狙っていた。清美を守る何人か以外は、すべて真吾に襲いかかってくるのだ。

　いくら残(ざん)存(ぞん)戦力が少ないとはいえ、他に注意すべき相手は多いというのに。真吾ばかりが狙われ、他の連中は、清美を襲わない限り放置している感じだった。

「な、なんでっ!?」

　理由はわからない。ただ、明確な意思の元に、真吾を狙っているのだということだけはわかった。

　すでにほとんどのクラスが壊滅し、生き残っているのは真吾も含めて一○人足らずだ。

　淳はもとより参加していないから戦力外だし、タロウは疲れ果てたのかグラウンドのど真ん中で倒れ込んでいる。

　光夫はオクターヴァ人と相打ちになり、やはり地面に寝ころんでいる。おまけに、「や、やるじゃねぇか……」「おまえもな……」と、さりげなく友情を育んでいる。

　美也も生き残ってはいるが、状況を把(は)握(あく)できずにあちこち走り回っては、一般客から飴(あめ)なんかをもらっているし、穂香も直接戦闘には向いていないので、少し離れたところから、真吾を見守るだけだった。

　この状況に対し、体育委員会はまだ一○人ほどの戦力を残し、おまけにリーナも健在だった。不利なことこの上ない。いや、不利どころか、総攻撃を受ければ、今すぐにでも全滅するだろう。

　なのに、体育委員はそれをしようとしなかった。なぜか、真吾だけを執(しつ)拗(よう)に狙った。

　真吾は逃げ回ったが、体力には限界がある。足が動かなくなり、呼吸が追いつかなくなる。そんな真吾を、獲物をいたぶるように、体育委員が取り囲んだ。

「な、なんだ？　なんなんだよ！」

　不気味とも言える状況に、真吾は泣き出しそうになった。そこへ、マイクの電源が入る「キンっ」という音が鳴(な)り響(ひび)いた。

　見れば、佐川良子が清美にワイヤレスマイクを渡しているところだった。

『え、えっと……』

　わけのわからない展開に、実況の信越も、さすがに閉(へい)口(こう)している。どんなときでも冷静で、事実を客観的に伝えることを至上命題にして努力している信越ですらそうなのだから、他の連中はもっとわけがわからないだろう。リーナも首を傾げているところを見ると、体育委員全体の意思ではないのかもしれない。

　そんな中、清美はマイクを手に、体育委員を引き連れて、真吾の元に歩み寄ってきた。

「女王」がすぐ側にいる。しかし、真吾は完全に包(ほう)囲(い)され、清美も体育委員で壁(かべ)を作っている。隙などまったくなかった。

　それよりも、なにが始まるのかと、気が気でなかった。これでマイクを持っているのが佐川良子であれば、おちゃめなイベントとでも思えたのだが、相手が清美とあっては、まったく想像がつかなかった。

『……真吾くん』

　清美が、ポツリと呟く。その声をマイクが上手に拾って、学校全体に響き渡った。




『……私は、真吾くんが、好き』




　そして、地獄のような沈黙が流れた。




　冷やかしの声の一つでもあれば、真吾はそれ以上の発言を阻(そ)止(し)できたかもしれないが、咳(せき)払(ばら)い一つない静(せい)寂(じやく)の中では、真吾の動きは完全に封じられていた。

　清美は淡(たん)々(たん)と、しかし、熱い胸の内を語った。

　私は、真吾くんが好きだ。

　けれど、真吾くんはいっこうに応(こた)えてくれる様子がない。

　もしかしたら、まだまだ自分の魅力が足りないのかもしれない。

　ならば、真吾くんの好みの女の子になれるように努力したいし、そのために真吾くんの好みを知っておきたい。

　仮装借り物競走では、様々な衣装を用意することで、真吾くんの好みを把握しようとした。けれど、真吾くんはすべての衣装に反応したため、あまり意味がなかった。

　ならばと、偶(ぐう)然(ぜん)を装って接近と接触を試みた。

　ウエディングドレス姿にお姫様だっこという非日常的な行為をさせることで、ドキドキ感を演出しようとした。

「……でも、それも失敗だった」

　清美は続ける。

「……もう、どうしていいかわからない。……だから、これが最後の手段」

　真吾はハッとして、体育委員の様子を見た。

　彼らの表情は清美の声に陶(とう)然(ぜん)と聞き入っているが、目に意思の光がない。どうやら、清美の「誘(ゆう)惑(わく)の力」で操(あやつ)られているようだ。清美の力は、相手を自分に惚(ほ)れ込(こ)ませ、自在に操ることができるのだ。

　自らの力で体育委員を自在に操って真吾の逃げ道を断ち、公衆の面前で真吾を問いつめる。それが清美の言う、最後の手段だったのだ。

『え、えっと……』

　ムリヤリという感じで、信越が口を開く。

『な、なんということでしょう。こんなに、これほどまでに勇気のある告白を、大胆な告白を、わたしは今まで聞いたことがありません。いえ、誰も聞いたことがないでしょう。いやはや、果たして宮田真吾くんは、この告白に、どう応えるのでしょうか』

　真吾は窮(きゆう)地(ち)に追い込まれた。

「……真吾くん、どうなの？」

　どうなのと言われても、困る。

　その点に関しては、考えに考えた末、保留中ということにしたばかりなのだ。しかし、状況が保留中という言葉を許しそうにない。

　そんな真吾に救いの手を差し伸べたのは、意外にも清美だった。

「……じゃあ、真吾くんに、選(せん)択(たく)肢(し)をあげる」

「選択肢？」

　清美はコクリと頷いた。

「……この競技で、真吾くんが勝てば、私のお弁当食べさせてあげる」

「はぁ!?」

「でも、私が勝ったら……、キスしてもらう」

「ちょちょ、ちょっと待て！　なんだ、その選択肢は！」

　どっちに転んでも、いろいろまずいことになるじゃないか。

　だが、会場は大盛り上がりだった。ここにきて、爆発的な歓声が巻き起こる。

『聞きましたか？　みなさん、聞きましたか？　清美さんは己(おのれ)の運命を、この勝負に託(たく)したのです！　しかしなんという悲劇でしょう！　結ばれるべき二人は、敵と味方に分かれている！　それでも戦わなくては前に進めない乙女(おとめ)の純情！　捧げるのは魂を込めたお弁当に少女の純(じゆん)潔(けつ)！　これはシェイクスピアも真(ま)っ青(さお)の、まさにドラマチック鬼ごっこと言えるでしょう！』

「やかましいわ！」

　無責任に煽(あお)る信越が腹立たしいことこの上ないが、真吾としては、その挑戦を受けるしかなかった。どのみち、勝たなくては世界は滅びるのだ。とにかく勝って、勝ったらそのときは、そのときだ。しかし……、この状況では、勝機が見いだせない。なにしろ、選択肢が意味不明すぎるのだ。

「ええい、なにを勝手な約束をしている！」

　そこへ、リーナが飛びこんできた。

「そいつはわたくしの婚約者だ！　わたくしのものだ！　誰にも渡さんぞ！」

『おおっとぉ！　ここでリーナさんのちょっと待ったコールだぁぁぁぁぁ！　しかもあなたはわたしのもの宣言！　そういえば真吾くんとリーナさんは婚約者同士！　さあどうする真吾くん！　この恋の三角関係にどう終止符を打つのかぁ！』

　会場はさらに盛り上がる。

　いい加減にしてくれと真吾はうんざりしたが、さらなる火種が女性二人に挑みかかった。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　穂香が、凄い剣(けん)幕(まく)で割り込んでくる。

「き、キスなんてダメです！　そ、それなら、わ、私が！　私が代わりに！」

　突然の乱入に観客は静まりかえるが、一瞬後に爆発的な歓声が響き渡る。

『お、おお……、まさに前(ぜん)代(だい)未(み)聞(もん)、驚(きよう)天(てん)動(どう)地(ち)……。こんなことがあっていいのでしょうか？　二人目の乱入者は、美須々ヶ丘のコスプレ姫、住吉穂香さんです。いや、驚きました。まさか……』

　信越は、ゴクリと唾を飲み込んだ。

『まさか、住吉さんが、清美さんと、キスをしたいなどと言い出すなんて……』

「はぁっ!?」

「へぇっ!?」

　真吾と穂香はギョッとした。

「ち、違います！　わ、私は……！」

『いえ、心配しなくてもだいじょうぶです。いまはこういう世の中。みんな広い心で、あなたの嗜(し)好(こう)を受け入れてくれますよ。ねえ、みんな？』

　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！　という、先ほどよりも大きな歓声。しかも、「「「キース、キース！」」」と、キスコールまで巻き起こる。

『正直、真吾くんと清美さんがキスするなんて、神が許してもこのわたしが、いや、全校生徒が許しません！　それならば、住吉さんが清美さんとキスするというほうが、まだしもそそられ……あ、いや、美しい光景であると言えるでしょう！　お二人は文句なしの美少女同士！　ならば、我々が期待するのはただ一つ！』

　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　会場のボルテージは、最(さい)高(こう)潮(ちよう)だった。

　こういうとき、止めに入るはずの教師たちは、苦笑しながら呑(のん)気(き)にお茶なんかすすっている。いいのか、聖職者。

　突然の事(じ)態(たい)に思考が追いつかない真吾は、おそるおそる、穂香に声をかけた。

「ほ、穂香……、君って、そういう……」

「し、真吾くんまで!?　違います、私は！」

「……真吾くんとのランデブーは、誰にも邪魔はさせない」

「シンゴは、わたくしのものだ！」

『さあ、宮田真吾！　観念しろ！　すべての選択は、おまえに委(ゆだ)ねられている！　チクショウ！　羨ましいぞぉ！』

「「「キース、キース！」」」

　もはや、収拾がつかなかった。

　なにがなんだかわからないこの状況を乗り切るには、意地でも真吾が勝つしかなかった。

　だが、どうすればいい？　どうすれば勝てる？

　仲間たちの力はもう使えない。ならば、自分の力で、スカートをめくる力で、なんとかするしかない。

　いままで、スカートをめくる力で何度も世界を救ってきたのだ。今回だって、やってやれないことはないはずだ。いや、やれないことなんてない。やればできる！

　真吾は行動に出た。深く考えず、無心に己の力を振るうことにのみ、意識を注ぐ。

　そして、これだけはやりたくなかったという禁(きん)断(だん)の領域に手を伸ばした。

「めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　絶叫と共に、清美を囲んでいた男子生徒の服が、脱げた。

　下着一枚残さず、モロに。

　その場にいた全員が凍りついた。

　そんな中、真っ先に異常事態に反応したのは、信越だった。

『ぎ、ぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!』

　その絶叫は、一説には一○キロ以上も離れた清内路神社まで聞こえたという。

　その大音声に、観客も、脱がされた生徒も、正気に返った。彼らは大(おお)慌(あわ)てで、宙に舞ったジャージや下着を摑(つか)み取(と)ろうと必死になる。

　その隙に、真吾は一気に清美へと肉迫した。

　もはや、遮るものはなにもない。

　真吾は清美の前で急制動をかけ、無表情に立ちつくす清美の肩を摑み、背中の旗を摑み取った。

「……俺の、勝ちだ」

　ひとまず、キスは、まぬかれた。

　真吾は安堵のため息を漏(も)らした。そして、信越のいる放送席に目を向ける。

「俺の、勝ちだろ？」

『え？　あ、は、はあ、そうですね。えっと……』

　気を取り直すように、咳払いをする。

『勝者、宮田真吾！　よって、総合優勝は、二年三組に決定――――！』

　直後、期待を裏切られた観客による盛大なブーイングが巻き起こった。

　知ったことかと、真吾はブーイングを無視し、肩を摑んだままの清美に目を向けた。

「まったく、どういうつもりであんな……」

　言いかけて、真吾は絶句した。

　清美は微笑んでいた。彼女にしては珍しく、満(まん)面(めん)の笑みで。

「……た」

「え？」

「捕まえて、くれた……」

　なぜか、喜ばれている。

　そうだった。

　真吾が勝ったら、清美の手作り弁当を食べなくてはならないのだ。

　どうやってやり過ごそうかと、真吾は頭をフル回転をさせた。
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　閉会式も終わり、グラウンドでは、後片付けが行われている。

　光夫や美也たちは、一足先に帰ってもらって、後でいつもの河原で合流することになっているが、穂香は衣装の受け渡しがあるので、暇そうにブラブラしながら残っていた。

　真吾は気になっていることがあったので、穂香の元へ近寄った。

「あ、真吾くん。もういいんですか？」

「うん。あとは体育委員の仕事だから」

　大道具さえ片付けてしまえば、もう真吾たちの出番はない

「それより、世界の危機の波動は？」

「はい、キレイさっぱり、消えています」

　どうやら、真吾たちは世界を救うことに成功したようだ。結局、どんな危機が訪れるのかはわからずじまいだったが、まあいいだろう。それより……。

「それにしても……、まいったなぁ」

「はい？」

　真吾はガックリうなだれた。

「まさか穂香が、清美のことを好きだったなんてさ」

「ええっ!?」

　穂香の声が裏返った。

「ち、違いますよ！」

「違う？」

「そ、そうです、あれは、誤解なんです！」

「誤解？　でも……」

　穂香はしどろもどろになりながら、なにかを訴える。

「で、ですから、あれは清美さんとキスをしたかったわけではなくて、だから、清美さんを好きなわけでもなくて……」

「なくて？」

　焦(じ)れたように、不満げに頰(ほお)を膨らませて、なぜか真吾を睨みつけてくる。

「なんでここまで言って、気づいてくれないんですか！」

「へっ？　なに？　なにが？」

「だから……」

　穂香は大きく息を吸い込んで、言い切った。

「キスをしたかったのは、真吾くんとなんです！」

「…………」

　はい？

「私が好きなのは、真吾くんなんです……」

　最初の勢いが噓(うそ)のように、言葉尻がしぼんでいく。

　真吾は信じられない思いで、顔を真っ赤にしてうつむく穂香を見た。

　穂香が、自分を、好きだって？

　自分と、キスを、したいって？

　真吾は呆(あつ)気(け)にとられ、ついで、顔が真っ赤になる。

「え……？　う、ウソ、だよね？」

「本当です！」

　真吾は固まった。

　こういうとき、どうすればいいのか、まったくわからなかった。

「おい、ちょっと待て」

　いきなり、リーナが割って入ってくる。

「貴様もキヨミと同じか」

　苛立ったように、穂香を睨みつける。

「もう一度言うぞ？　こいつはわたくしのものだ。おまえやキヨミにはやらんからな」

「待て！　俺は物かよ!?　それに、さっきから聞いてれば、俺はいつからおまえの物になった!?」

「うるさい！　だいたい、貴様が一番悪いのだ！　誰にでもいい顔をして！　愛想を振りまいて！　だからキヨミやホノカが騙(だま)されるのだ！」

「誰が騙したって言うんだよ！」

「やかましい！　貴様はわたくしだけにいい顔をしていればいいのだ！　わたくしだけに愛想を振りまいていればいいのだ！　他の女に、優しくしたりする必要もない！」

「り、リーナさん……」

　穂香が、おそるおそる尋(たず)ねる。

「それって、まさか、真吾くんのこと……」

　リーナの顔がボッと赤くなった。

「えっ？　えっ？　な、なんで赤くなるんだよ？」

「……貴様は、どこまで鈍(どん)感(かん)なんだ！」

「はいっ？」

「わたくしがこんなに、こんなに、貴様のことを……」

　そこまで言われて、ようやくわかった。

「えっ!?　ウソっ!?　ちょ、えっ!?」

　混乱にますますの拍(はく)車(しや)がかかる。

「真吾くん！」

「は、はい！」

「私の告白、受け入れてくれますか？」

「え……」

「シンゴ！」

「は、はいっ!?」

「シンゴは、わたくしのものだよな？」

「え、えっと……」

　これは、その……、どうすればいいのだろう。

　互いを牽制し合いながら、ジリジリと詰め寄ってくる二人に、真吾は逃げ腰になった。

　おかしい。こんな可愛い子たちに告白されたら嬉しいはずなのに。

　なんで自分は、猛獣に追いつめられた小動物みたいに怯(おび)えているんだ？

　そこへ、なにかを手にした清美がやってくる。

　助かったとは思えなかった。どう考えても、新たな火種の登場である。

　だが清美は、何も言ってこなかった。穂香とリーナを横目に見ながらも、何事もなかったかのように、あるものを差し出した。

「……なに？」

「……お菓子」

　見れば、ハートや星形をしたクッキーが、ハンカチに包まれている。

　体育委員では毎年、体育祭の後に、放送部や教職員たちに、感謝とお礼を込めてお菓子を作って配っているのだという。

　そこで、今回は清美が調理を担当し、配って歩いているのだ。

　この場を逃れるためならばと、真吾はそのクッキーを受け取って、口の中へ放り込んだ。

　穂香とリーナが「あっ」と声を上げるが、意外なことに、なんともなかった。

「お、おいしい……」

「ええっ!?」と、さすがに声には出さなかったが、二人とも驚いている。

「ホントだって。ほら、食べてみなよ」

　促(うなが)されるがままに、穂香とリーナはクッキーを受け取った。見た感じ、匂いも形もまともそうだった。

　二人はおそるおそるかじってみた。そして、すぐに目を丸くした。

「うわぁ……」

「ほ、本当に、おいしいぞ……！」

　それは、ほどよく甘くて、ほどよく香ばしかった。素直に「おいしい」と言える出来だった。

　これにはリーナも感心せざるを得なかった。

「や、やるな、キヨミ。まさか、これほどまでに上達が早いとは……」

　だが、リーナは最後まで言い切れなかった。

　リーナは倒れた。

　次いで、真吾も、穂香も倒れた。

　そんな三人を見て、清美は頰に手をあて、嬉しそうに微笑んだ。

「……気絶するほど、喜んでくれるなんて……」

「ち、ちが……」

　否定しようとしたが果たせず、真吾は気を失った。







　片付けが行われているグラウンドの片隅で、武石理沙と梓川柚子は顔をつきあわせていた。

「ふふん、どう？　やっぱり私の勝ちみたいね」

「冗(じよう)談(だん)じゃありません。真吾くんたちの力を使うなんて反則です」

「オクターヴァ人を呼び寄せたあんたに言われたくないわよ！」

「あなたが先に反則したからでしょう!?」

「しかたないじゃない！　あいつらはもう特殊能力を持ってたんだから！」

　二人の言い争いは、平行線のままだった。

「……負けず嫌いめ」

「あなたこそ」

「ええい！　いいかげん負けを認めなさいよ！」

「だから、この勝負は無効だって言ってるでしょう!?」

「あ、あのぅ……」

　二人の剣(けん)幕(まく)に怯えながら、一人の女子生徒が近づいてきた。

「こ、これ、お礼のクッキーです。体育委員会で焼いたんです。よかったら、どうぞ」

　二人は顔を見合わせ、「ふんっ」と顔を背けた後、無(む)造(ぞう)作(さ)にクッキーを摑んで、口の中に入れた。

　そして、バッタリと倒れた。







　その日、県ヶ丘高校の多くの教職員や体育委員が一時的に倒れ、ここ三日間ほどの記憶を失うという事件が起こった。記憶を失った者は全員、体育祭後に配られたお菓子を口にしていることが判明した。

　その中には当然、宮田真吾に住吉穂香、そしてリーナも含まれているのだった。







ドキッ☆陰(いん)謀(ぼう)だらけの大運動会！　完
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　電話が鳴っていた。

　それも、ボックスタイプの公衆電話が鳴っていた。




　すべてが真(ま)っ白(しろ)に染(そ)まった世界で、住(すみ)吉(よし)穂香(ほのか)は気持ちを落ち着けるために、一つ息を吐(は)いた。

　また、神様から世界を救えと指令が下るのだろうか。

　出たくないような気もするが、出ないわけにはいかなかった。なにしろ自分たちは、神様に任命された、世界を救うための「選ばれし者たち」なのだから。

　穂香はボックスの中に入って、もう一度だけ呼吸を整えるように息をついて、受話器を取り上げた。

「……もしもし？」

「やあ、穂香ちゃん。元気ぃ？」

　脱力したくなるような陽気な声が聞こえてくる。間違いない。いつもの神様だ。

「いやあ、穂香ちゃんはいい子だねぇ。どっかの誰(だれ)かと違って、素(す)直(なお)に電話に出てくれて。私は嬉(うれ)しいよ」

　よくわからない感激をされて戸(と)惑(まど)いつつ、穂香は身(み)構(がま)えた。

「やっぱり今回も、世界の危機ですか？」

「んにゃ、ちょっと違う。まぁ、違わないとも言えないけど」

　珍(めずら)しく、曖(あい)昧(まい)な言葉である。

「ところで穂香ちゃん」

「はい」

「あんた、宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)のことが好きでしょ？」

「ええ、そうで……って、はぃぃ!?」

　いきなりのことに、声がひっくり返った。

「ふふん、やっぱりね」

「やっぱりって、あの、その、私は……！」

「ごまかさなくてもいいのよ、私はなんでもお見通しなんだから。だけどねぇ、まずいわよぉ、穂香ちゃん」

「な、なにがですか？」

「男の子の、それも思(し)春(しゆん)期(き)ど真ん中でエロ盛りの男の子なんて、どんなきっかけで誰に傾(かたむ)くかわからないんだから。それこそ、ちょっとした誘(ゆう)惑(わく)でイチコロ、なんてこともありえるかもね」

「そんな、いくら真吾くんでも、そう簡単に……」

「簡単にイっちゃうのが男なのよ」

　確かに、隙(すき)あらば穂香たちを使ってエッチなことを考えたり実行に移したりしているし、まわりには可愛(かわい)い女の子たちがいて、しかも真吾に好意を持って積(せつ)極(きよく)的(てき)にアプローチをかけていたりしているが……。

「まあ、誘惑云(うん)々(ぬん)はともかく、他の女の子、特にリーナちゃん辺りに持っていかれるのはイヤでしょ？」

「それは、まぁ……」

「だったら頑(がん)張(ば)らなきゃ。持っていかれないためには、とにかく行動あるのみよ！」

　なんで神様ともあろう方が、一個人である穂香の恋を応援してくれるのか。

　よくわからないが、元からなにかしらの行動を起こそうと決めていた穂香は、改めて気合いを入れ直した。

　行動を起こすとはいうものの、やはりどこかで及(およ)び腰(ごし)になっているところもあったので、意外なところから背中を押されて、気が引(ひ)き締(し)まる思いだった。

「はい、ありがとうございます！　頑張ります！」

「お、いい返事だね。朗(ろう)報(ほう)を期待しているわよ」

　そこで、視界が歪(ゆが)み、真っ白な風景が崩(くず)れ始(はじ)めた。どうやら、用件はそれだけだったらしい。

　夢の世界が崩(ほう)壊(かい)し、穂香を現実の世界へと導いていく。







　目を覚ました穂香は早(さつ)速(そく)、行動に出た。

　電話で真吾に連絡を取る。

「もしもし？」

「あ、おはようございます、真吾くん」

「どうしたんだい？　こんなに朝早くから」

「えっと……」

　言いかけて、穂香は困った。

　電話をしたはいいが、なにをどうすればいいのか、まるで考えていなかったのだ。

「その……、ちょっと、遊びに出かけませんか？」

　直(ちよく)截(せつ)すぎではないかとヒヤリとしたが、真吾は特に突っ込んでこなかった。その代わり「あー……」と言いにくそうにして、答えた。

「その、ごめん。今日はちょっと用事があるんだ」

「あ、そ、そうなんですか？」

「うん。だから、また今度、で、いいかな？」

「はい、いえ、そうですか。では、また今度ということで……」

「ご、ごめんね」

「い、いえ、いいんです、別に、はい」

　二人して妙にしどろもどろになる。

「と、ところで、どうして急に？」

「え？　そ、その、ふと、そういう気分になったんで」

「へ、へぇ、そっか、穂香もなんだ」

「は、はい、そうなんです。でも、都(つ)合(ごう)が悪いんじゃしかたないですね。また次の機会に……」

「うん、そのときには必ず」

　挨(あい)拶(さつ)をして、電話を切る。

　穂香は携(けい)帯(たい)のディスプレイをしばらく眺(なが)めていた。

　……穂香、「も」？

　胸の内がざわつく。

　なんとなく聞きそびれてしまったが、どういうことだろう。

　なんだか、イヤな予感がする……。

　穂香は急いで身(み)支(じ)度(たく)をととのえ、家を出た。







　穂香は躊(ちゆう)躇(ちよ)しつつも、神様から授(さず)かった「仲間を感知する能力」を使って、真吾の居場所を突き止めようとした。躊躇したのは、私的な理由でこの力を使いたくなかったからだった。

　一度、ふと思い立って、真吾の居場所を探(さぐ)ったことがある。しかし、すぐにその行為が、ストーカーまがいの危険なものだと気づいた。なにも考えていなかった浅はかさと罪(ざい)悪(あく)感(かん)から、必要に迫(せま)られたとき以外は、力を使わないようにしてきた。

「でも、いまは、必要に迫られてますよね」

　自分を納(なつ)得(とく)させるように呟(つぶや)いて、穂香は真吾の居場所を探った。

　真吾の波(は)動(どう)をたどってゆくと、駅前に出る。真吾は駅前の広場の、待ち合わせによく使われる時計台の前にいた。

　自分だと悟られないように、チューリップハットを目(ま)深(ぶか)にかぶり、サングラスをかけて、穂香は距離を取りつつ真吾の後ろへ回り込み、それとなく様子を窺(うかが)った。

　時計台の前にいるということは、誰かと待ち合わせをしているのだろうか。となれば、友人の楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)あたりと出かけるのかもしれない。

　だが、それにしては、真吾の様子が落ち着かないのはどうしてだろう。

　時間を気にしているそぶりはない。待ち合わせの相手が遅れているわけではないようだ。

　となると、真吾が落ち着かないのは、待ち合わせの相手か、これから行く場所に原因があるのだろう。

　イヤな予感が、ますますつのっていく。

　あの様子だと、きっと相手は楢川大輝ではない。親友との待ち合わせで落ち着かなくなるなど、聞いたことがない。

　もちろん、深(しん)刻(こく)な話をする場合などはその限りではないが、不安そうにしているわけでもないのだ。

　いったい、真吾は誰と待ち合わせをしているのか。

　答えはすぐに明らかになった。

　真吾の前に姿を現したのは、リーナだった。真吾と婚約関係にある、異世界の王女だった。

　今日のリーナは、いつもの機(き)動(どう)性(せい)を重視したＴシャツにパーカー、ハーフパンツ姿ではなく、淡(あわ)いピンク色のドレスを着ていた。しかも、レースのヒラヒラをふんだんに用い、これまたごてごてと至るところにリボンが施(ほどこ)されたドレスだ。

　頭にもでっかいリボンを載(の)せ、しっかりと編(あ)み込(こ)まれた髪にも大小様々なリボンがちりばめられている。

　肩からはハート形のポシェットが提(さ)げられ、右手には白い日(ひ)傘(がさ)らしきものが握(にぎ)られており、いい意味でも悪い意味でも目を奪(うば)われてしまう格好だ。実際、周辺を歩く人々の視(し)線(せん)は、老(ろう)若(にやく)男(なん)女(によ)問わず、リーナに釘(くぎ)付(づ)けになっている。

　リーナも、周囲からの視線に気づいているのか、どこかぎこちない素(そ)振(ぶ)りで、口を開いた。

「ま、待たせたな」

「あ、ああ……」

　悪目立ちしているとはいえ、そのドレス姿はリーナによく似合っていた。ちゃんと着こなしているのは、本物の王女様だからだろうか。女の穂香でさえ羨(うらや)む可愛さである。

　ならば、男の真吾はどうだろう。すっかり見とれてしまっているのか。

　という危(き)惧(ぐ)は、杞(き)憂(ゆう)に終わった。

　確かに真吾は、リーナの姿に言葉がないようだったが、すぐに笑顔になって、口を開いた。

「久しぶりだな、その格好」

　久しぶり……？

　真吾の言葉に、穂香は首を捻(ひね)った。

　穂香はリーナのこの姿を見たことがない。ということは、二人きりで行ったという遊園地に、この格好をしてきたのだろうか。

　そのときの真吾の反応が気になった。照れくさくて素直に褒(ほ)めるようなことはしなかっただろうが、どう思ったのかが知りたかった。

　穂香のもどかしさをよそに、二人は会話を続けていく。

「覚えていたか」

「その格好を忘れろっていう方が難しいぞ？　それに……」

「それに？」

「ん、あー、そういう格好、リーナはけっこう似合うからさ」

　リーナの顔が真(ま)っ赤(か)になった。その姿を隠(かく)すように、いきなり傘を開いて、真吾の視線を遮(さえぎ)る。

「な、なにを唐(とう)突(とつ)に言うのだ、貴(き)様(さま)は！」

「リーナこそいきなり傘開くなよ！　危ないだろ！」

　傘の先が、真吾の眼前十数センチのところにあった。

「す、すまん……」

　意外にあっさり謝って、リーナは傘を閉じた。まだうっすらと頰(ほお)が赤かったが、真吾は気づかないようだった。

「貴様に褒められるなど、めったになかったから驚いただけだ」

「そんなに褒めてなかったっけ？」

「なにかとケンカはふっかけてきてたがな」

「あー、それは、なんていうか、照れ隠しというか……」

「照れ……？　なんだって？」

「いや、なんでもない、そろそろ行こうか」

「う、うむ……」

　納得のいかない顔だったが、リーナは素直に従った。傘を左手に持ち替え、真吾の左(ひだり)隣(どなり)に並ぶ。その自然な動作に、手を繋(つな)ぎ出(だ)すのではないかと穂香は危ぶんだが、さすがにそれはなかった。

　しかし……。

　穂香は唇(くちびる)を嚙(か)んだ。

　なんなのだろう、この甘(あま)酸(ず)っぱくてこそばゆい雰(ふん)囲(い)気(き)は。

　自分は、真吾とこういう雰囲気になったことがないような気がする。

　妙(みよう)に悔(くや)しくて、ショックで、穂香は二人の後を追った。

　いったい、どうしてこの二人はデートのようなマネをしているのか。これでは本当に、恋人同士の休日ではないか。

「そうか、そういうことなんだ……」

　穂香は一人、呟いた。

「二人が仲良くなって、結婚なんてしたら、こちらの世界が滅(ほろ)んでしまう。それだけは絶対に阻(そ)止(し)しなくちゃいけないんです。けっして、やましい気持ちとか嫉(しつ)妬(と)で後をつけてるわけじゃないんです。これはその……、そう、世界を守るためにしかたなくなんです！　だから神様は、わざわざ私に忠告して、応援してくれたんです！　そうです、そうに違いないです！　だから私が二人を監(かん)視(し)するのも、世界を守るためなんです！」

　自分で自分に言い訳をしていることに気づかないふりをして、穂香は自分を納得させた。しかし、一人きりでは少し心(こころ)許(もと)ない。

　穂香は援(えん)軍(ぐん)を要(よう)請(せい)することにした。




２




　真吾とリーナが最初に向かったのは駅前のゲームセンターだった。二人でクレーンゲームの景品を物(ぶつ)色(しよく)しているのを、穂香は反対側の筐(きよう)体(たい)の陰(かげ)から覗(のぞ)き見(み)していた。

「なんか欲しいものあるか？」

「そうだな、これが気になる」

「げっ!?　『バーサーカー』の主人公、ゲッツのフィギュアかよ！　こんな筋肉隆(りゆう)々(りゆう)の男のフィギュア、どこがいいんだ？」

「少し、お父様に似ているのでな」

「似てる、のか？　って、まさか、地球土産(みやげ)にする気か？」

「ちょうどいい機会だからな」

　リーナがそれでいいならと、真吾は果(か)敢(かん)にも挑戦する。

　結果は、惨(ざん)敗(ぱい)だった。一○○○円ほどつぎ込んだにもかかわらず、フィギュアの入った箱はびくともせず、結局、隣の筐体の、触れさえすれば勝手に崩れて落ちてくる親指サイズのぬいぐるみ型キーホルダーを一つゲットするにとどまった。

「ごめんな、こんなのしか取れなくて」

「いや、わたくしがムリを言ったのだ。気にするな。それに……」

　取ってもらったキーホルダーを指先で揺(ゆ)らしながら、リーナは微笑(ほほえ)む。

「これも、悪くはない。ありがとう、シンゴ」

「え？　あ、ああ、どういたしまして」

　二人でぎこちなく、照れ笑いを浮かべる。

　その様子を盗み見ながら、穂香は唸(うな)った。

　自分は、真吾からなにかをプレゼントされたことなどない。羨ましさに、胸の内にモヤモヤしたものがわだかまっていく。

　そしてなによりも、リーナの素直な反応が気にかかる。

　特に真吾に対して、すんなりと「ありがとう」などという言葉が出てくる性格ではなかったはずだ。これまでなら、「ふん、貴様の普段からの行いからすれば、この程度の貢(みつ)ぎ物(もの)は当然だな」とふんぞり返るのだが、それが多少のムリは感じさせながらも、感謝の言葉を口にしているのだ。

　この進展は、仲良くするという意味では喜ばしいことだが、二人きりというシチュエーションと、互いを意識した状況では、穂香にとっては歓(かん)迎(げい)できるものではなかった。

　と。

「うにゃあ、ホノカさんなのですぅ！」

　いきなり、誰かが背後から抱きついてきた。

　悲鳴を上げそうになりながら振り返ると、そこには援軍として呼び出した美(み)也(や)と清(せい)内(ない)路(じ)清(きよ)美(み)が立っていた。

「ホノカさぁん、なんのようじなのですかぁ？　シンゴさまとあそぶのですかぁ？」

　まだまだ幼い美也は、やはりよく理解できていないようだ。

　対して清美は、素早く現状を把(は)握(あく)したようだ。

　リーナは、真吾に取ってもらったキーホルダーをポシェットに付けていた。嬉しいのか、他の筐体を覗き込んでいる間も、ずっと指先でいじって遊んでいる。

「……なるほど、これは危険」

　キラリと、物(ぶつ)騒(そう)に目を光らせる。

「……すぐに、二人を引き離す必要がある」

「そうなんです。あ、で、でも、勘(かん)違(ちが)いしないでくださいね。真吾くんとリーナさんがくっついたら、世界が滅んでしまうからですよ？　別に、嫉妬とか、そういうんじゃないですからね、念のため！」

「……ホントに？」

「……ホント、です」

「……そう。……でも、私は世界は滅んでもかまわない」

「えっ？」

「……けど、真吾くんだけは渡さない」

　取(と)り繕(つくろ)う自分が情けなくなるくらいに、清美の想いは真(ま)っ直(す)ぐだった。

「うにゃぁ！　せかいをまもるのですね!?　ミヤもがんばるのですぅ！」

「あ！　で、でも、あんまりあからさまだと、私たちの心(しん)証(しよう)も悪くなっちゃいますよ？」

　いまにも二人の間に割り込んでいきそうな清美と美也を引き止める。

「……じゃあ、どうするの？」

「目立たず、騒がず、やんわりと邪(じや)魔(ま)をしましょう」

　ところが、穂香たちは目立ち、騒がれていた。

　なにしろネコミミをはやした女の子と、巫(み)女(こ)服(ふく)を着た女の子が並んでいるのだ。目立たない方がおかしい。道行く人たちが足を止めて、こちらに見入っている。

「あれ？　なにかのイベント？」

「巫女服の子、可愛いね」

「『バルサミコ酢～』とか言ってくれたら、ここに一万つぎ込んでもいい！」

「いや、隣のネコミミの子も萌(も)えるぞ」

「『遊んでいってくださいなのです、にぱー☆』とか言われたら、天が裂(さ)け地が割れようとも、俺(おれ)は行くぞ！」

　ゲームセンターという場所柄、まだ大騒ぎにはなっていないが、このままでは真吾たちに見つかってしまう。それに、この二人の前では自分の存在感が薄(うす)くなっていることを思い知らされてしまった。なんだか癪(しやく)である。

　幸いにも、真吾たちは奥の方へ向かっていた。まだ当分の間はここにいそうだ。

　穂香は清美と美也を連れ出し、近くの洋品店へと向かった。

　この洋品店は、一○○○円以下の衣料品を売りにしたディスカウントストアである。そこで美也に耳を隠すための帽(ぼう)子(し)を、清美にはキャミソールとワンピースを買ってゲームセンターへ引き返し、そのトイレで着替えさせた。清美の巫女服は、やはり洋品店で買ったバッグに詰め込んで、準備を整える。

「これで、だいじょうぶですね」

「……なんだか、おちつかない」

「そこは……、我(が)慢(まん)してください」

　普段から巫女服をきちんと着こなしている清美にしてみれば、ワンピースは違(い)和(わ)感(かん)があるのだろう。穂香にしても、似合う似合わないを度(ど)外(がい)視(し)して買ったのだ。じっくり選びたかったという悔(く)いは残っている。

　しかし、素早い行動が実を結び、穂香たちがトイレから出ると、ちょうど真吾たちはゲームセンターを出るところだった。注目を浴びることもなくなったため、堂々と尾(び)行(こう)をすることにした。







　真吾たちが向かったのは、ペットショップだった。広々とした店内では、消(しよう)耗(もう)品(ひん)や日用品の他にも、多くの生き物を扱っている。

　犬や猫はもちろん、インコや文鳥、ウサギにハムスター、金魚に熱帯魚などが、ずらりと陳(ちん)列(れつ)されている。

　これにリーナは思いきり食いついていた。

「シンゴ、この犬はなんという種類なのだ!?　可愛いくせにかっこいいぞ！」

「えっと、ベルジアン・シェパード・ドッグ・グローネンダール？　シェパードの仲間か？」

「こっちの高(こう)貴(き)な雰囲気の猫は!?」

「なになに？　ノルウェージャンフォレストキャット？　確かに面(つら)構(がま)えはふてぶてしいな。誰かにそっくりだ」

「さすがだな。名前からしてわたくしにそっくりだ」

　と、ケージにしがみつくようにして見入り、

「シンゴ、この鳥は!?」

「これはさすがにわかるな。セキセイインコだ」

「こっちの思わず食べたくなりそうな鳥は!?」

「食べるな。周りの人たちがギョッとしてるだろ。それは文(ぶん)鳥(ちよう)だ」

「おお、鳴いてるぞ。チチチ、チチチチチチ」

　と、一(いつ)緒(しよ)にさえずるマネをして見せ、

「シンゴ、この魚は!?」

「これは金魚……って、朱(しゆ)文(ぶん)金(きん)？　和(わ)唐(とう)内(ない)？　蘭(らん)鋳(ちゆう)？　鷲(が)頭(とう)紅(こう)？　頂(ちよう)天(てん)花(はな)房(ふさ)？　珍(ちん)珠(しゆ)鱗(りん)？　き、金魚ってこんなに種類があるのか……」

「こっちの可愛くてキレイなのは!?」

「グッピーだな。昔、学校で飼ってたけど……」

「い、いまはどうしたのだ!?」

「いや、小学校の頃の話だし……」

「そ、そうか……」

　と、残念がりながらも、水(すい)槽(そう)の中をトロンとした目で延々と眺めていた。

「おっ、こっちはチンチラか。確か猫の種類だったが……？」

「残念、こいつは齧(げつ)歯(し)類(るい)、ネズミの一種かな？　猫じゃないみたいだぜ？」

「そ、そうか……。って、おい、なんだそのにやけた顔は！　そんなにわたくしの無知が楽しいか!?」

「ま、待て！　誰も笑ってなんかいないだろ！　落ち着け！」

　しかし、そんなチンチラについ惹(ひ)きつけられてしまったのか、ケージに指を突っ込み、店員さんに怒られて悲しそうな顔をするに至っては、真吾も苦笑するしかないようだった。

　穂香もついつられて笑ってしまったが、すぐにそれどころではないと気を引き締めた。

　真吾たちは、店の奥にある触れあいコーナーに足を運んでいた。ここでは何匹かの犬と直(じか)に触れあうことができるらしい。リーナは目を輝かせて真吾を引っ張っていった。

　まずいことに、触れあいコーナーは専用の一室になっている。穂香たちが中へ入ったら、一発でばれてしまうだろう。邪魔をしようにも、そこへ入られたら手出しができなくなってしまうのだ。

　穂香はいい案はないかと清美と美也を見た。

　しかし、清美は真吾たちを気にしつつも、動物たちも捨てがたいようで、視線があちこちをさまよっており、美也に至っては野性の本能がうずくのか、目を爛(らん)々(らん)と輝かせて、いまにもケージに手を突っ込んで鳥を狩ってしまいそうな雰囲気である。真吾たちから目は離せなかったが、美也にも注意を払わなければならなかった。

　美也を呼んだのは失敗だったか……。

　いや、と穂香は首を振った。

　そうだ。

　ここはペットショップで、美也はネコの姿になることができる。これを使わない手はない。

「美也さん」

「うにゃ？」

「真吾くんたちと、遊びたいですか？」

「もちろんなのですぅ！」

「では、おもいきり遊んできてください。犬さんたちも、美也さんが元気に遊んでいるのを見れば、きっと遊んでくれますよ」

「ほんとうなのですか!?」

「ええ、ですから、ネコの姿になってください」

「なるのです！」

　期待に目をキラキラさせる美也に胸が痛まないでもないが、楽しんでくれることを祈りつつ、穂香は店の隅(すみ)で美也に猫の姿に戻ってもらい、着ていた服で隠しながら運び、そっと触れあいコーナーの扉(とびら)を開け、美也を中へ放った。

　すると。

　美也は早速、大暴れを始めたようだ。

　最初は、店員の「どうして猫がここに!?」「早く捕まえて！」という声だけだった。そこに犬たちの吠(ほ)える声が重なり、それにつられた客の動(どう)揺(よう)が加わる。やがて子供たちが泣き出すに至って、触れあいコーナーは完全なパニックに陥(おちい)っていた。

「え、えっと……」

　穂香は焦(あせ)った。店員が美也を捕まえるまで触れあいコーナーは中止。そのくらいのことを考えていたのだが、まさかこんな騒ぎになるとは思わなかった。

　ところが、さらに騒ぎは大きくなっていった。

　暴れた犬から逃げ出そうと、一組の親子が触れあいコーナーから出てきた。その後を追うように、何人かがまとめて出てくる。当然、扉は開け放たれたままだ。

　そこから、興(こう)奮(ふん)した犬までが、全速力で駆(か)け出(だ)してきたのだ。

　こうなると、店内は大混乱である。

　犬を捕まえようとする店員と、泣き叫ぶ子供と、わけもわからず興奮して走り回る犬と、騒ぎに触発されて喚(わ)き出(だ)す鳥たち。

　よく見れば、美也は駆け回る犬の背中に張り付いている。途中で放り出され、ハムスターのケージにぶつかり、ケージをひっくり返す。びっくりしたハムスターは開いた扉から逃げ出し、慌(あわ)てふためく人々の足下を駆け回る。店員は、ハムスターを踏(ふ)みつけないように注意しながらも被害の拡大を防ごうと奮(ふん)闘(とう)するあまり、阿(あ)波(わ)踊(おど)りのような珍(ちん)妙(みよう)なステップを踏みながらフロアを右(う)往(おう)左(さ)往(おう)していた。

　けたたましい動物の声、黄色い子供の泣き声、大人たちの怒(ど)号(ごう)。

　穂香は騒ぎの渦(か)中(ちゆう)にありながら呆(ぼう)然(ぜん)と立(た)ち尽(つ)くしていた。

　まずい。これはなんというか、想定外だ。

　騒ぎの原因は、美也をけしかけた自分にある。どうにか混乱を収めたいが、どう手を付ければいいのかがわからない。

　そこへ、触れあいコーナーから真吾とリーナが顔を出した。こういうときだけ体は素早く反応し、穂香は物陰へと隠れた。

　酷(ひど)い惨(さん)状(じよう)に、真吾は腰が引けている。リーナも目を見張っていたが、やがて一つ咳(せき)払(ばら)いをすると、大きく息を吸い込んだ。

「静まれ！」

　リーナの一(いつ)喝(かつ)が、店内に響(ひび)き渡(わた)る。

　胸の奥にズン、と突き刺さるような一声に、動(どう)転(てん)していた人間や動物たちはピタリと動きを止めた。

　そうしなければならないかのように。

　そうすることが当然のように、リーナの一声で、店内は本当に静まりかえった。

　穂香は唖(あ)然(ぜん)としつつも、感心せざるをえなかった。

　これが人の上に立つ者の力なのか、と。これが、王女としての威(い)厳(げん)なのか、と。

　犬の中には、完全に伏せって指示待ちの態(たい)勢(せい)に入っているものまでいた。人(じん)語(ご)を解(かい)したわけではないだろうが、リーナの声が、見えない力となって動物たちを制しているのは確かなようだった。

　もっとも、動物たちにしてみれば、指示に従わなければ自分の身に危険が迫るのだということを、本能で感じとったのかもしれない。そうしたオーラを、リーナから感じとったのだろう。どちらにせよ、リーナは完全に、その場を支配する女王として君(くん)臨(りん)していた。

　たった一言で、誰もが跪(ひざまず)き、誰もが畏(い)敬(けい)の念を抱いてリーナを見上げている。

　穂香の足下では、美也が猫の姿のまま、ビックリ眼(まなこ)でひっくり返っていた。もともとリーナを苦手としていた美也なだけに、この一喝はそうとう、堪(こた)えたようだ。

　リーナは腕を振って、それぞれのケージに戻るよう促(うなが)す。すると、動物たちは自らの足で、各々のケージに戻っていった。

　呆(あつ)気(け)にとられていた店員たちも、慌てて行動を始める。

「……凄(すご)いな」

　感心する真吾に、リーナは素(そ)っ気(け)なく答えた。

「わたくしの世界は男女問わず荒くれ者ばかりだからな。一声で押さえつけるだけの力がなくてはやっていけん」

「猛(もう)獣(じゆう)使(つか)いにでもなったらどうだ？」

「猛獣というところにひっかかるが、動物の調(ちよう)教(きよう)はやってみたいな」

　意外な言葉に、真吾だけでなく、穂香も驚いた。

「もちろん、こんな一方的に服(ふく)従(じゆう)させるような調教ではないぞ？　お互いに信頼関係を築(きず)いた上での調教だ。楽しそうだと思うのだが……、どうした？」

　驚きが表情に出ていたのをみとがめられたらしい。リーナはふくれっ面になって真吾を睨(にら)んだ。

「なにか、おかしいか？」

「いや、リーナにも、そういう夢とか、やりたいことがあるんだなって思って」

「似合わないとでもいいたいのか？」

「そうつっかかるなよ。リーナはお姫様なんだろ？　もう、絶対にそっち方面でやっていくものとばかり思ってたからさ」

「将来は女王として国をまとめていくのは間違いない。だからといって、女王が動物の調教をしてはいけないということはあるまい？」

「そう、だな」

「わたくしにだって、他にやりたいことはあるし、別な将来を夢に見るようなこともある」

　それは、意外な事実だった。驚くのと同時に、やっぱりリーナにも、普通の女の子らしいところもあるんだなと、妙に感動した。

「オクターヴァにも動物はいるのか？」

「いるぞ。口から火を吐いたり、いかずちを降らせたりする奴(やつ)らがな」

　それは確かに、調教が必要かもしれない。

「だが、こちらほど可愛い動物がいないのだ。ぜひとも、犬や猫を持ち帰って繁(はん)殖(しよく)させたいのだが……、どうした？　そんなに変か？」

「だからどうして悪い方に捉(とら)えるんだよ。俺はただ、感心してるだけだって」

「感心だと？」

　訝(いぶか)しむように、目を細める。

「俺なんか、もう進路を決めてかなきゃならない時期なのに、進学か就職かさえ決まってないんだ。やりたいことも特にない。なのにリーナは、国のトップとしてやっていくことが決まっているにもかかわらず、それだけで満足しないで、やりたいことを他に見つけていくだろ？　ホント、偉いよ」

「……貴様に褒められると、気持ちが悪いな」

　と言いつつも、まんざらでもないようだ。ふてくされたようにそっぽを向くが、口元が緩(ゆる)んでいるのがわかる。

　穂香はため息を吐(つ)いた。

　ペットショップデートは邪魔することに成功した。……はずだった。

　しかし、二人の雰囲気が、さらによくなってしまったような気がする。

　残念ながら、これは完全に失敗だった。







　次に二人が向かったのは、アイスクリームショップだった。

「44(フオーテイーフオー)アイスクリーム」という、全国にチェーン展開するお店で、名前の通り、四四種類のアイスが楽しめるのだ。

　中でも人気なのが、「44ソニック」というミックスアイスで、四四種類すべてのアイスを一つの器(うつわ)にまとめて突っ込んだキングサイズの商品である。

　当然、一人で食べきることは困(こん)難(なん)だ。だから、友達同士、またはカップルでつつきあうのが最適なアイスなのだ。

　そのことを知ってか知らずか、リーナは「44ソニック」を注文し、金(きん)魚(ぎよ)鉢(ばち)のような器に溢(あふ)れんばかりに盛りつけられたアイスを目にして、ポカンと口を開いていた。真吾も絶(ぜつ)句(く)しているところを見ると、二人とも、この巨大さは予想外だったらしい。

「こ、こんなに大きいのか！」

「知らないで頼んだのかよ！」

「わたくしが知るわけないだろう！」

「自信満々に頼んでれば、これが目的だって思うじゃないか！」

「と、トランクィロ様が、この店のこの商品がおいしいと勧(すす)めてくださったのだ！」

　トランクィロとは、リーナの世界の神様である。

　穂香は衝(しよう)撃(げき)を受けた。

　神様が勧めたということは、このデートはリーナから誘(さそ)ったということだ。

　それが、このデート自体が神様の主導によるものなのか、リーナがデートスポットを聞いただけなのかによって意味が変わってくるが、後者だとすれば、リーナは積極的に真吾との仲を深めようとしていることになる。

　まずいことになってきたな、と穂香は焦った。

　先を越されたことに、焦(しよう)燥(そう)感(かん)を覚える。

　とはいえ、うかつに邪魔をするわけにもいかない。店内はテーブル席がいくつか用意され、そこそこ広いとはいえ、あまりじろじろ見ていては気づかれる恐れがある。

　せっかくなので、穂香たちも「44ソニック」を注文してみた。巨大なアイスの出現に、美也は歓声を上げて喜び、清美はスプーンを手に準備万(ばん)端(たん)だ。

　穂香も、圧倒されつつアイスに手を伸ばした。口に含むと、様々な味が舌(した)の上を転がっては通り過ぎていく。口の中いっぱいに無限の広がりを見せるかのような味わいは、まさにほっぺたが落ちそうなおいしさだった。

　女の子同士の来客が多いから、穂香たちのように、グループでアイスをつつきあっているのは珍しくない。ただ、真吾とリーナのように、カップルで来ているのはまだ少ないのだ。予想外だったらしい巨大アイスを前に、二人はどうしているのか。

　穂香は行(ぎよう)儀(ぎ)が悪いと知りつつも、帽子をさらに目深にかぶり、そっと様子を窺った。

　リーナは、ものすごい勢いでアイスを食べていた。

　スプーンから溢れるほどすくい取り、喉(のど)の奥が見えそうなほど大口を開けて頰張っている。その様子を、真吾は呆(あき)れたように見守っていた。

「相変わらずの食いっぷりだなぁ……。頭が痛くならないのか？」

「そんな軟(なん)弱(じやく)な頭はしていない」

「ちゃんと味わってるか？」

「おいしいからこそ、どんどん手が伸びてるのだ」

「それはよござんした」

　苦笑しつつ、真吾は控(ひか)えめにアイスを口に運ぶ。

　と、リーナの鼻の頭にアイスがくっついているのに気がついた。真吾はそれを、指先でひょいとぬぐってみせた。

「な、なんだ!?」

「いや、アイスが付いてたから……」

　そう言って、指先をなめる。

　穂香は悲鳴を上げそうになったが、リーナも同じ心境だったようだ。目を白黒させて、うろたえている。

「か、勝手なことをするな。びっくりするじゃないか」

「そんなにびっくりすることか？」

「びっくりというか、なんというか……」

　スプーンをくわえたまま、顔が真っ赤になっていく。そこで真吾も自分がどういう行為に及んだのか理解したらしい。二人して顔を赤くして、「ご、ごめん」「いや、別に……」と、気まずい雰囲気になる。

「無意識にそんなことをされるほど、わたくしは子供っぽいか？」

「そんなこと、誰も言ってないだろ。相手が穂香や清美だって、意識しなけりゃやってたかもしれないし」

「わ、私も!?」

　突然名前が出てきてビックリする。思わず声を上げてしまい、慌てて顔を伏せる。

　いや、しかし……。

　自分にもいつか、こんなチャンスが……。

「って、羨ましがってる場合じゃないです。あの雰囲気をどうにかしないと……」

「……任せて」

　清美が立ち上がった。真吾たちに見つからないかとヒヤリとしたが、二人はまわりを気にしている余(よ)裕(ゆう)がなかったらしい。すぐ脇(わき)を清美が通り抜けるのにも気がつかなかった。

　ホッとすると、清美がどうするのかが気になった。清美は店の奥の方に向かい、あるテーブルの前で立ち止まった。

　そこには、この店には不似合いのバカでかい声をしたごつい男と、ハデな化(け)粧(しよう)と店中に響く嬌(きよう)声(せい)が目立つ女が座っていた。

　二人は、怪(け)訝(げん)そうな顔を清美に向けた。男のほうは、浅黒い肌(はだ)に無(ぶ)精(しよう)髭(ひげ)を生やし、むき出しになった二の腕には、ドクロをイメージした入(い)れ墨(ずみ)を施している。とてもではないが、話しかけたい種類の男ではなかった。

　その男に、清美は話しかけるでもなく、じっと見つめていた。

　なにをしているんだろうと思ったが、清美が何事か呟くと、男はおもむろに頷(うなず)いて「44ソニック」の器を持ち、立ち上がった。

　女は男の急な行動に目を丸くしていたが、清美に声をかけられ、また見つめられると、こちらもやがてこっくりと頷いて、男の後を追う。

　どうやら、清美の持つ「誘惑の力」で二人を誘惑し、自分の言いなりにさせたらしい。

　いったい、それでどうするのか。

　二人はカウンターに赴(おもむ)き、並んでいる人たちを押しのけて、身を乗り出すようにして店員に迫った。

「おう、てめぇら、これはどうしてくれるんだ？」

「は？」

「こんないろんな味があったら、ゆっくり味わえねぇじゃねぇか！」

　一喝され、凄まれつつも、店員は事(じ)態(たい)が飲み込めない。穂香にもさっぱりわからない。

　だが、男が喚き散らす言葉から推測すると、どうやらいろんな味を詰め込みすぎてよくわからない、つまり、口に合わないと言いたいらしい。

「こんなもの客に食わせて、どういうつもりだ、あぁん!?」

　理(り)不(ふ)尽(じん)にもほどがある言いがかりである。

　しかし、理不尽だからこそ、店員は対応に困っていた。

　口に合わなければ、もう二度と食べなければいい。しかも「44ソニック」は店の主力であり人気商品だ。それに文(もん)句(く)をつけられても困る。

　店としては本(ほん)音(ね)をぶつけたいところだろうが、それではこの男がますますいきり立つのは目に見えている。なんとか穏(おん)便(びん)に済まそうと、やんわりとした調子でなだめようとするが、そんな態度が結局、男をさらに増長させることとなった。

　店長を呼べ、いや、社長だ！　おまえらごときじゃ話にならねぇ！　などと騒ぎ、カウンターに並んでいた客にも「そうだよなぁ？」と同意を求める。否(ひ)定(てい)も肯(こう)定(てい)もできない人たちは、曖昧な笑みを浮かべ、中にはそそくさと店を出て行く者もいた。

「き、清美さん。これはやりすぎじゃ……」

　真吾とリーナの雰囲気を邪魔するだけでよかったのだ。店の運営まで邪魔しては、さすがにまずい。

　店内でアイスを食べている人たちも、興(きよう)が削(そ)がれ、居(い)心(ごこ)地(ち)が悪くなっているのか、次々に席を立ってしまう。真吾も、顔をしかめてクレーマーの様子を窺っていた。

「どうする？　出ようか？」

　真吾がリーナに問いかける。そうしてもらえたら、穂香の方もありがたい。店には迷惑をかけてしまったが、結果的に作戦は成功する。

　ところが、リーナは頷かなかった。黙(だま)って席を立つと、真っ直ぐカウンターへと向かった。

「お、おい？」

　真吾は後を追う。穂香は身を乗り出して、二人の姿を追った。

　こちらからでは、リーナの表情は窺えない。だが、大(おお)股(また)に歩く姿から、店の雰囲気をぶち壊したクレーマーにぶち切れているのは明白だった。

「それくらいにしておけ」

　男の背後で、リーナは静かに呟く。

「なんだ、てめぇは」

　振り返る男の形(ぎよう)相(そう)は鬼のようだった。相当、頭に血が上っているらしい。だがリーナは臆(おく)することなく、もう一度呟いた。

「それくらいにしておけと言っているんだ」

「てめぇ、何様のつもりだ？　どんな筋合いで俺に意見するんだ？　ああんっ？」

「……ゲスが」

「なんだと!?」

「ここはおいしいアイスを食べる場所だ。貴様が腹を立てるのは勝手だが、この場にいる全員の楽しみを奪うような言動は慎(つつし)んでもらおうか」

「う、うるせぇ！」

　男は拳(こぶし)を握り締め、リーナに殴(なぐ)りかかった。だが、リーナは戦の民である。ケンカ程度のたしなみしかないような男とでは、力量の差がありすぎた。

　拳をあっさりとかわすと、リーナは男の懐(ふところ)に飛び込むと同時にその腕を摑(つか)み、体を反転させ、腰を思いきり跳(は)ね上(あ)げた。

　男の体が宙(ちゆう)に浮く。そこで、摑んだ腕を思いきり引っ張り、振り抜く。

　男の体は見事な弧(こ)を描(えが)き、背中から床にたたきつけられた。「ぐはっ」という呼吸音と共に、凄(すさ)まじい振動が店内を揺るがす。

　一瞬の、静(せい)寂(じやく)。男は気を失い、女は言葉もなく立ち尽くし、店員や客は呆気にとられて、リーナを見つめることしかできなかった。

「おい」

　リーナは女を睨みつけながら声をかける。

「こいつを連れて、さっさと出て行け」

　女はコクコクと頷いて、男を肩に担ぎ、引きずりながら大慌てで店を出て行った。

　リーナはそれを見届けると、店員に向き直った。

「すまんな、騒がせて」

「あ、い、いえ、とんでもない！」

　声をかけられた女の店員は、顔を真っ赤にして、大きく首を振った。

　にわかに、活気が戻る。

　やんやの喝(かつ)采(さい)が巻き起こり、店員からは感謝の言葉とクーポン券を大量に渡された。

　席に戻ってきたリーナに、真吾は訊(き)いてみた。

「あの技は、柔(じゆう)道(どう)の一本背負いか？」

「テレビで見たので、研究してマネしてみたのだ。ほとんど力を入れてないのに、面白いほど人の体が持ち上がるのだな」

「……さすがだよ」

「たいしたことではない。それに、わたくしはただ、うまいものをうまいままで食べたかっただけだ。あんな聞き苦しい声を聞かされていたのでは、せっかくのアイスが台無しだからな」

「そうじゃなくて、そう思っても、なかなか行動できないってことさ」

「褒めてくれているようだが、残念ながら美(び)談(だん)にはならんぞ？　結局は自分が楽しくおいしくアイスを食べたかっただけなんだ。そしてわたくしには、あの男をどうにかするだけの力がある。だから行動に移した。それだけのことだ」

　それだけとは言うが、勇気ある行動にはちがいない。

「でも、えらいよ。みんなリーナに感謝してるし」

　真吾の言葉に、歓声が応(こた)える。

　リーナはくすぐったそうに首をすくめてみせた。

「悪くはないが、ちょっと目立ちすぎたな」

　真吾は苦笑しつつ、どこか誇(ほこ)らしげな目を向けていた。

　こういうことができるリーナが自分の仲間なのだ。自慢に思えても、しかたがないのかもしれない。

「って、これ、全然ダメじゃないですか！　ちっとも邪魔になってないですよ！」

「……おかしい」

　清美は首を捻った。

「……こんなはずじゃ、なかったのに」

　どうやらまた、穂香たちの作戦は失敗したようだった。







　次に真吾たちが向かったのは映画館だった。

　最近は大作の上映が続いているので、映画館の前は賑(にぎ)わっていた。二人はどんな映画を観(み)るのかと見守っていると、どうやら『ミトコンドリアの恋』というラブロマンスにしたようだ。

　このセレクトは意外だった。まず、男の子が選ぶようなジャンルではないし、リーナが好む内容でもないような気がする。この二人の組み合わせなら、スリルとサスペンスの『八(やつ)墓(はか)村(むら)の爆弾岩』か、アクション大作の『カンフー・マッスル』あたりが無(ぶ)難(なん)だと思うのだが。

　詮(せん)索(さく)してもしかたがない。穂香はチケットを三枚買って、真吾たちの後を追った。

　席は、真吾たちから距離を置いた斜め後ろに取った。ここなら、振り返ってもそう簡単には見つからないし、真吾たちの行動を、表情まで窺うことができる。

　だが、闇(やみ)に乗じたささいな行動までは視認できない。映画がラブロマンスなだけに、こっそり手を繋いだりしても、穂香たちには見えないだろう。

「うにゃぁ、なんですか？　なにがはじまるのですか？」

　美也ははしゃぎながらも、映画がなんなのかよくわかっていないらしい。

「……また、お客さんを誘惑してみる？」

　という清美の提案に、穂香は首を振った。アイスショップの一件と同じような結果になりそうな予感がしたのだ。

　そうこうしているうちに、映画が始まった。

『ミトコンドリアの恋』は、遺(い)伝(でん)子(し)レベルで惹かれあう男女の、ナノレベルで愛し合う純愛物語である。遺伝学や医学的な台詞(せりふ)が続くこともあるため、内容は難(なん)解(かい)で、必ずしも万(ばん)人(にん)受(う)けする話ではない。

　実際、穂香のまわりでも居眠りをする人たちが続出し、清美と美也も早々に眠り込んでしまった。

　それは真吾も同じだったらしい。何度か危なっかしく頭が揺れていたが、やがて諦(あきら)めたかのように、眠りに落ちていった。

　問題は、揺れていた頭の落ち着いた場所が、リーナの肩であったということだ。

　リーナは自分の肩を枕(まくら)にする真吾に眉(まゆ)をひそめたが、しばらく寝顔を眺めているうちに心境の変化があったらしい。座席に深くもたれかかり、真吾の枕になることを決めたようだった。

「そ、それは、私が……！」

　代わりたかった。代われないまでも、真吾をたたき起こしたかった。しかし、穂香の両肩には、熟(じゆく)睡(すい)した清美と美也の頭がもたれかかっており、身動きがとれない。おまけに、映画はクライマックスにさしかかっていて、ここで席を移動するのはひんしゅくを買いそうだった。

　穂香は脱力して、スクリーンに目を向けた。

　みんなが寝落ちするのもムリはない。

　激(はげ)しいアクションがあるわけでも、ドキドキするような謎(なぞ)が解き明かされていくわけでもない。男女の感情が揺れ動く様を淡(たん)々(たん)と、そして細(さい)密(みつ)に描くのが、この映画の特(とく)徴(ちよう)らしい。真吾たちにとっては、どう考えても退(たい)屈(くつ)な種類の映画だろう。

　穂香は少し違った理由で、この映画に集中することができなかった。

　集中できなかったのは、真吾たちの様子が気になったからだ。厳(げん)密(みつ)には、リーナの様子が、だが。

　リーナはスクリーンよりも、真吾の寝顔を見つめている時間のほうが長かった。その表情は、しかたないなぁと許(きよ)容(よう)する母親のようであり、呆れながらも慈(いつく)しむ恋人のようであり、なにもかも受け入れた妻のようでもあった。そうした表情をリーナができることに、穂香は焦りを覚え、これ以上の接近を止めたい衝(しよう)動(どう)に駆られるのだ。

　しかし……。

　リーナはこれを狙(ねら)って、この映画を選んだのだろうか。

　女性ならまだしも、男子高校生が喜んで観る映画ではない。だから、途中で飽きて、眠くなってしまうことを予想した上で、デートコースに盛り込んだのだろうか。

　きっと違う、と穂香は思った。

　そんな計画性がないことは、穂香はこれまでの様子を窺っていて、知っていた。

　確かに、ゲームセンター、ペットショップ、アイスクリーム屋、映画館と、コースは決めてあったのだろう。しかし、それ以上の細かいことは決めてなかったか、知らなかったに違いない。おそらく、リーナの世界の神様がリーナに指示を出し、リーナはそれを忠実に実行に移しているだけなのだ。

　リーナの住む世界は、リーナと真吾が結婚して子供を作らなければ滅んでしまうという。神様が直々にデートコースの設定をしてもおかしくはない。

　けれど、そうなると地球側の問題が出てくる。リーナと真吾が結婚すると、今度は地球が滅んでしまうのだ。そのことを、真吾が忘れるはずはない。なのに、真吾はリーナと急接近し、ヘタをすれば恋仲になってもおかしくない状況に、自ら飛び込んでいる。どういうことなのだろう。もしかして、地球を見限って、リーナと結婚することを選んだのか？　それにしては、決断した素振りもなかったし、リーナに対する接し方にも、まったく変化は見られない。

　真吾はいつも通りの真吾だった。それ以外の何者でもなかった。なのに、どうしてデートの誘いを受けたのか。デート以外の何物でもない行為に付きあっているのか。

　気持ちよさそうに眠る真吾の顔からは、なにも読み取れない。

　――真吾くん、あなたは、なにを考えているんですか……？

　映画が終わるまで、穂香はずっと、心の中で訴え続けていた。




３




　映画館を出た二人は、今度は駅前を離れることにしたらしい。寝ぼけ眼の美也と清美を急(せ)かしつつ、穂香は尾行を続ける。

　向かう先は、町の外れにある歓(かん)楽(らく)街(がい)だった。

　飲食店やちょっと古びたゲームセンター、パチンコ屋、雀(ジヤン)荘(そう)などが建ち並ぶ通りである。穂香たちのような健(けん)全(ぜん)な学生なら、まず足を踏み入れない場所だが、真吾たちはどんどん先へ進んでいく。雰囲気の悪さを敏(びん)感(かん)に察(さつ)しているのか、美也が怯(おび)えたように穂香の腕を摑んできた。

　いかがわしい雰囲気の女性や、怪(あや)しい素振りの男たちが、物珍しそうに穂香たちを見つめている。

「だ、だいじょうぶです。目を合わせたりしなければ因(いん)縁(ねん)をつけられることもありません。ただ、ヘタに絡(から)まれたら、拉(ら)致(ち)監(かん)禁(きん)の上いけないことをされて、すっかり調教されたあとで外国に売り飛ばされてしまいます。気をつけてください」

「……真吾くんが助けに来てくれるなら、それもいいかも」

「ちっともよくないですよ」

　少しだけ穂香も思ったのだが、それにしてはリスクが大きすぎる。

　三人は慎(しん)重(ちよう)に歩を進めた。

　そうして行き着いたのは、ある建物だった。

「うにゃぁ、おしろなのですぅ」

　美也の歓声の通り、そこはお城だった。お城のような形をした建物だった。

「こ、ここって……」

　穂香は頭に血が上る音を聞いた。

　そこはホテルだった。それも、宿泊以外の用途がメインの、いわゆるラブホテルだった。そのラブホテルの前で、真吾たちは足を止めたのだ。

「すごいのです！　なんなのですか、ここは!?」

　無(む)邪(じや)気(き)な美也は容(よう)赦(しや)がない。

「うぁ、えっと、その……」

「……ラブホテル。……男と女が愛を育(はぐく)む場所」

「って、清美さん!?」

　大胆な清美は遠(えん)慮(りよ)がない。

「あいを、はぐくむ……、のですか？」

「えっとですね、ようするに、ちょっとお休みする場所なんです！」

「……裸(はだか)で抱き合って、ね」

「清美さんんんんん！」

　穂香の慌てぶりにかまわず、美也は首を傾(かし)げた。

「はだかでだきあうなら、おうちでもできるのですぅ」

　とんでもない発言をしつつも、美也はよく意味がわかっていないらしい。おかげで助かった。

「……でも、まさか、真吾くんが……」

「そ、そうですね……」

　真吾は高校生で、リーナはまだ一三歳なのだ。いくらなんでも、はやまった真(ま)似(ね)はしないだろうが、ではどうしてここに来たのかという疑問は残るし、神様の「ちょっとした誘惑でイチコロ」という言葉を思い出して背筋が震(ふる)える。

　真吾は、ホテルの前で焦ったようになにごとかまくしたてていた。けれど、リーナは首を傾げるだけで、真吾の言葉が通じているようではなかった。

　しばらくのやりとりの後、真吾は天を仰(あお)ぎ、気合いを入れるように口元を引き締めた。

　そうだ。真吾はエッチな人ではあるが、常識をわきまえている。女の子に誘われたくらいで、いくらなんでも、ラブホテルなんかに……。

　入っていった。

　あっさりと、二人の姿はホテルの中へと消えていく。

　呆気にとられ、愕(がく)然(ぜん)としながら、穂香は自分の頰をつねった。

「痛い……」

　ということは、これは夢ではない。現実だ。あの二人は、そういうことを目的に、ホテルの中へ入っていったのだ。

「これは……、これは、由(ゆ)々(ゆ)しき事態です！」

　これまでにない焦りが穂香を包む。清美も眠気が一気に覚めたらしい。

「……断(だん)固(こ)阻止」

　かつてないほどの緊(きん)張(ちよう)感(かん)を漂(ただよ)わせ、周囲を窺う。

　幸いにも、穂香たち以外に人(ひと)気(け)はない。三人は思い切ってホテルの中へと突入した。

　中は、ちょっとしたロビーになっていた。普通のホテルと違うのは、ロビーが三、四人しかいられないような狭さなのと、壁際に部屋の写真と番号が掲(けい)載(さい)されたロッカーのようなものがあることだ。

　電気がついているのと消えているのがあるが、消えている部屋は使用中なのだろう。こんな昼間から使用者がいることに穂香は驚き、自分には縁(えん)のない場所に来てしまったという後ろめたさが襲(おそ)ってきた。

　よく見ると、部屋番号の横にボタンがある。フロントは閉じられており、「ご用の方はこちらからお話しください」という張り紙が、インターフォンの横にある。ということは、このボタンを押せば、部屋の鍵が出てくるということか。

　穂香も、ラブホテル自体の知識は少しはあった。けれど、ここまで人と顔を合わせずにチェックインできるようなシステムになっているとは思いもしなかった。

　廊(ろう)下(か)は衝(つい)立(たて)で左右に分かれており、利用者同士も極力顔を合わせないような工夫がされている。プライバシーの観点からすれば素晴らしい気(き)遣(づか)いだが、尾行している身にとっては厄(やつ)介(かい)だ。

　それでも、間を空けずに来たのが幸いした。真吾たちらしい影が部屋にはいるのを確認し、穂香はその部屋の扉に耳を当て、中の様子を窺った。

　真吾とリーナの声が、うっすらと聞こえてくる。

「おお、さすがの設備だな」

「……まぁな」

「おい、これはなんだ？　どうやって使うんだ？」

「ああ、これはな。ちょっと座ってみろ。ほれ」

「うおぉぉぉぉぉ!?」

　悲鳴のような歓声と、電動音。

　穂香は扉にへばりついた。

「き、気持ちいい……。そうか、こういう使い道があるのか」

　気持ちいい？　

「うぅ……、いいぞ、シンゴ。もっと激しくだ」

　もっと、激しく……？

「もっとなのか？」

「全然物足りない。もっとだ」

「……わかったよ」

「はぅぅぅっ、な、なんだ、これは、どうにかなりそうだ……！」

　どうにかなりそうだ!?

　いったい、二人はなにをしているのだ。

　穂香の中で、計算式が成り立つ。

　電動音＋気持ちいい＋激しい×どうにかなりそう＝それはつまり……。

「……電動バイ――」

「ふぁぁぁぁぁぁぁ！　きき、清美さん！　そ、そういうのは口に出しちゃいけません！」

「……なんで？」

「い、いろいろ、まずいんです！」

　だが、いくら恥ずかしがっても目の前の現実は覆(くつがえ)らない。本当に、真吾とリーナが大人のおもちゃを使っていけない行為に及んでいるのならば……。

　現場に居合わせた自分は、それを止める義務があるのではないだろうか。いや、止めるべきだろう。止めなくてはならない。ぜひとも止めたい。

　穂香は思いきって扉をノックした。そして、精いっぱい作った声で、言った。

「す、すいません、お客様。当方の手違いがありまして、申し訳ありませんが、部屋の移動をお願いできないでしょうか？」

　こんな手に引っかかるだろうか。

　固(かた)唾(ず)を呑(の)んで見守っていると、がちゃりと鍵(かぎ)の外れる音がして、ドアが開いた。

「えっと……」

　真吾が、顔を覗かせる。

「部屋の移動って、どういうことでおわぁっ!?　ほほほ、穂香!?」

　真吾は絶(ぜつ)叫(きよう)した。

「そそ、それに清美、美也も!?　なんで!?」

「それはこっちの台詞です！」

　素早く部屋に滑り込み、清美と美也が入るのを確認して扉を閉める。穂香はビシィっと、指先を真吾に突きつけた。

「こんないかがわしい場所で、二人はなにをしているんですか！」

「な、なにって……」

　真吾はチラリとリーナを見た。リーナは革(かわ)張(ば)りの高級そうな椅(い)子(す)に腰掛けていた。椅子からは、激しい電動音がしている。

「あ、あれ……？」

　どうみても、ただのマッサージチェアだった。

　もちろん、二人は服を着たままだったし、それ以上のなにかをしていたような形(けい)跡(せき)はなかった。

「……えっと、リーナさん？」

「……なんだ？」

「マッサージ、してるんですか？」

「気持ちいいぞ。ホノカも使うか？」

　一気に脱力した。その場にへたり込みそうになったが、これで終わりにしてはいけない。

　なにもしていなかったとはいえ、ここはラブホテルなのだ。真吾の慌てぶりを見る限り、純粋な意味で休憩をしに来たのだとは思えない。

「真吾くん、なんでこんな所にいるんですか！」

「いや、それは穂香たちも……」

「私たちのことはどうでもいいんです！」

「え、えぇー？」

「リーナさん、ここがどういうところか知ってるんですか？」

　穂香の剣(けん)幕(まく)に、リーナは目を丸くして答えた。

「個室型のアミューズメント施(し)設(せつ)だろう？」

「は？」

「温泉にマッサージにカラオケにゲームにラジオ、飲食物の他、仮眠用のベッドまであるし、『あめにてぃぐっず』も充実しているじゃないか。すばらしい施設だ。なにか問題でもあるのか？」

「大ありです！」

「なにがだ？」

　どうやらリーナは、ラブホテルに関して間違った情報を持っているらしい。

「そ、それは……」

　穂香が言(い)い淀(よど)んでいると、いきなり、清美がテレビをつけた。

　大画面に写し出されたのは、裸でまぐわう男女。そして、大音量で響き渡る喘(あえ)ぎ声(ごえ)。

　穂香はギョッとした。チャンネルはちょうど、アダルトチャンネルに合わせられていたのだ。

「うぉっ!?」

「なっ!?」

　真吾とリーナも、声を上げてのけぞる。

　画面の中の激しい絡み合いに、全員絶句しながらも目が釘付けになってしまう。清美はどうだとばかりに言う。

「……こういうことをするのが、この施設の本当の利用方法」

「こ、こういう、こと……？」

「……充実した設備は、ほんのおまけ」

「お、おまけ……？」

　すがるように、リーナは真吾に目を向けた。

「こ、ここは、アミューズメント施設では……」

「…………」

「ない、のか……？」

　リーナは顔を真っ赤にして、真吾を睨みつけた。

「き、貴様、知っていたのか!?　知っていながら、黙っていたのか!?」

「悪い！　けど、教えたら教えたで、無知を笑うなとかなんとか言って暴力振るうだろ！」

「わたくしはそんなに狭(きよう)量(りよう)ではない！」

「どの口が言うんだよ！　前科何犯だと思ってる！」

　言い争う二人を尻(しり)目(め)に、清美が服をスルスルと脱ぎ出す。

「ちょっ、清美さん!?」

　穂香が止めるのも聞かず、清美は真吾に流し目を送る。

「……真吾くん」

「な、なんだよ」

「せっかくだから、やろ？」
















「なにをだぁ!?」

「なにがせっかくなんですかぁ!?」

　真吾と穂香の悲鳴が重なる。

「……やらないの？」

「やらない！」

「……嫌いじゃないくせに」

「ぐおぉぉぉぉぉ、否定できないのが悔しいが、そういう状況でもないだろ！」

　穂香はショックを受けた。わかっていたこととはいえ、そこはきっぱりと否定してほしかった。

「や、やっぱり、真吾くんも、そういうことに興味があるんですか？」

「いや、この状況でその質問は反則だろ!?」

「こういうこと、したいんですか？」

「うぐっ、そりゃ、まあ、健康で健全な男子ですから」

「それは、誰でも、いいんですか？」

　真吾は妙に慌てて両手を振った。

「いや、あのね？　頭ではわかってるんだよ？　ちゃんと好きな子とそういうことはするべきだって。でもね、男ってのはそういう思いとは関係なく反応しちゃったりすることがあってね、どうにもならないときというのがいや待て、なんでこんな弁解を俺はしてるんだ!?」

「つまり、リーナさんとそういうことをする可能性があるということですね」

「んなっ!?」

　リーナはギョッとして目を剝(む)いた。

「否定はできないが、だがしかし！　俺はそんなことは絶対に……」

「可能性はあるんですね？」

「ないと言いきれるほど絶対の自信があるわけでもないけれど、俺としてはまず心の通い合いのほうが……って、こんなん答えられるかぁ！」

　頭に血が上っているのだろう。穂香の口は、本人の意思とは関わりなく止まらなくなっていた。

「わかっているんですか、真吾くん」

「な、なにが？」

「リーナさんと真吾くんがそういうことをするということは、この世界が滅ぶということですよ？　この世界を見捨てるということですよ？　それでも、リーナさんを選ぶんですか？」

「ちょ、ちょっと待って穂香！　なんか話が飛(ひ)躍(やく)してないか!?」

「いいえ、飛躍じゃありません」

　と言いつつ、飛躍しているのは自覚していた。けれど、止まらない。場所柄の恥ずかしさと、怪しげな雰囲気に困(こん)惑(わく)し、正常な思考ができなくなっている。自分でも、なにを言っているのかわからなくなっていた。

「真吾くんはそうなる可能性があると言いました。なら私は、黙って見過ごすわけにはいきません。だから……」

　それ以上はまずい、という自制が一瞬はたらいた、ような気がした。だが、穂香の口は止まらなかった。

「どうしても我慢できないというなら、その……、私が、協力しますから！」

「は、はぁ、そうな――んだぁ!?」

「せ、世界の平和のためです。そのためなら、私は私を捧(ささ)げます！」

「さ、捧げるって……」

　真吾の目が、テレビ画面を向く。つられるように、リーナもそちらを見る。

　男女の激しい絡み合い。淫(いん)靡(び)な愛の営み。

　リーナの顔は、湯気が立ち上るのではないかというほど真っ赤になった。

「だから、その……」

「いや、あの、穂香、落ち着いて！」

「優しく、してください……」

　言ってから、恥ずかしさが一気にこみ上げてきた。血液が沸(ふつ)騰(とう)したように顔が熱くなり、自分の言葉に涙目になる。だが、こうなったからには、後には引けない。

「真吾くん、私を好きにしていいので、どうか、思いとどまってください……」

「ま、ままま待て！　なんでだ!?　どうしてそうなるんだ!?　いろいろおかしいだろ！」

「おかしくないです！」

　穂香は真吾の手を取った。胸がドキドキする。初めての領域に足を踏み込むことで、体が少し震えている。けれど、触れあう手のひらだけは、真吾を感じて集中している。

　後(こう)悔(かい)はしない。成り行きはどうあれ、好きな人と結ばれることができるならそれもいい。

　けれど、これからどうすればいいのだろう。

　穂香は真吾を見た。目があった真吾は、弾(はじ)かれたように目を逸(そ)らした。

「逃げないでください、真吾くん」

「に、逃げてるわけじゃない！」

　興奮からか、穂香の呼吸が荒くなる。真吾の呼吸も荒いのは、叫(さけ)び続(つづ)けたせいだけではないと思いたい。そう、自分と同じドキドキを味わっているのなら、二人は同じものを感じあっていることになる。それだけのことなのに、胸の奥がより熱くなる。下腹部の辺りが軽くうずく。

　穂香はチラリとベッドに目を向ける。

「うにゃぁ！」

　そこには、ベッドに寝転がって遊ぶ美也の姿があった。

「べっどがフカフカできもちいいのですぅ！　シンゴさまもはやくねるのですぅ！」

　しまった。

　状況を理解していない美也の存在を忘れていた。

　しかも、敵はそれだけではなかった。

「……真吾くん」

　服を脱ぎかけた清美が、呼びかける。

「……もしかして、四人一緒がいいの？」

　穂香はショックを受けた。

　その発想は、なかった。

「そ、そうなんですか!?」

「全然違うわ！」

「じ、じゃあ、誰とならいいんですか!?」

「だ、誰とって、えぇ!?　あれぇ!?　なんでいつの間にそういう話になってるの!?」

「……もちろん、私だよね、真吾くん」

　絶叫する真吾にかまわず、清美がワンピースの肩ひもを外す。

「うにゃあ、シンゴさまとふかふかベッドでいっしょにおやすみなのですぅ！」

　美也が服を脱ぐ。

「お、おまえら……」

　リーナはあまりの急展開に、絶句したまま動けない。

　みんな、おかしくなっている。

　密室で、大きなベッドがあって、テレビにはエロビデオが映し出されているこの状況。雰囲気に流されている。流されているとわかっていても、いや、流されているとわかっているからこそ、後には引けなかった。

「真吾くん、世界のためです！　ここはぜひ、私と……！」

　穂香も咄(とつ)嗟(さ)に真吾の腕を取り、胸を押しつけていた。振り払われるかと思ったが、そんなことはなかった。

　こうなったら、行動した者勝ちだ。

　そのまま抱き寄せようとした。全身で抱き止めて、真吾を感じようと思った。

　だが、真吾の意識は穂香に向いていなかった。こちらを向いてほしかった。自分だけを見つめてほしかった。

　だから穂香は呼びかけようとした。

「真吾くん」

　と。

　一言。

　甘く、切なく、囁(ささや)くように。

　けれど、穂香は果たせなかった。

　呼びかけることができなかった。

　なにかに驚いたように、真吾は目を見開いていた。

　その視線がどこに向けられているのか確認しようとしたところで、真吾は穂香の腕を振り払った。

「し、真吾くん……？」

　振り払われたことがショックで、そのまま真吾がどこか自分の手の届かないところにいってしまいそうで、穂香は怖くなった。だから、手を伸ばそうとした。もう一度、真吾を繋ぎ止めようとした。

　だが。

　それは真吾の叫びによって、遮られた。

「め、めくれろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　真吾の特殊能力は「スカートをめくる力」である。しかも、最初はスカートをめくるだけだったその力はパワーアップをしていて、いまや衣服をはぎ取ることさえ可能だった。

　穂香たちは衣服を脱がされた。下着だけ残したのは、真吾の良心だろうか。はたまた趣味か、単に力が足りなかっただけか。

　いずれにせよ、その隙に真吾は逃げ出していた。穂香たちを置き去りにして、部屋を飛びだした。

「に、逃げた……？」

　置き去りにされた穂香たちは、下着姿のままで、呆然と真吾を見送った。

「逃げたぁ!?」
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　慌てて服を着て、穂香たちはホテルを出た。

　このまま終わらせるわけにはいかなかった。なにもかもがうやむやのままで、帰るわけにはいかなかった。

　仲間を感知する能力を使うのに、ためらいはない。

　すぐに真吾の居場所を突き止め、後を追う。

　真吾はホテルの裏側から、小川を挟んだ住宅街に入ろうとしているところだった。

「げっ!?」

　穂香たちの姿を認め、さらに距離をとろうと走り出す。

「ま、待ってください！」

「ごめん、待てない！」

「なんで逃げるんですか！」

「みんなちょっと冷静になろうよ！」

「答えになってません！」

「俺にも冷静になる時間をくれよ！」

「冷静じゃないんですか？」

「どう考えても冷静じゃないだろ！」

「だから、私たちの服を脱がせて逃げ出したんですか!?」

「ほ、穂香！　公道！　ここは公道だから！　普通に住宅もあるから！　言葉を選ぼうよ！」

「だったら、逃げないでちゃんと説明してください！　でないと私、なにを口走るかわかりませんよ!?」

　現時点で、なにを口走っているのかよくわかっていなかった。

　ただ、その脅(おど)しは効果を発(はつ)揮(き)したらしい。

　川を渡ったところで、真吾は足を止めた。

「と、とりあえず、河原(かわら)におりよう。でも、距離はとったままで」

　なにかを警(けい)戒(かい)するように、真吾はゆっくりと言い含めるように言った。

　穂香たちは指示通り、距離を置いたまま、河原へとおりる。

「で、真吾くん……」

「……誰を、選ぶの？」

　さらりと、清美が口を挟む。

「そうです、誰を選ぶんですか？」

「まだそこを続けるのかよ！」

「続ける必要はない」

　ずっと黙っていたリーナが、重々しく口を開く。

「貴様はわたくしを汚(けが)した、辱(はずかし)めた……。覚(かく)悟(ご)してもらおうか」

「またそんな誤解されるようなことをぉぉぉぉ!?」

　魔剣が飛んできて、真吾の足下に突き刺さる。

「待て！　俺はなにもしてないだろ!?　むしろなにもしなかったことを感心されてもいいくらいだぞ!?　そ、それにだ！　穂香たちが来なければ、あそこがどういうところかうまくごまかせたはずなんだ！　そうだよ！　なんで俺たちがホテルにいるって知ってたんだ!?」

「それは……、た、たまたま見かけたんです、ホテルに入っていくところを」

「だからって、部屋まで追いかけてくるか？」

「い、行くに決まってるじゃないですか。二人が結ばれたら、この世界は滅ぶかもしれないんですよ？　それなのに、知らん顔なんてできるわけないじゃないですか！　真吾くん、その辺のことわかってますか!?」

「そ、そりゃ……」

「それに、真吾くんはなんであんなところに行ったんですか!?」

「だからそれは、リーナに誘われて、でも本当のところを教えられなくて……」

「リーナさんが……？」

　穂香はリーナを見る。リーナはついっと視線を逸らして呟いた。

「わたくしは、トランクィロ様から行ってみろと言われただけだ」

　やはり、リーナの世界の神様が仕向けたことらしい。

　少しずつ、冷静になっていく。

「ホテルから逃げ出したのは、なんでですか？」

「いや、なんていうか、みんなあのときはおかしかっただろ？」

　確かに。いまならわかる。あのときの自分は、いや、ついいままでの自分は、どこかおかしかった。

「俺もおかしかった。なんか、なるようになれとか、流れに身を任せちゃえ、とか、理性を保つのをやめかけてたよ。うん、そこはごめん、正直に言うわ。でも……」

　そこで、リーナの姿が目に入ったのだという。

「わ、わたくしがか!?」

「うん」

　そのときのリーナは、呆然としたまま動けないでいた。

　あまりにショックだったのだろう。

　恥ずかしさと己のうかつさ、そして無知であることの悔しさで目元に涙がにじんでいた。その姿に、真吾は我に返った。ただ一人、タガを外せなかったがゆえに、羞(しゆう)恥(ち)の海に沈み込んでいたリーナを見て、真吾は理性を取り戻した。為(な)すべきことを思いだした。

　だから真吾は自らの力を振るった。穂香たちを一(いつ)斉(せい)に振り払うためにも、取り戻した理性を再び失わないためにも、ああするしかなかったのだ。

「……バカが」

　リーナが吐き捨てる言葉を、穂香は否定できなかった。

「……普通に、逃げ出すことはできなかったんですか？」

「ほ、穂香に腕を摑まれてたし……、それに、いろいろ考える余裕もなかったし……」

　穂香は自分の腕を抱くように摑んだ。真吾の腕の感触が思い出され、顔が赤くなる。いまさらながらに、とんでもないことをしていたのだという実感が湧(わ)いてきた。

　ふと、リーナと目があった。お互いに気まずい表情で、視線を逸らす。できればもう、今日のことはなかったことにしたい気分だ。

　気まずさをごまかすために、穂香は話題を変えた。

「今日のデートは、どちらから誘ったんですか？」

「デっ、デート!?」

　リーナが素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げる。

　穂香はしまったと思った。変に意識させる言葉を使ってしまったらしい。

「リーナからだよ」

　真吾が答える。

「神様から、この世界のことをもっと知っておけって言われたんだよな？」

「う、うむ……」

　確かにそう言ったのだろうが、意図はもっと違うところにあるのだろう。でなければ、この世界を知るのにラブホテルを選ぶはずがない。

「で、でも、その、ら、ラブホテルですよ？　もし万が一、間違ったことになったら……」

　この世界は、滅ぶのだ。

「そこもちゃんと自覚してたよ。なんてったって、神様から忠告されてたからな。リーナになにか動きがあるかもしれないから注意しろって」

　それは初耳だった。

　神様は穂香をけしかけるだけでなく、リーナに対する牽(けん)制(せい)も行っていたのだ。

「なのに、どうして……？」

「神様に言われたとはいえ、リーナはこの世界のことをいろいろ知りたかっただけだし、俺は一緒に付きあっただけさ。そこは最初にお互い確認し合ったんだから間違いないよ」

　リーナはあさっての方を向きつつ、頷いた。

「最後の場所にさえ問題がなければ、楽しい一日だった、で終わったのだがな」

「それにさ」

　真吾は声のトーンを少し落として、続けた。

「リーナは仲間なんだ。なにかを企(たくら)んで、俺たちの世界を滅ぼすようなマネをするはずがないって信じてる。だからリーナを疑うようなことはしたくなかった。いくら神様の言うことでも、こればっかりは譲(ゆず)れない」

　そういうことだったのか。

　穂香は自分が恥ずかしくなった。

　リーナを信じているのは穂香も同じだ。けれど、嫉妬心を世界を救うという大(たい)義(ぎ)名(めい)分(ぶん)にすりかえて行動してしまったのだ。

「ごめんなさい」

「いや、俺もちょっと軽(けい)率(そつ)だったかも。これからはちゃんとみんなにも声をかけるよ」

「ええ、ですから……」

　それでも、譲れないところはあるのだ。

「こういうことがあったら、今度からは、みんなで出かけるようにしましょう」







　――みんなで、か……。

　穂香の一言が、自分に対する牽制なのだということを、リーナは気づいていた。

　みんなで遊びに出かけるのは悪くない。それはそれで楽しいだろう。けれど。

　今回は、神から言われた通りに真吾を振り回した。それは事実だ。しかし、そんなこととは関係なく楽しんでいたのも事実だった。だから、最後の最後で穂香たちに邪魔されて、少しだけ後味が悪くなっていた。

　ただ、少しだけ嬉しいこともあった。

　真吾は自分のことをちゃんと見ていてくれた。自分のことを大切に想ってくれていた。方法に問題があったとはいえ、真吾は自分を守ってくれたのだ。

　だから、「バカが」という言葉に、知らず知らず気持ちがこもった。緩みそうになる口元をおさえつけるのに苦労した。

　それに……。

　今日一日は、真吾とデートだったらしい。そのことに、驚きはしたものの、イヤな感じはしなかった。

　リーナは自分の胸を押さえた。

　なんだろう、この感覚は。

　温かくて、気分が高(こう)揚(よう)して、でも、どこか不安になる気持ち。

　いまも、二人で会話を続ける穂香と真吾の姿を見ていると、胸の中がざわついてくる。

　いてもたってもいられなくなり、リーナは真吾と穂香の間に割って入った。

「シンゴ」

「うん？」

「しかたなくとはいえ、貴様はわたくしの婚約者なのだからな！」

「なんだよ、いまさら」

「いいから、自覚しておけ」

　リーナ自身もわけがわからないまま、口にしていた。

　少しでも、穂香たちより優位に立ちたい。誰よりも、真吾の側(そば)にいたい。真吾の近くにいるのは自分だと、主張したい。

　そんな感情が、ふつふつとわき上がっていた。

　穂香と目が合う。

　穂香は不敵に笑った。

　だから、リーナも不敵に笑い返してやった。

「……じゃあ、真吾くん」

　そんな二人を尻目に、清美が真吾の袖(そで)を引く。

「……今度は、私と二人で出かけようね」

「き、清美さん!?」

「キヨミ!?」

「ちょっ、清美、さっきの話、聞いてたか!?」

「……うん」

　清美はこっくりと頷いて、真吾の腕を取る。

「……だからこそ、二人きりで」

　挑戦的な瞳(ひとみ)が、穂香とリーナに向けられる。

　リーナはムッとした。

　なんだかよくわからないが、挑戦を受けようとまっすぐに見(み)据(す)えた。

「うにゃあ！　ミヤもシンゴさまといっしょにあそぶのですぅ！」

「ええ、遊びましょう、一緒に」

　真吾に飛びつこうとした美也を抑えながら、穂香は頷いた。

　誰も彼もが、挑戦的な笑みを浮かべている。

　置いていかれているのは、真吾だけだ。




　――女の戦いは、それぞれの決意と共に、最終局面を迎えようとしていた。







穂香の尾行大作戦　完




















１




「ミスコン？」

「ああ、ミスコンだ」

　楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)は重々しく頷(うなず)いた。

　対して宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)は、どうしてそんな言葉が出てくるのかと、首を傾(かし)げた。

　なにしろ、登校して顔をあわせるなり、いきなり口にした言葉が「文化祭でミスコンをやるぞ」なのだからムリもない。

「ミスコンってことは、誰(だれ)が一番可愛(かわい)い女の子かってのを決める、あれ？」

「間違いではないが、今回の企(き)画(かく)は少し違う」

　声を潜(ひそ)め、周囲を窺(うかが)うようにして、大輝は続けた。

「真吾、可愛いの定義はなんだ？」

　出し抜けに言われて、とまどう。

　普段から「可愛い」という言葉は多用しているが、定義はと言われると、返答に困った。

「いや、それで正しい」

　なにも答えていないのに、大輝は頷く。

「可愛いというのは個人の主観で決められる。しかも、趣味嗜(し)好(こう)が多分に反映されるからな。明確に答えられるものではなく、感覚で、心で感じる領(りよう)域(いき)なんだ。だから、可愛らしさを文字や言葉で並べ立てても、どこか空々しい空(くう)虚(きよ)さがつきまとう。だがそれでは、可愛い女の子を『可愛い』と、万(ばん)人(にん)に訴(うつた)えることができない」

「……まあな」

「そこらにあふれているミスコンも同様だ。あれは外見の可愛らしさ、美しさだけを競(きそ)っているのであって、本当の意味での可愛らしさを競っているわけではない。しかし、今度のミスコンは違う！　少女たちの可愛らしさを前面に押し出し、萌(も)えあがる魂(たましい)を観客にアピールすることで真の美少女を選び出す、一大プロジェクトなのだ！」

　大(おお)仰(ぎよう)なことを言っているが、つまりは普通のミスコンである。そこに、なにがしかのアレンジが加えられるだけのことだ。

「で？　どうやって真の美少女とやらの可愛らしさを押し出すんだ？」

「どうしておまえにこの話を持ちかけてきたんだと思う？」

「まさか……」

「そのまさかだ」

　真吾が世界を救うために神様から授(さず)かった、スカートをめくる力を貸してくれと言うのだ。

「なんでスカートをめくる必要があるんだ？」

「いいか、真吾。可愛らしさというものは、意図して作られるものではない。少女たちの内側から、にじみ、溢(あふ)れ出(で)るものでなくてはならない。つまり、素(す)の、裸(はだか)にさらけ出されたときの可愛らしさこそが、本物であり、深く男たちの琴(きん)線(せん)に訴えかけるのだ。しかし、素の、ありのままの自分をさらけ出すことはほとんどない。あまりに無(む)防(ぼう)備(び)で、本人にとっては弱みであるという認識があるからだ」

　声を抑(おさ)えたまま、大輝の演(えん)説(ぜつ)は続く。

「だが、おまえの力があれば、少女たちの弱みを、ありのままの姿をさらけ出すことができる」

「そうなのか？」

「想像してみろ。壇(だん)上(じよう)に立つ美少女たち。観客の視(し)線(せん)にさらされ、ただでさえ緊(きん)張(ちよう)する中、突(とつ)如(じよ)としてスカートがめくれあがったら……」

　女の子たちは、パニックに陥(おちい)るだろう。

　廊(ろう)下(か)や道(みち)端(ばた)でめくれるのとはわけが違う。大勢の観客が見守る中でめくれるのだ。しかも張りつめた空気の中でのできごとだ。うろたえる度合いは、半(はん)端(ぱ)ではないはずだ。

「そうか、パニックに陥ったときの女の子の反応、つまり、素でありのままの反応が見たいんだな」

「そのとおりだ」

　ニヤリと、大輝は笑ってみせる。

　ようするにこのミスコンは、素でありのままの反応の可愛らしさを競うコンテストなのだ。こんなマニアックなコンテストにどれだけの需(じゆ)要(よう)があるかは怪(あや)しかったが、大輝によると、それはもう、大(だい)盛(せい)況(きよう)なのだという。

「俺(おれ)の写真を取り引きする中で、信頼に足る奴(やつ)だけに声をかけたんだが……。それでも、全男子生徒四分の三から観(かん)覧(らん)希望の知らせが届いている」

　四分の三といえば、三〇〇人近い数だ。

　こうなると、本当に一大イベントである。

「あれ？　でも、文化祭のイベントにミスコンなんてなかったよな？」

　文化祭はもう明日である。事前に配られたパンフレットには、どこにもミスコンの文字はなかったはずだが……。

「よく考えてみろ。このミスコンはスカートがめくれるというハプニングが前(ぜん)提(てい)のイベントだ。そんなものが、堂々と高校の文化祭で開(かい)催(さい)できるか」

　できるわけがない。

　ということは、このイベントは極(ごく)秘(ひ)の、アンダーグラウンドな企画ということなのか。

「当然だ」

「でも、場所はどうするんだ？　観客も多いみたいだし、学校側に内(ない)緒(しよ)でできる規(き)模(ぼ)じゃないだろ？」

「その辺もぬかりはない。場所は講(こう)堂(どう)を一時間だけ確保してある。このことを知っているのは、ミスコンの参加者と、観覧希望の男連中だけだ」

　秘密保持のため、観覧するのは男性のみだという。こうすれば、観客側から秘密が漏れることはまずないし、ミスコンに参加する女の子も、同性の目を気にせずに参加できるため、一(いつ)石(せき)二(に)鳥(ちよう)なのだとか。

「異性よりも同性の目を気にするのか？」

「まあ、自(じ)薦(せん)他(た)薦(せん)いずれにしても、自分は可愛いとアピールする舞台に立つわけだからな。いろいろ言われるのは、異性よりも同性なんだろう。実際、観客が男性のみだということを知って、参加を決めた女の子がほとんどだ」

「へぇ……」

　そういうものなのか。

「しかし、よく講堂を確保できたな」

　講堂は、体育館とあわせて一日中、なにかしらの催(もよお)し物(もの)が行われる予定になっている。パンフレットをざっと見たかぎりでは、一時間もの時間を確保できるとは思えなかった。

「最後のほうに、後(こう)夜(や)祭(さい)準備なんていう枠(わく)があるだろう？　そこをダミーとして使っているんだ」

「でも、さすがに文化祭実行委員にはバレるんじゃないか？」

　すべての催し物や出し物、クラス展示、及びそれらを行う場所の管理は、すべて文化祭実行委員会に委(ゆだ)ねられている。講堂を使うという時点で、彼らに許可を取らなくてはならないし、なにに使うのか、ごまかしが利(き)くとも思えない。

「簡単なことだ」

　大輝はあっさりと答えた。この男といると、難しいことなどこの世にはないような気がしてくる。

「この企画には文化祭実行委員も嚙(か)んでいる。正確には、男子委員だけだがな」

　それでも、半分の委員が味方についているわけだ。どういう処(しよ)理(り)を施(ほどこ)したのかわからないが、うまくやったのだろう。

「実行委員はいいとして、その上はどうしたんだ？　最終的な管理決定は、教師たちがするんだろ？」

　各教室はともかく、体育館や講堂、理科室や調理室などは、担当の教師の許可がなくては使用できない。しかも、実行委員の委員長は女性である。校庭で行われる後夜祭の準備を、講堂で行うことの違(い)和(わ)感(かん)を、どう乗り切ったのか。

「これも簡単だ。いや、そもそも、そこが一番最初に越えたハードルだったんだがな」

　どういうことかというと、なんと、このミスコンの企画には、生徒会長も嚙んでいるのだという。

　生徒会長は、生徒側の最高権力者である。文化祭実行委員長よりも決定権があり、教師側にも、マジメな切れ者会長として信頼されている。おそらく、実行委員のほうは権力を使ってねじ伏せ、教師側にはもっともらしい企画書をつくって提出したのだろう。体(てい)裁(さい)と名目さえクリアしていれば、ろくに目を通さず、講堂の使用許可が得られるだろうと予測すらしていたかもしれない。

　なんにせよ、大輝が真吾の協力を求めてきたということは、滞(とどこお)りなく、そして無事に講堂は確保され、参加者も決まり、秘密が漏れることなく、開催できるメドが立ったということだ。

　そうとわかれば、明日が待ち遠しくなる。

「ちなみに、どういう子が参加するんだ？」

「困ったことに、おまえ好みの子がほとんどだ」

　名前を聞くと、確かに、真吾好みの女の子たちばかりだった。

「ああ、そうだ」

　わざとらしく思い出したように、大輝は手を叩(たた)いた。

「あとは、王女と清(せい)内(ない)路(じ)の巫(み)女(こ)さんが出てくれれば完(かん)璧(ぺき)なんだがな」

「なんでそこでリーナと清(きよ)美(み)が出てくるんだよ」

「王女と巫女を推(すい)薦(せん)する声が多くてな。ぜひとも出(しゆつ)馬(ば)願いたいところなんだ。おっと、当日の飛び入り参加も受け付けている。お薦めの子がいたら、声をかけてみてくれ」

　それはつまり、リーナに清美、それと住(すみ)吉(よし)穂香(ほのか)を参加させろということか。

「穂香は他校の生徒だけど、いいの？」

「だれも美(み)須(す)々(ず)ヶ丘(おか)の子を参加させろとは言ってないぞ？」

「…………」

　ハメられた。

「冗(じよう)談(だん)だ。あの子は体育祭の件で有名だからな。特別枠として用意してある。他にもう一人、学外参加がいるんだが、それは当日のお楽しみだな」

　真吾としては、三人を参加させることに異(い)論(ろん)はなかったが、はたして素(す)直(なお)に参加してくれるだろうか。

「安心しろ。ちゃんとエサを用意してある。三人まとめて釣(つ)り上(あ)げる、絶好のエサが、な」

　大輝はいつも自信満々である。

　自信を裏付けるだけの準備を、こいつはちゃんとしているのだ。







　放課後、真吾はいつもの河原(かわら)に向かった。

　本当はクラスの催し物の手伝いをしなければならなかったのだが、大輝をはじめとする男子生徒の協力によって居残りを免(まぬか)れ、リーナと清内路清美ともども、熱いまなざしを背に受けながら学校を後にしたのだ。

　クラスメイトたちは、リーナと清美、それに穂香がミスコンに参加してくれることを熱望しているのだった。期待に応(こた)えるためにも、そしてみずからの欲望を満たすためにも、真吾の役割は重要だった。

　とはいえ、素直に参加させるのは難しい。なにしろ大勢の観客の前に立ち、女性としての優(ゆう)劣(れつ)を判断されるのだ。逆の立場だったら、絶対に頷かないだろう。

　案の定、穂香とリーナは激(はげ)しく首を振った。

「そんなの、恥ずかしいです……」

「なぜわたくしが、貴(き)様(さま)らの見せ物にならねばならんのだ？」

　とりつく島もない。ムリもないことではあるが。

「けど、もったいないぜ？」

　不参加の意思を惜(お)しむのは、八(や)坂(さか)光(みつ)夫(お)だ。これに、松(まつ)川(かわ)淳(じゆん)と犬のタロウも同意する。

「せ、せっかくのイベントなんだから、ち、チャレンジしてみるといいんだな」

「晴れ舞台に立つ二人の姿、拙(せつ)者(しや)も見てみたいぞ」

　穂香はさらに首を振る。

「で、でも、他の人と比(ひ)較(かく)されるんですよ？　私なんて……」

「いや、穂香姉ちゃんならいけるって！」

「う、うまくアピールできれば、ゆ、優勝も夢じゃないんだな！」

「拙者らが保証する！　穂香殿が恥をかくような結果には絶対にならん！」

　三人が懸(けん)命(めい)に後押しするが、穂香はますます恥ずかしそうにうつむいてしまう。リーナも「くだらん」と鼻で笑っており、どうやっても意思は変わりそうになかった。

　どうやら、大輝の用意したエサの出番が来たようだ。

「ちなみに、優勝者には『なんでも願いを叶(かな)える権利』が贈られるみたいだよ」

　もちろん、主催者と観客の男子生徒が叶えられる範(はん)囲(い)内(ない)ではあるが。

　穂香とリーナは顔を見合わせて、再び首を振った。

「願いを叶えると言われても……」

「そんなことで叶えてもらうような願いなどない」

　そうだよなぁ、と真吾は頷いた。大輝には悪いが、これが参加を促(うなが)すエサになるとは、とても思えないのだ。

　ところが、援(えん)護(ご)射(しや)撃(げき)は意外な方向からやってきた。

　これまでずっと黙(だま)って話を聞いていた清美が、小さく手をあげたのだ。

「……私が、出る」

「えっ？」

　これにはみんな驚いた。

「……出ても、いい？」

「そりゃ、かまわないけど……でも、なんで？」

「……優勝して、願いを叶えてもらうの」

「ど、どんな？」

　チラリと真吾を一(いち)瞥(べつ)して、目をつむる。

「……真吾くんと、二人きりで一夜を過ごす権利を、もらう」

「なにぃぃぃぃ!?」

　絶(ぜつ)句(く)した真吾以上の反応を見せたのは、リーナだった。

　目を剝(む)いて、つかみかからんばかりの勢いで清美に詰(つ)め寄(よ)る。

「き、貴様、なんということを！」

「……だって、なんでも願いを叶えてくれるっていうから」

　リーナは睨(にら)みつけるように真吾を振り返った。

　そんなバカな権利を認めるわけないよな、と目が語っていたが、真吾は頷けなかった。

　自分だけなら、それはダメだと却(きやつ)下(か)もできた。しかし、主催者は大輝であり、生徒会長だ。真吾個人の意思など、確実に無視されるだろうし、むしろ、積(せつ)極(きよく)的(てき)に二人きりになる方法を考え出すにちがいない。

　この場だけなら、やり過ごすことはできるだろう。けれど、清美が直接大輝にコンタクトしてしまえば、意味がなくなる。

　真吾が参加を認めてしまったことに、リーナは腹を立てたのだろう。いまにもうなりだしそうな表情で肩をいからせる。

「そんなハレンチな目的で……。おい、シンゴ！」

「な、なんだよ」

「わたくしも出るぞ！」

「えっ？」

「こんなバカげた目的、わたくしが全力で止めてみせる！　いいなっ!?」

「あ、ああ……」

　いとも簡単に参加を表明して、真吾は拍(ひよう)子(し)抜(ぬ)けした。となると、あとは一人だけだ。

　穂香に目を向ける。

　穂香はうろたえていた。盛んに首を動かして、真吾とリーナ、そして清美を見比べている。

「……穂香？」

「あ、し、真吾くん!?　そ、その……」

「どうしたの？」

「いえ、あの……、し、真吾くん、困ってますか？」

「へっ？」

「き、清美さんが優勝して、ふ、二人きりで一夜を過ごすっていうの……、こ、困りますか？」

「そ、そりゃ、まぁね」

「なら！」

　ギュッと拳(こぶし)を握(にぎ)り締(し)め、顔を上げて、宣言する。

「私も出ます！」

　これにギョッとしたのはリーナと清美だ。

「私が出て、その、どこまでやれるかはわかりませんが、清美さんのムチャな企(たくら)みを、阻(そ)止(し)してみせます！」

「え、あ、ああ、うん、ありがとう……？」

　なにがなんだかよくわからないが、大輝のまいたエサに、まんまと食いついたらしい。こうなることを、大輝は読んでいたのだろうか。

　どちらにせよ、真吾の目的は達せられた。

　男たちは歓(かん)声(せい)を上げて参加を歓迎する。

「真吾！　俺たちも、そのミスコンは見られるのか!?」

「え？　あ、ああ。大輝に言えば、大丈夫だと思う」

「よっしゃあああああ！　明日が楽しみだぜぇ！」

　しかし……。

「ふ、二人には負けませんからね！」

「フン、わたくしこそ、負けるつもりはない！」

「……真吾くんは、私のもの」

　女性三人は、妙(みよう)なライバル意識を持って、火花を散らすのだった。




２




　県(あがた)ヶ丘(おか)高校の文化祭は地(じ)味(み)である。

　どれくらい地味かというと、一般参加客の数は年々減少し、地域の情報紙にも文化祭が行われることが載(の)らないくらいに目立たないイベントなのだ。

　それも当然で、来客がメインにしている食べ物系の屋(や)台(たい)が少なく、フリーマーケットや喫(きつ)茶(さ)店(てん)といった教室での出(で)店(みせ)形(けい)態(たい)の営業も、ほとんど行われていない。

　そのせいで生徒たちの活(かつ)気(き)が損(そこ)なわれ、活気がないから客も寄りつかず、賑(にぎ)やかさが失われ、の悪(あく)循(じゆん)環(かん)を繰(く)り返(かえ)しているところだった。

　この背景には、一〇年ほど前の売り上げ金に絡(から)む盗(とう)難(なん)事件があり、それからは金(きん)銭(せん)を扱うことに慎(しん)重(ちよう)になった学校側と保護者側の姿(し)勢(せい)がある。

　生徒会はこれまでに、何度もかつての賑わいを取り戻そうと交(こう)渉(しよう)を重ねてきたが、事件と同時に入学者数が定員割れを起こした学校側としては、危険な橋を渡ることはできなかったのだ。

　それが今年になって一変した。

　生徒会長の江(え)口(ぐち)克(かつ)己(み)を中心とした生徒会と文化祭実行委員会が、学校側に「積極性と活動的な文化祭運営の必要」を説(と)き、さらには教育委員会への打(だ)診(しん)、地域住民へのアピールを重ね、学生以外の声に後押しされる形で、一〇年ぶりに大々的な告知を行い、生徒の自主管理に任せた出店と、地域に貢(こう)献(けん)する大型のイベントを企画、実行することが決定されたのだった。

　これにより、在学生はもちろん、在校中に思うような文化祭を開けなかった卒業生も加わり、かつてないほどの、そして近(きん)隣(りん)にある高校のいずれよりもハデなイベントという触れ込みで、当日を迎(むか)えるのだった。

　文化祭の開催が宣言されると、校内は熱気に包まれた。

　去年の静かで内(ない)省(せい)的(てき)ともいえる文化祭を経験した真吾にとって、この時点で目を疑うような光景だった。

　去年の真吾たちは、少しでも来客の心をつかもうと、「県(あがた)の森(もり)」という企画を立て、教室内で仮(か)想(そう)の公園を作り、さまざまな昆虫や動植物を手作りして展示した。

　ただ、しょせんは展示しただけであり、教室内を一瞥しただけで通り過ぎてしまう人たちばかりだったので、今年はその鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすために、少しばかりハメを外した企画を立ち上げたのだった。

「よう、真吾」

　教室に向かう途中で、真吾は大輝に呼び止められた。

「どうだ？　去年とは大違いだろ？」

「あ、ああ」

　始まったばかりだというのに、早くも大勢のお客さんが姿を見せている。至るところからおいしそうな匂いがただよい、活気に満ちた呼び込みの声が響(ひび)き渡(わた)っている。

「ここまで文化祭らしい文化祭を取り戻した生徒会長って、やっぱり凄(すご)いんだな」

「いや、それほどでもない」

　と答えたのは、大輝ではなかった。

　大輝の後ろから、細身でメガネをかけた男子生徒がやってくる。

「僕はただ、みんなの声に後押しされ、みんなの熱気を絶やさないよう、尽(じん)力(りよく)しただけさ」

　少しばかりキザな言い回しをするのは、生徒会長、その人であった。

　江口克己。成績優秀で品(ひん)行(こう)方(ほう)正(せい)、端(たん)整(せい)な顔立ちと穏(おだ)やかな物腰で弁(べん)も立つ、いかにも生徒会長らしい生徒会長である。

　生徒会選挙のときの演説では、生(き)真(ま)面(じ)目(め)で隙(すき)のない印象だったから、真吾としてはこの人が隠(かく)れミスコンを企画したとはどうしても思えないのだ。

「キミが噂(うわさ)の宮田真吾くんかい？」

「は、はい」

「なるほど、ボク好みの目をしている」

　なにを言い出すのか、この人は。

「さすが、楢川くんのご友人だね」

「恐(きょう)縮(しゆく)だ」

　大輝が恐縮するなど珍(めずら)しかったが、お互いに声もなく笑っているところを見ると、どちらも本心から言っているのではないとわかっているようだ。

「二人は、どうやって知り合ったんですか？」

　学年は違うし、生徒会長と自由気ままな一学生とでは、あまり接(せつ)点(てん)がないように思えるのだ。

「きっかけは、なんだったかな？」

「もう忘れたね。ただ、心と心が通じ合った、とだけ言っておこうか」

　よくわからないが、ようするに、変(へん)態(たい)性(せい)が仲間意識を呼び起こして二人を結びつけたのだろう。大輝が敬(けい)語(ご)を使わずにしゃべっている辺り、本当に気心の知れた友人らしい。

「それより、準備のほうはいいのかね？」

「え？　なんのです？」

　江口は声を潜め、真吾の耳元で囁(ささや)く。

「ミスコンのことだよ。どうやるのかは知らないが、キミの一手が決め手になるんだ。失敗は許されないんだよ」

　なるほど、そのことか。

「それは……、大丈夫です」

　準備は必要ないのだが、真吾の力のことを知らない江口には、そう答えるのが無(ぶ)難(なん)だった。

「そうか、では、楽しみにしているよ。ところで……」

　さらに声を潜め、意(い)味(み)深(しん)な笑みを口元に浮かべる。

「リーナ王女とは、どこまで進んでいるんだい？」

「は？」

　目が点になる。なにを言われたのか、咄(とつ)嗟(さ)に理解できない。

「キミたちは婚約者なのだろう？　このご時(じ)世(せい)だ。まさか清(きよ)らかな交(こう)際(さい)をしているわけではないだろう？」

「いや……その……」

「しかし、相手は一国の王女様だ。うかつに手を出せる相手でもない。その辺を、どう折り合いをつけているのか興味があってね。どうなんだい？」

「別に、なにも、してません」

　本当のことである。そもそも、婚約者というのもムリヤリさせられたものなのだから、手を出すとかそういう色っぽい話にはならないのだ。

「では、もう一つ聞こう。清内路神社の巫女さんは、どうするんだね？」

　清美のことだ。

「それと、美須々ヶ丘の女の子も、いつも一(いつ)緒(しよ)にいるらしいね」

　こちらは穂香のことか。

「婚約者がいるのに可愛い女の子に言い寄られて……、キミは、最終的に誰を選ぶんだい？」

「いや、誰って……」

　選ぶとかそういう問題ではないのだ。

　助け船を大輝に求めたが、笑ってばかりで助けてくれる気(け)配(はい)はない。それどころか、「俺も知りたい」とばかりに目で訴えてくる。

　どうしたものかと困っていると、助け船は意外な形でやってきた。

「会長！　なにやってるんですか！」

　三人の間に割って入ってきたのは、メガネの女の子だった。

　揺(ゆ)れる三つ編みが可愛らしいが、目つきが鋭(するど)く、ちょっと近寄りがたい雰(ふん)囲(い)気(き)の女の子だ。

　彼女は、真吾たちには目もくれず、江口に迫ったかと思うと、いきなりそのネクタイを捻(ひね)って絞(し)め上げた。

「うわっ、ちょ、ちょ、ユッキー、ダメだよ、そんな乱暴は！　く、首が、首が絞まる……！」

「こうでもしないと、すぐに逃げるじゃないですか！」

「に、逃げない！　さすがに自分の命と引き替えにしてまで逃げようだなんて思わないよ！」

「つまり、こうしなければ逃げ出していたということですね？」

「ぐ、ぐぅ……」

　まさにぐぅの音しか出なかったのだろう。江口は抵抗を諦(あきら)め、されるがままになった。

「……はぁ」

　大きなため息をついて、女の子はネクタイを離した。

「それで？　こんなところでなに油をうってたんですか？」

「ち、ちょっと、友人たちと話しこんでいただけだよ」

　ここでようやく、女の子は真吾たちに目を向けた。まるで斬(き)りつけるような視線に、真吾は思わずあとずさった。

「そんな剣(けん)呑(のん)な目で睨みつけることはないだろう？」

「すいません、これは生まれつきなんです」

　言い放って、ついっと、顔を背(そむ)ける。

「すまんね。ユッキーはいい子なんだが、見てのとおり目つきも口も悪くて……」

「会長！」

　一(いつ)喝(かつ)され、江口は肩をすくめて黙(だま)り込(こ)んだ。

　切れ者の会長をやりこめるのは、副会長の宮(みや)沢(ざわ)雪(ゆき)美(み)である。三年生が生徒会役員を占(し)める中、唯(ゆい)一(いつ)の二年生役員だ。表だって目立つのは会長の江口だが、雪美の事務管理能力があるからこその江口であるという噂があるくらいの、やり手である。

「それと、ユッキーっていうの、やめてもらえませんか!?」

「え、どうしてだい？　可愛らしくていいニックネームだと思うんだが……」

「呼ばれる方は恥ずかしいんです！」

　怒りのためか、恥ずかしさのためか、顔を真(ま)っ赤(か)にして怒(ど)鳴(な)る。

「だったら、ボクのこともちゃんと名前で呼んでくれよ。『会長』だなんて、他人行(ぎよう)儀(ぎ)じゃないか」

　一瞬、言葉に詰まってから、雪美は言い返した。

「会長は先(せん)輩(ぱい)でもあります。なれなれしく名前では呼べません」

「固いよユッキー。そんなんじゃ、男は誰も寄ってこないよ？」

「会長に心配されるいわれはありません！」

　江口は肩をすくめて、こういう子だよと、真吾たちに訴えてみせる。

「そんなことより、行きますよ！　今日は予定がギッシリ詰まっていて、忙(いそが)しいんですから！」

「はいはい、わかってますって。すぐに用事を済ませるから、先に行っていてくれ」

「そうやって、逃げる気じゃないでしょうね？」

「信用ないなぁ」

「実際にいまサボってるんですから、信用なんかあるわけないじゃないですか！」

　怒りながらも、踵(きびす)を返して去っていく。去り際に強烈な視線を大輝に投げかけてきたが、どういうことだろう。

　雪美の背中を見送りながら、江口は苦笑しながら肩をすくめてみせた。

「いい子なんだが、ちょっとマジメすぎて性格もきつくてね……」

　自業自得っぽいので、「大変ですね」とも言えず、真吾は曖(あい)昧(まい)に笑ってやり過ごした。

「しかし、やけにかまうじゃないか」

　大輝がからかうように言うと、江口は飄(ひよう)々(ひよう)と答えた。

「僕の趣味に合いそうな子なんでね」

「趣味？」

「ああいうマジメちゃんが、正気を失うくらい恥ずかしい目にあって、涙(なみだ)目(め)で顔を真っ赤にする姿とか、いいと思わないかい？　想像しただけでゾクゾクしちゃうんだよ」

　こんなところに、素(す)敵(てき)に鬼(き)畜(ちく)な趣味のお方がいらっしゃるようだ。

　江口は、本当に長居するつもりはないようで、「じゃあ、また後で」と言って、去っていった。

「さて、俺たちもしばらくは自分たちの役目を果たそうか」

「……そうだな」

　真吾と大輝は、教室へと向かった。







　真吾のクラスでは、喫茶店と占(うらな)いの館(やかた)を行っている。

　リーナと清美という、魅(み)惑(わく)の転校生がいるのだから、これを活用しない手はないと、二人のために考え出された企画だ。

　喫茶店は、いわゆるコスプレ喫茶である。

　リーナの正装にあわせて、クラスメイトたちもドレスやタキシードに身を包み、上品でかつ見映(みば)えのする喫茶店として繁(はん)盛(じよう)していた。

　また、喫茶店の一角では占いの館を開いており、清内路神社の巫女という触れ込みで、清美が占いをしている。

　もちろん、清美は占いなどできない。

　適当なことを口にして、それっぽく解説するだけである。しかし、触れ込みが功(こう)を奏(そう)しているのか、はたまた清美が放つ不思議な魅力が原因なのか、こちらもけっこうな人気で、順番待ちのために喫茶店を利用する人も少なくない。

　真吾が占いの館を覗(のぞ)き込(こ)んでみると、担任の梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)が真剣な表情で、清美と向かい合っていた。

「で、どうですか？　私の運命の人とは、いつごろ出会いそうですか!?」

「……出ました。……貴女(あなた)は運命の人とは、すでに出会っています」

　柚子はギョッとしたように目を剝いた。

「……けれど、この恋はうまくいかないでしょう。……諦めが、肝(かん)心(じん)です」

「そ、そうですか……」

　なかなか致(ち)命(めい)的(てき)な結果だったらしい。

　柚子はフラフラとした足取りで、占いの館から出てきた。

「先生」

「はい？」

　声をかけると、精(せい)気(き)のない表情で振り向く。

「大丈夫ですか？」

　柚子はハッとして頭を振り、ぎこちないながらも笑ってみせた。

「大丈夫です。占いを信じていたら、まともに生きていけませんよ」

　そのわりにはショックを受けていたようだが。

　あえてそこには突っ込まず、真吾は喫茶店を見回した。

「それにしても、繁盛してますね」

「ですね。私の目に狂いはありませんでした」

　喫茶店をリーナ中心のコスプレ喫茶にしようと言い出したのは、実は柚子である。おとなしくておもしろみのない文化祭に飽きていたのは、生徒だけではなかったのだ。

　喫茶店では、リーナがオクターヴァの正装であるドレス姿で給(きゆう)仕(じ)をしている。実はあのドレスは、王族の正式な戦(いくさ)装(しよう)束(ぞく)なのだが、真吾はそれを指(し)摘(てき)するようなことはなかった。

　リーナに似合っているのはもちろんだし、最初に出会ったときの姿が、この豪(ごう)奢(しや)なドレス姿だったから、リーナといえばドレスというイメージもある。

　普段はドレス姿であっても豪(ごう)快(かい)に闊(かつ)歩(ぽ)するリーナだが、いまは柚子に仕込まれた優(ゆう)雅(が)さで、しゃなりしゃなりと歩き回っていた。これだけを見れば、本当にどこかの国のお姫様である。外見も問題ないため、清(せい)楚(そ)でたおやかな印象すら与えるくらいだ。

　一般客としてやってきたタロウに淳、光夫も、このリーナには感じ入るところがあったようだ。

「普段が普段なだけに、しおらしい王女は新(しん)鮮(せん)だな……」

「ほ、本当に、王女様みたいなんだな」

「やべえ、こっちみて笑いかけられたとき、マジで見とれちまったよ……」

　リーナと清美の人気で喫茶店は大繁盛、二人ともミスコンのアピールも兼(か)ねているとあって、気合いが入っている。

　対照的に、気合いの入れようがなかったのは穂香である。

　部外者である穂香は、今日は県ヶ丘の演劇部の観劇という名目で来ている。そうでなくては、美須々ヶ丘の校則により、他校への文化祭は参加できないのだ。

　だから、文化祭が終わったら、穂香は一週間以内に劇の感想を担当教師に提出しなくてはならないし、そのためには実際に、劇を見なくてはならない。ただでさえリーナや清美のようなアピールできるものがない穂香なのに、そうした時間のロスは圧(あつ)倒(とう)的(てき)に不利だった。

　おまけに、美須々ヶ丘の教師も何人か見回りとして校内を歩き回っている。変に目立つと、その時点で帰らされてしまう可能性もある。

　しかたなく、穂香は目立たないようにふるまうしかなかった。自分をアピールできないのなら、せめて二人のアピールをじゃましようとばかりに、真吾のクラスメイトに頼み込んで、喫茶店の厨(ちゆう)房(ぼう)を手伝うことになった。

　とはいえ、正面切ってじゃまするわけにもいかないし、厨房でできることにもかぎりがある。

　なので、穂香は注文されたレモンティーに、なぜか厨房に置かれていた「精力増強！　すっぽんＺ」を混ぜてみたり、「一〇〇〇倍に薄(うす)めて飲むレモンティー」を一〇倍程度で出してみたりと、できる範囲で意(い)図(と)的(てき)に失敗作を生み出していった。

　当然、そんなものを出したらクレームが来るわけで、その矢(や)面(おもて)に立たされるのがリーナである。

　いまのリーナは、深(しん)窓(そう)の令(れい)嬢(じよう)を演じている。いつものように、暴力や強引な手段に訴えてやりこめることができない。

　そうなると、いつものリーナを知っている学生たちは色めき立って責めてくる。

「おいおい、なんだよこれ？　こんなもの出すのか？」

「す、すいません……」

「すいませんじゃないだろ？」

「も、申し訳ありません……」

「謝って済むのかよ？」

「そ、それは……」

　低(てい)姿(し)勢(せい)ながらも、はらわたは煮(に)えくりかえっているのだろう。だんだんと頰(ほお)が紅(こう)潮(ちよう)してきて、拳が握り締められる。

　そろそろ出番かなと、穂香は身構えた。

「なんとか言えよ！」

　激(げつ)昂(こう)する客に、ついにリーナの堪(かん)忍(にん)袋(ぶくろ)の緒(お)が切れた。

　握り締めた拳を振り上げ、目(め)尻(じり)を吊(つ)り上(あ)げて、叫(さけ)ぶ。

「貴様、いいかげんに……！」

「申し訳ありません、お客様！」

　すかさず、穂香は割って入る。

「こちらのミスでご迷(めい)惑(わく)をおかけしてすいません。ただいま、代わりのものをお持ちしますので、どうかお許しください」

「え、あ、ああ……」

　毒(どく)気(け)を抜かれたのか、客はあっさりと頷いた。

　ここぞとばかりに、穂香は満面の笑みを浮かべる。

「ありがとうございます。その、お客様が優しい方で、嬉(うれ)しいです……」

「い、いや、こちらこそ……」

　最後はだらしなく表情が緩(ゆる)んでいた。

　厨房へ戻ると、早速リーナが嚙みついてきた。

「どういうことだ？　ホノカがしゃしゃり出てくる必要はないだろう？」

「でも、あのままだと、リーナさんとお客さんがケンカになってしまいますし……」

　こうでもしないと、自分のポイントが稼(かせ)げないのだ。

　そうした意図を悟ったのか、リーナの目元が険(けわ)しくなる。

「なるほど、やるな、ホノカも」

「負けるわけにはいきませんからね」

　二人の間に、壮(そう)絶(ぜつ)な火花が散る。
















　とはいえ、リーナばかりにかまっていることもできない。

　穂香は次に、清美の様子を窺うことにした。

　清美は相変わらず、なにも考えていないような無表情で、淡(たん)々(たん)と占っている。

　いいかげんな占いとはいえ、なにも知らなければ、お客さんも柚子のように一(いつ)喜(き)一(いち)憂(ゆう)して帰っているのかと思ったが、そうではないようだ。

　みんな、喜びに打(う)ち震(ふる)え、感(かん)激(げき)の表情で席を立っている。しかも、男性ばかりが、だ。

　穂香は清美とお客さんのやりとりに耳を傾けた。

「……なにを、占いますか？」

「れ、恋愛運を」

「……出ました。……超最悪。……天(てん)中(ちゆう)殺(さつ)と大(だい)殺(さつ)界(かい)と世紀末が同時に押し寄せるような悲恋を経験するでしょう」

「そそ、そんな！　ど、どうすれば、いい恋愛ができるようになるんですか！」

「……そんなあなたにラッキーチャンス。……ミスコンで清内路清美に清き一票を。……そうすれば、身が悶(もだ)え、口から砂糖を吐(は)き出(だ)すような恋愛ができる運気に大変身」

「ほ、本当ですか!?」

「……私、噓(うそ)つかない」

「あ、ありがとうございます！　きっと、あなたに一票入れます！」

　お客さんが去ると、清美は「ふふっ」と笑って、指を折る。

「……これで、一三人目。……優勝は私のもの」

「って、なにやってるんですか!?」

　たまらずに、穂香は詰め寄った。

「い、いまのって、インチキじゃないんですか!?」

「……違う。ただの営業。……もともと、いいかげんな占いだし」

　しれっと言う。

「……真吾くんと一夜を過ごす権利を得るためなら、私はなんでもするから」

　それは宣(せん)戦(せん)布(ふ)告(こく)だった。

　穂香にもリーナにも負けないという、気(き)迫(はく)が伝わってくる。

　次のお客さんが来てしまったので、穂香はそれ以上、詰め寄ることができなくなった。

　……一三人、と言っていたか。

　それだけの票が、確実なものになっている。

　リーナも、同じくらいの男心をつかんでいるだろうか。

　それに対して、自分は……。

　確定票はまだ、一つもない。

　いったい、なにをやっているのだろう。

　穂香は途(と)方(ほう)に暮れた。







　そうこうしているうちに、時間は過ぎていった。

　陽がだいぶ傾き、一般客が帰り始める。

　文化祭も終(しゆう)盤(ばん)を迎えていたが、真吾たちにとってはこれからが本番だった。

　時間を確認し、さて、そろそろ講堂に行こうかと教室を出ると、真吾はバッタリと宮沢雪美に出くわした。

　雪美は真吾の顔を一瞥すると、表情も変えずに腕を取り、真吾を廊下の隅(すみ)に引っ張っていった。

「ちょっと聞きたいんだけど」

「な、なに？」

「会長、見なかった？」

　ギクリとした。

　おそらく、もう講堂にいるのだろう。

「いや、見なかったけど……」

「そう……」

　疲れ切ったため息をつく。

「まったく、この期(ご)に及(およ)んでサボるなんて……」

「サボる？」

　雪美は口にしようかどうか迷ってから、切り出した。

「会長って、マジメで切れ者のように見られてるけど、本当はすごいナマケモノなのよ」

　それは、初耳だった。ただ、先ほどのやりとりを見ていると、面白みのない人ではないなというのは感じていた。

「それを私がムリヤリ働かせているだけ。今日もなにを企んでるのか知らないけど、生徒会室を無断で抜け出しては、どこかに行ってたみたいだし……。私は会長のお守り役をやりたくて生徒会に入ったんじゃないのに」

「大変、なんだね……」

「大変なんてもんじゃないわよ！」

　激昂されて、真吾はたじろいだ。

「この文化祭だってそう！　面白いものにしようって、企画を立ち上げて、教師たちを説(せつ)得(とく)する材料を考えて、教育委員会に掛け合う算(さん)段(だん)も整えた。だけどね、そこで終わりなの。後は任せたって！　面倒なことは全部押しつけて！　考えるだけ考えて、実行するのは私たち！　会長はまるで動こうとしないのよ！」

「は、はぁ……」

　凄い剣(けん)幕(まく)でまくしたてられて、言葉がない。

「それを、なだめてすかして蹴(け)飛(と)ばして、どうにか前面に押し出して！　憎らしいことに、さんざん嫌がっておきながら、いざ教師や教育委員と対(たい)面(めん)となると、それまでが噓のようにマジメな青少年の顔になるんだから！　こっちはもう、呆(あき)れていいのか感心すればいいのかわからないわ……！」

　最後のほうは、嘆(なげ)きに近い愚(ぐ)痴(ち)になっていた。

「しかも、私が会長の扱いに長(た)けてるからって、生徒会のみんなして、会長のお守り役を押しつけて！　ああもう、なんでこんなことになっちゃったのかしら……！」

「さ、災(さい)難(なん)だね……」

「災難よ！」

「でも、もう少しの辛(しん)抱(ぼう)じゃない？　文化祭が終われば、いまの生徒会は解散するし、会長も引退なんだから」

「……そうね。今日が終われば、後は引き継ぎだけ。ようやく解放されるわ……」

　やれやれと肩をもむ仕(し)草(ぐさ)をみせるが、その表情があまり浮かないのはなぜだろう。

　そこで、自分が愚痴を言っていたことに気がついたのだろう。慌(あわ)てて表情を引き締めて、真吾に指先を突きつける。

「というわけで、会長を見かけたら教えなさい。いいわね？」

「は、はいっ」

　思わず、返事をしてしまった。




３




　いよいよ、ミスコンの幕が上がろうとしていた。

　講堂には、三〇〇人を超える男子生徒が結集し、全員が仁(に)王(おう)立(だ)ちで、幕開けをいまかいまかと待ち望んでいる。

　真吾は当然のように、最前列に陣取り、その横を江口生徒会長と大輝が固める。当日観戦が決まった光夫や淳たちは、後ろのほうに追いやられているが、これはしかたがないだろう。

　講堂の窓という窓には、暗(あん)幕(まく)がかけられている。これは文化祭が始まったときからこうなっているので、閉め切ってあっても、不(ふ)審(しん)に思う者はいないはずだ。

　出入り口では、生徒会の役員が目を光らせている。女生徒や関係者からの紹介のない者が入ろうとすると、彼らが穏(おん)便(びん)に、ときには強制的に排(はい)除(じよ)することになっている。

　副会長の宮沢雪美をはじめとする女性陣に気づかれないためには、彼らがうまく対処する必要があるため、非常に重要な役(やく)所(どころ)だ。もちろん、ミスコンを観覧できない彼らのために、特別な計らいをするよう、大輝に打(だ)診(しん)してあるらしい。

　ぬかりはない。万(ばん)全(ぜん)の態勢で、そのときを迎えようとしていた。

「時間だな」

　江口が呟(つぶや)く。同時に、照明が落ちた。

「ジェントルメン、アーンド、ジェントルメン！」

　司会進行の生徒が壇上に現れ、マイク片手に呼びかける。

「県ヶ丘高校生徒会が全知全能をかけてお送りする裏企画、ミス県ヶ丘の開催をここに宣言するぜぃ！」

　おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　静かだが、深く、厚みのある歓声が沸(わ)き起(お)こる。

　あまりに大騒ぎをしては、声が外に漏れてしまうため、みんなキチンと自(じ)重(ちよう)しているらしい。素晴らしい団結力である。

　歓声が静まると、司会者はミスコンの概(がい)要(よう)を説明する。

　まず、エントリーされた女の子が一人ずつ、自(みずか)らをアピールする時間が設(もう)けられている。その後で全員が一堂に会し、最後のアピールを一言で行う。そうして、すべてのアピールが終わった後で、観覧者は入り口で渡された投票用紙に一人だけ名前を記入して、投票することになっている。

　真吾の出番は、全員が壇上に並んだときだ。一言アピールの最中に、大輝の指示でスカートをめくるのである。

　壇上では早(さつ)速(そく)、一人目の女の子が登場していた。

　最初の女の子は、佐(さ)川(がわ)良(りよう)子(こ)だった。

　バスケ部のエースである彼女は、ユニフォームに身を包んでいた。それが、自分をうまくアピールできる格好だと判断したのだろう。正しい、と、真吾は心の中で頷いた。

　身長はそれほど高くはなく、体も他の女の子と比べても細い方だ。性格もおっとりしていて、こういう場に出てくるタイプではない。事実、壇上で挨(あい)拶(さつ)する彼女の声は震えていたし、うまくアピールすることができないでいた。

　それでも彼女が参加したのは、男連中に半ばムリヤリ担(かつ)ぎ出(だ)されたか、優勝商品が目当てかのどちらかだろう。

　最後に、良子は得意なバスケで締めくくることになった。

　ボールを受け取り、一つ息を吐く。とたんに、どこか及び腰だった表情が引き締まり、全身から気迫がみなぎる。

　ドリブルし、壇上を駆(か)けめぐる彼女の姿は美しかった。何人かの男子生徒を敵に見立てて、それを華(か)麗(れい)にかわしていく。一つ一つの動作が流れるようで、ムダがない。まるで優雅なダンスを踊るかのようにステップを踏み、かと思えば、弾(だん)丸(がん)のようなスピードで加速し、突破していく。

　アピールを終えた後、講堂は観客のうっとりするようなため息で満ちあふれた。良子の豹(ひよう)変(へん)に、圧倒された者も多いようだ。

　良子は、静かな歓声に応えながら、汗のしたたる笑顔で去っていった。

　初っぱなから、レベルの高い争いを予感させる内容だった。

「素晴らしい健康美だ」

「外見にそぐわない運動能力も魅力的だな」

　江口と大輝は、解説員気取りで感想を述べる。

「でも、佐川さんはユニフォームだよ？　スカートじゃないとまずいんじゃない？」

「ユニフォームもめくれれば、それはそれできわどい姿になるから問題ない」

　真吾の不安は一(いつ)蹴(しゆう)された。

　次は、真吾のクラスメイトの三(み)田(た)潤(じゆん)子(こ)だった。

　物静かでおしとやかな彼女がなんで、と思ったが、参加する理由は佐川良子と同じようなものだろう。

　潤子の趣味は読書だ。しかも、図書委員会に所属しているからだろうか、彼女のアピールは本の朗(ろう)読(どく)だった。

　けれど、人前に出るのが苦手な性(しよう)分(ぶん)なため、緊張のあまり、うまくいかない。嚙んだりつっかえたりで、彼女の魅力がアピールできているとは言(い)い難(がた)かった。

　しかし、それがいい方に転がったようだ。

　嚙んだときのおかしな発言には愛(あい)嬌(きよう)があり、男たちの心の琴線のどこかに訴えかけるものがあったらしい。

「彼は言いました。『きみとはもう会えないにょです……』。彼女は言いました。『らめぇ！　行かないでぇ！』。二人の間には、悲しいほどの溝(みぞ)が生じていたのれす……」

　朗読が終わると、大歓声が沸き起こった。

　潤子にしてみれば、大失敗の朗読だったから、歓声の意味がわからなかったにちがいない。けれど、最後には満面の笑みになって、一礼した。

　その笑顔は、盛り上がっていた観客が、ハッと息を呑(の)むほど魅力的な笑顔だった。

「素晴らしい」

「素の生(なま)『らめぇ』を聞くことができるとはな。僥(ぎよう)倖(こう)だ」

　江口と大輝は、恐ろしいほど冷静に、女の子たちを自らの審(しん)美(び)眼(がん)にかけているようだ。

　その後も、板(いた)倉(くら)沙(さ)樹(き)や油(ゆ)井(い)亜(あ)佐(さ)美(み)といった美少女たちが自らをアピールしていく。飛び入り参加として、超のつくお嬢様学校に通う新(にい)山(やま)沙(さ)也(や)香(か)が現れたときには、自制をなくした観客から大歓声が沸き上がったほどだ。

　大輝が言っていた、もう一人の他校生とは、彼女のことにちがいない。

「ほう、彼女が本当に参加してくれるとは思わなかったよ」

「その分、苦労したさ。その甲(か)斐(い)はあったようだが。……なあ、真吾？」

　こっちに振るなと怒鳴りつけてやりたいところだった。なにしろ彼女は真吾の初恋の女性である。小学生の頃からその美(び)貌(ぼう)と人柄でアイドルとして君(くん)臨(りん)してきた、いわば女王だ。他にも、彼女に想いを寄せた男が何人もいるにちがいない。

　会場からは、かつてない歓声が沸き起こった。

　聖(せい)泉(せん)女(じよ)学(がく)院(いん)の新山沙也香といえば、町の美少女コンテストでも優勝経験があり、この辺りの同年代の男子なら、誰でも名前くらいは知っている有名人だ。これまでに出てきた美少女たちでさえ、かすんでしまうほどのオーラを放っている。

　真吾の見解では、リーナ、清美、穂香の三人の争いになるはずだった。しかし、沙也香が出ているとなると、話は変わってくる。

　正直、勝負の行方(ゆくえ)はわからなくなった。後から出てくる三人が、どのようなアピールをするかで、勝敗は決せられるだろう。

　次はリーナの番だった。

　喫茶店で、リーナの別の側面をアピールしていただけに、前評判は一番高いかもしれない。

　と、そこで出入り口が騒がしくなった。

　まさか誰かに見つかったのかと思ったが、そうではないようだ。

　人(にん)相(そう)の悪い、大柄な男たちが、ぞろぞろとやってくる。

　真吾はギョッとした。

　男たちの中に、見覚えのある顔があったのだ。

　スーツに身を固めているとはいえ、屈(くつ)強(きよう)な体(たい)軀(く)に厳(いか)つい顔は隠(かく)しようがない。

　間違いない。

　真吾たちと戦ったことのある、オクターヴァ人である。

　不審に思ったらしい江口が携帯でどこかに連絡を取る。

「僕だ。いま入ってきた連中は？　そうか、正規のチケットを持っていたんだな？　秘密厳守も心得ていると。わかった」

　電話を切って、大輝に報告する。

「問題ないようだ。ただ、念のために出入り口の警(けい)戒(かい)だけは強化しておく」

「任せる」

　二人は、オクターヴァ人をただの観客とみなしたようだ。

　確かに、きちんと秘密が守られるなら問題はない。

　しかし、彼らはいったい、なにをしに来たのか……。

　疑問はすぐに氷(ひよう)解(かい)した。

　おとなしく席に着いた彼らだったが、リーナが舞台に姿を現すなり、野太い声でエールを送り始めたのだ。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉ！　り、リーナ様だぁぁぁぁぁぁぁ！」

「なんという可(か)憐(れん)なお姿！　なんという威(い)厳(げん)ある佇(たたず)まい！」

「リーナ様、頑(がん)張(ば)ってください！　我々がついています！」

　真吾は椅(い)子(す)からずり落ちるところだった。

　なんということだ。彼らはただ、リーナの応援にやってきただけらしい。わざわざ、異世界まで。

　しかし、いったい、どうやってミスコンのことを知ったのだろうか。

　リーナは「ば、バカ、やめろ！」と身振りで訴えるが、興奮状態のオクターヴァ人には通じなかった。

　会場内から、失(しつ)笑(しよう)が漏れる。真吾もつられて笑ったが、すぐにそれどころではないことに気がついた。

　自分はこれから、リーナを含めた女の子たちのスカートをめくるのだ。

　オクターヴァでは、王族の女性が顔以外の肌(はだ)を見せていいのは、家族か恋人、婚約者だけである。そんなリーナのスカートを、公衆の面前でめくるのだ。オクターヴァ人にしてみれば、とんでもないできごとである。

　これで、真吾たちのように喜んでくれれば問題ないのだが、リーナはオクターヴァ人のアイドルである。それも、神聖高貴なアイドルだ。もし、そんなアイドルのスカートをめくったことがばれたら……。

　いや、ばれるのは確実だ。こんな場所でスカートが自然にめくれることなどありえないし、となれば、犯人は自然と真吾一人に絞(しぼ)られる。

　リーナだけなら、いつものことだから一発ぶん殴(なぐ)るだけで済むだろう。しかし、彼らオクターヴァ人はどうだろう。

　真吾の背中に、冷たいものが流れた。

　きっと、ただでは済まないにちがいない。ある意味で、ヤクザなんかよりもタチの悪い連中だ。異世界ならではの、想像もできないような仕打ちが待っているだろう。

　真吾は大輝を見た。

　異世界人の闖(ちん)入(にゆう)など意に介した様子もなく、舞台を凝(ぎよう)視(し)し続けている。

「だ、大輝……」

「どうした？」

「例の作戦、今さら中止には……」

「どうした。おじけづいたか？」

「そうじゃないけど……」

　やはり、中止にはできない雰囲気だ。

　真吾は頭をフル回転させた。

　スカートをめくるのはまずい。けれど、スカートをめくらないわけにもいかない。

　この場にいる男子全員の期待を背負っているわけだし、もしめくらなかったとなれば、責任は真吾にふりかかってくる。青少年のリビドーもまた、真吾にどのような仕打ちをするのか想像もできなかった。

　スカートをめくるか、めくらないか。

　真吾はかつてない選択を迫(せま)られていた。

　気がつけば、リーナどころか清美と穂香のアピールタイムも終わり、壇上にはミスコンの参加者全員が並んでいた。

「さあ、真吾、出番だぞ」

「う、ぁ……」

　急(せ)かされるが、動けない。

　後ろからも、早くしろというオーラが漂(ただよ)ってくる。

　刺すような視線が、真吾の背中に突き刺さって急きたてる。だが、いくら急きたてられようが、真吾は動けない。

　どうする、どうする、どうする!?

　助けを求めるように顔を上げると、壇上のリーナと目があった。その瞬間、真吾は閃(ひらめ)いた。スカートをめくりつつ、リーナのスカートをめくらない方法を！

　要は、リーナがスカートをめくらせなければいいのだ。

　真吾は自分の太ももを押さえつけた。こうだ！　こうやって、スカートを押さえるんだ！

　懸命に、身振りで訴える。

　しかし、リーナは気づかない。

　疑(ぎ)問(もん)符(ふ)を頭に浮かべて、首を傾げるだけだ。

　もう一度、太ももを押さえつける真(ま)似(ね)をする。それでも、リーナには通じない。

　真吾は手首を返して、スカートをめくる仕草をした。それで通じたらしい。

　ああ、と頷いた後で目に殺(さつ)気(き)が宿る。

「なにをする気だ！」

　そう訊(き)かれる前に、真吾は腕を振り上げ、小さく「めくれろ！」と叫んだ。

　行動に移した真吾をみて、リーナは慌ててスカートを押さえる。隣(となり)にいた穂香も気づいたのか、もしくは反射的な行動だったのか、同じようにリーナにならう。

　だが。

　なにも、起こらなかった。

　講堂は、静まりかえったままだった。

　女の子たちの悲鳴と、男たちの歓声で埋(う)め尽(つ)くされるはずが、先ほどまでとまったく変わらない静けさなのだ。

　真吾は我が目を疑った。

　なぜか、女の子たちのスカートはめくれなかった。

　少しだけ浮き上がるような動きはみせたものの、そよ風に吹かれた程度の動きだった。当然、きわどい部分はまったく見えない。女の子たちにいたっては、浮き上がったことにすら、気づいていない。

「あ、あれ……？」

　キョトンとしていると、けたたましい音を立てて、出入り口の扉(とびら)が勢いよく開け放たれた。

「そこまでよ！」

　威(い)勢(せい)のいい声と共に飛び込んできたのは、副会長の宮沢雪美だった。そのあとから、ぞろぞろと女の子たちが続いてくる。

「な、なんだ!?」

「どういうことだ!?」

「静かにしなさい！」

　ざわめく男たちを一喝で静めると、雪美は大(おお)股(また)で舞台に上がり、司会者からマイクをふんだくると、観客たちを見下すように一瞥して、宣言した。

「残念ですが、ミスコンは中止させていただきます」

「え、え……？」

　急展開すぎて、頭が追いつかない。

「ただのミスコンなら、こんなに目くじらは立てません。けれど、参加者のスカートをめくることを前提にしたミスコンを見逃すわけにはいきません」

　これにギョッとしたのはミスコンに参加していた女の子たちだろう。当然だ。そんなこと、聞かされていないのだから。

「ちょ、ちょっと！」

「どういうことですか!?」

　詰め寄ろうとする女の子たちをなだめて、雪美は江口に迫る。

「ごらんの通り、彼女たちの怒りは当然のものです。これにはなんらかの罰(ばつ)をもって応えたいと思いますが……」

「ユッキーの好きにしていいよ」

　江口の投げやりな口(く)調(ちよう)に、真吾はギョッとした。

　スカートをめくろうとしていたことは事実だが、まだめくったわけではない。なにか仕掛けがあるわけではないから、証(しよう)拠(こ)を押さえることは不可能だ。

　だから、しらを切れば言い逃れできたはずなのに。

　どうしてそこで、あっさりと認めるような態度をとるのか。

「あ、あの、俺たちは別に、スカートをめくったりとかは……」

「するつもりだったんだろ？」

　リーナに凄まれ、真吾は言葉を失った。

　そうだった。リーナにはスカートをめくることを予告してしまったのだ。もはや言い逃れるすべはなかった。

「どんな罰がいいですかね」

「わたくしに提案があるぞ」

　額(ひたい)に青(あお)筋(すじ)を浮かべながら、リーナは言った。

「こいつらはいつもハレンチなことばかり企んでいるからな。今日は貴様らが、恥をかくがよい」

「なるほど。女性を眺めて優劣を争(あらそ)わせていたわけですからね。つまり……」

　雪美はメガネをついっと持ち上げた。

「ここにいる男子は全員、裸になりなさい」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　男たちは悲鳴だか歓声だかよくわからない叫びをあげた。

「女の子たちのあられもない姿を見ようと企んだ罰です。今度はあなた達が、恥ずかしい姿を見られる側に回りなさい」

　真吾が呆(あつ)気(け)にとられていると、生徒会役員の女子が、次々に男連中に襲(おそ)いかかり、服を脱がしていく。

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁ！」

「やめてぇぇぇぇぇぇ！」

「いやぁぁぁぁぁぁん！」

「そこは、そこはだめぇぇぇぇぇぇ！」

　見苦しいほどの地(じ)獄(ごく)絵(え)図(ず)が、繰り広げられる。女の子たちが嬉(き)々(き)とした表情で襲いかかっているのは気のせいだろうか。

「し、真吾、てめぇ！　スカートをめくるなんて話、俺たちは聞いてないぞ！」

「ひ、ひどいんだな！　ぼ、僕たちは無実なんだな！」

　光夫と淳の悲鳴も聞こえてくる。そういえばあの二人には、真の目的を話していなかったか。

　タロウはひっそりと騒ぎの輪から抜け出して、おそるおそる、遠巻きに見守っている。

「さあ、宮田くんも観念しなさい」

「う……」

「ま、待ってください！」

　間に入ってきたのは穂香だった。真吾は感激した。やはり穂香は仲間だ。真吾のことをかばってくれようとしている。

「私が、やります」

　あれ？

「ほ、穂香……？」

「真吾くん、あなたって人は……」

「え、ちょ、まっ、穂香!?」

　逃げようとすると、清美にぶつかってしまった。

「清美、ゴメン！　って、え？」

　清美は、真吾の制服を強くつかんで離さない。

「……真吾くん」

「まさか……」

「……優勝商品がなくなっちゃったから、代わりに、ここで……」

「ぐはっ!?　ま、待ってくれぇ！」

「……だいじょうぶ、痛くしないから」

「清美ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」

　真吾は制服をひんむかれ、パンツ一(いつ)丁(ちよう)にされてしまった。

「ま、パンツはせめてもの温情よ。それ以上は別に見たくもないし」

　雪美の目は、大輝と江口に向けられる。

「さあ、最後はあなたたちです。首(しゆ)謀(ぼう)者(しや)らしく、潔(いさぎよ)い対応をお願いしますね」

　大輝と江口は顔を見合わせ、苦笑した。笑える神経が、真吾には理解できなかった。

「それとも、人の手を借りた方がいいかしら？」

「いいや、自分でできるさ」

　清(すが)々(すが)しいほどの脱ぎっぷりで、二人はパンツだけになった。あまりの清々しさに、見守っていた女の子たちのほうが赤(せき)面(めん)するほどだ。

「しかし、残念なお知らせがあるんだよ、ユッキー」

　パンツ一枚で、江口は一歩、前に出る。

「な、なんですか……？」

「これくらい、罰にも恥にも感じない男もいるということなんだ」

　イヤらしい笑(え)みを浮かべながら、一歩一歩、江口は雪美に迫る。

「え？　ちょっと、会長？　待って……」

　後ずさる雪美の背に、誰かがぶつかった。振り返った雪美は絶句した。

「それどころか、嬉々として肉体をさらけ出す男もいるくらいだ」

　これもパンツ一枚の大輝が、雪美の肩を抱いて、耳元で囁く。

　声にならない悲鳴を上げて、雪美は飛(と)び退(の)いた。

「か、か、か、か、か……」

「うん？　どうしたんだい、ユッキー」

「さては、俺たちの肉体美に声も出ないな？」

　違うと、雪美は叫んでいたにちがいない。言葉が空回りするだけで、意味不明な単語の羅(ら)列(れつ)ばかりが口をついて出る。

「さあ、ユッキー。僕たちにはこれくらいのことでは、罰にはならないんだ」

「もっと罰にふさわしい罰を、俺たちに与えてくれ」

　たまらずに、雪美は悲鳴を上げた。

　そんなことを、パンツ一枚の姿で迫るのだ。雪美でなくても叫びたくなる。

　その傍(かたわ)らでは、リーナがオクターヴァ人を正座させて、ことの経(けい)緯(い)を説明させていた。

「ち、違うんです、リーナ様！」

「お、俺たちは、リーナ様のスカートがめくれるなんて話は聞いてませんでした！」

「ただ単に、トランクィロ様が行ってこいとおっしゃられたので……！」

「トランクィロ様が？」

　険しいリーナの表情に、戸(と)惑(まど)いの色が混じる。

　トランクィロとは、リーナの世界の神様である。しかし、なんで異世界の神様がミスコンのことを知っているのか。

「わたくしが、どうすれば優勝できるか、相談したのがいけなかったようだな……」

　なるほど。

　それで、彼らを応援部隊として差し向けたのか。

　いつの間にか、男たちは全員、正座をさせられていた。大輝と江口だけが、堂々と仁王立ちしている。もちろん、パンツ一丁で、だ。

「と、とにかく、後夜祭が始まるまで全員、その格好でいなさい！　着るものは各自の教室に置いておきます。恥ずかしい姿をみんなに見てもらいなさい！」

　男たちは、素直に従うしかなかった。

　それにしても……。

　女の子たちのスカートは、どうしてめくれなかったのか。

　そして……。




　いったい、彼女たちはどうやって、このミスコンの情報をつかんだのだろう……。




４




　後夜祭が始まった。

　講堂から解放された男たちは、蜘(く)蛛(も)の子を散らすように飛び出していった。一(いち)目(もく)散(さん)に、それぞれの教室を目指す。

　部外者の光夫や淳は、その場で服を返してもらい、早々に追い出されてしまったようだ。

　パンツ一枚で校舎を駆ける男たちに、なにも知らない生徒や教師は目を剝いていた。何人かが捕まって事情を聞かれたようだが、「青春の一ページを刻(きざ)んでいるんです」という意味不明の説明に、教師たちも「まあ、文化祭だしな」と納得して、その場ではきついことは言わず、後日、反省文を書かせる程度にとどまった。

　こうして、一見すれば、何ごともなかったかのように、後夜祭は進んでいく。

　最大の目玉であるファイアストームが校庭を赤く染め上げる。

　文化祭で使用され、不要になったものが、次々に投げ込まれていく。

　生徒たちの歓声と、マイムマイムの音楽に乗って踊る姿を校舎の三階から見下ろしながら、宮沢雪美は不思議な達(たつ)成(せい)感(かん)に身を浸(ひた)していた。

　ついさっきまでは、ミスコンのことでイライラしたりモヤモヤした気分になって落ち着かなかったのに、こうして文化祭が最後の盛り上がりをみせている様子を見ると、気にならなくなってきた。

　過程はどうあれ、文化祭を成功させるために尽力してきたことには変わりないのだ。

　このファイアストームにしても、学校側に許可を取りつけるまで、どれだけの労力を裂(さ)いたのかわからない。

　ミスコンを阻止するために、どれだけ学校中を走り回ったかわからない。

　天を焦(こ)がし、校舎を赤く染める熱い炎は、そうした労力が報われたと思わせるくらいに温かく、目に心地よかった。

　一〇年ぶりに復活したファイアストームの周辺では、男女のカップルがいくつか誕生したようだ。もうみんな、ミスコンがあったことなど忘れているのだろう。現金なものである。けど……。

　みんな、楽しんでいる。

　生徒会役員も、一般の生徒も、教師たちも、みんな笑顔だ。

　それで、充分だった。

　そういえば、会長はどこに行ったのだろう。さぼってなければいいのだが……。

　そこで、雪美はこの期に及んで江口の姿を探している自分に気がついた。すっかり、癖(くせ)になってしまったらしい。

　江口は生徒会役員に囲まれて、なにやら談(だん)笑(しよう)している。あとは閉会宣言をするだけだから、気楽なものだ。

　いや、そうじゃない。

　気楽なように見えるし、サボってばかりいるようにも見える。自分が尻を蹴飛ばさなければ、なにも動いてくれない生徒会長のようにも思える。けれど。

　本当にそんな生徒会長だったら、文化祭はここまで盛り上がらなかっただろうし、成功もしなかったはずだ。みんなが笑顔で、ファイアストームを囲んでもいなかったはずだ。

　そう、江口は決して、無能ではない。文化祭の企画、運営、実行、すべて、江口の発案によるものである。自分たちは、その尻馬に乗っただけである。

　ファイアストーム一つにしても、自分たちは消防署と学校に許可を取っただけである。あっさり許可が取れたので、拍子抜けしたしたと、みんなで呑(のん)気(き)に笑ったりもしたものだ。そのための下準備を、江口がしていたことも知らずに。

　おそらく、江口はいつも、人の知らないところで、誰も知らないところで活動しているのだ。自分にしかできないことを。そして、雪美たちにでもできることは、すべて任せてしまう。一見すると無責任な仕事の丸投げでも、江口は自分にしかできないことをしてから、自分たちに渡してくれていたのだ。

　終わりにさしかかったいまになって、気づかされる。そして、自分たちの知らないところで活躍する江口の姿が、まだまだあるはずなのだ。

「そっか、そうなんだ……」

　苦笑しながら、一人ごちる。

「ってことは、あの楢川大輝と一緒じゃなければ、もっとまともな人のはず……」

「ユッキーは行かないのか？」

　いきなり声をかけられ、雪美はギョッとした。

　声をかけてきたのは、楢川大輝だった。

　大輝は雪美の横に並ぶと、窓から身を乗り出して校庭のファイアストームを覗き込んだ。

「いい光景だな。けど、遠くから見守るだけじゃ寂(さび)しくないか？」

「私の勝手でしょ？　それより、よくも私の前に顔を出せたわね」

　裸になった大輝が迫ってくる光景を思い出して、雪美は少し距離をとった。

「本来なら先生たちに突き出すところを、見逃してあげたんだから、ちゃんと感謝しなさいよ」

「見逃したんじゃなくて、見逃さざるを得なかったんだろう？」

「……どういうことよ」

「俺を教師に突き出すということは、首謀者の会長も突き出すということだ。そしてミスコンの全容が明らかになれば、不(ふ)祥(しよう)事(じ)として扱われかねない。そうなれば、文化祭はまた縮(しゆく)小(しよう)されるだろうし、生徒会の地位も名(めい)誉(よ)も失(しつ)墜(つい)する。だから、きみたちは学校側には秘密にせざるを得なかった。違うか？」

　否定したかったが、まさにその通りなので、雪美は無言を貫(つらぬ)いた。どうにも、この男は苦手だった。

「まあ、そんなことはどうでもいいんだ」

　バレたら停(てい)学(がく)もありうることを「そんなこと」扱いして、大輝は懐(ふところ)から一枚の写真を取り出した。

「……なに、これ？」

　写真を覗き込んで、雪美は目を剝いた。

　そこには自分が写っていた。しかも、裸の大輝に迫られて、真っ赤になりながら悲鳴を飲み込んでいる姿が、だ。

「ど、どうして!?　これ、いつの間に!?」

「この俺の手にかかれば、造(ぞう)作(さ)もない」

　そういう問題ではない。

　予想はしていたが、このときの自分はひどい顔だった。

　三つ編みを振り乱し、涙目で大輝から目を背け、口元はひきつって歪(ゆが)んでいる。なんというとんでもない姿を、写真なんかに残してくれたのか。

「こ、これがどうしたっていうの？　まさか、これで私を脅(おど)す気!?」

　大輝は眉(まゆ)を上げて、驚いた顔になった。

「その発想はなかったな。しかし、脅しに使えるような代(しろ)物(もの)か？」

「充分、人に見られたくない写真だわ」

「まあ、よく見てみるんだ」

　見たくもない代物である。

「そう言うなって。それより、さっきの俺と会長の会話、聞こえてたんだろ？」

「さっきって、いつよ」

「廊下で会長につっかかってきたときさ。去り際に、俺を睨みつけていってくれただろ？」

　逃げ出した江口を見つけたときのことか。

「あなたたちの会話？」

「会長の意外な趣味が露(ろ)見(けん)した瞬間さ」

　思い出した。確か、自分のようなマジメな子が、正気を失うくらい恥ずかしい目にあって、涙目で顔を真っ赤にする姿がいいとかなんとか言っていたやつか。

　ふと、ひっかかった。

　見たくもない写真に目を向ける。

　そこには、まさに、マジメな女の子が、正気を失うくらい恥ずかしい目にあって、涙目で顔を真っ赤にする姿が写し出されていた。
















「まさか……」

「どうだ、いい写真だろう？」

　大輝は得意げだった。

　この男は、江口の趣味に合いそうな写真を、ものの見事に撮影してのけたのだ。

　その被(ひ)写(しや)体(たい)が自分であることに、言いようのない感情が沸き上がってくる。

「言っておくが、その写真はまだ、会長には見せていない」

「だから、なんなのよ」

　大輝は雪美を見(み)据(す)えてくる。なんでも見(み)透(す)かすかのような瞳(ひとみ)に、雪美は思わず目を逸(そ)らした。

「これを見たときの会長の反応、気にならないか？」

　雪美の頭に、カッと血が上った。

　気にならないと言ったら噓になる。しかし、どうしてこの男が、試すようなことを言ってくるのか。

　大輝は写真を差し出したままだ。

　余(よ)裕(ゆう)の笑みを浮かべる瞳の奥に、邪(じや)気(き)はない。あるとすれば、無邪気な好奇心か。

　雪美は写真をひったくるように奪い取った。

「没(ぼつ)収(しゆう)するわ」

「そうか」

　それ以上、大輝はなにも言わなかった。

　しばらく睨みあった後、雪美は「フンっ」と鼻を鳴らして、踵を返した。

　いいだろう。やってやろうじゃないか。

　好戦的な気分になって、雪美は校庭に出る。

　談笑している江口をムリヤリ引っ張って、校庭の隅で向かい合う。

「どうしたんだい、ユッキー。うん？　それは、なにを持っているのかな？」

　好奇心にあふれた、キラキラした目で、江口は覗き込んでくる。

　ああ、そうか。

　雪美は納得した。

　江口と大輝は似ているのだ。

　好奇心の赴(おもむ)くままに、突き進むところが。

　そのためには労力をいとわず、己(おのれ)の力を全力で注ぎ込むところが。

　だから、か。

　いまになって気づかされる。あの苦手意識は、自分以上に江口を知る大輝に対する、嫉(しつ)妬(と)だったのだ。

　今回は、一方的に嫉妬心を抱いていた相手から、思わぬプレゼントをもらってしまった。ここは素直に、感謝を――。

　いや。

　雪美は思い直した。

　自分はまだ、大輝ほどに江口のことがわかっていない。もっと江口のことを知るまでは、大輝は最大のライバルなのだ。

　だから、その日がくるまでは、絶対に、礼なんか言うものか。言ってやるものか。

　雪美はそう、決心するのだった。







　雪美が去ったのを見送って、梓川柚子は大輝の横に並んだ。

「ずいぶんと、親切ですね」

「いい写真を撮らせてもらったお礼ですよ」

「でも、リスクも大きかったんじゃないですか？」

　本来の目的であるミスコンは、中止に追い込まれたのだ。

　しかし、大輝はあっけらかんとしたものだった。

「いやいや、ミスコンの成功に勝るとも劣らない写真ですよ、これは。真吾あたりに見せたら、いい感じにぶっ飛んでくれるはずです」

　気にした様子もなく、おもしろそうに笑うだけだ。

「……聞かないんですか？」

「なにをです？」

「どうして、私がミスコンのことを知っているのか、ということをです」

　ミスコンのことは、雪美たちに発覚した後も、教職員には秘密のままだ。柚子が知っているはずもないのだが、そのことをまるで疑問に思わない大輝が不思議だったのだ。

　柚子は、リーナのいる世界の神、トランクィロである。

　だから、リーナから聞かされたミスコンの開催を知っていた。大輝と江口、そしてそこに真吾が加わってなにかを企んでいるということは、見ていればすぐにわかることだった。この三人、特に大輝と真吾が絡むとなれば、企む内容は絞られてくる。ほとんど推(すい)測(そく)で雪美に話したのだが、ものの見事に的中したのだ。

　問題は、開催場所が最後までわからないことだった。文化祭を成功させたいという気持ちは、柚子も雪美も同じだったので、大々的な捜(そう)索(さく)はできなかったし、雪美も言っていたが、こちらの盲(もう)点(てん)をつく形で講堂を使用していたため、発見できたのはミスコンが始まってからだった。

　発見したのは、ミスコンがどのように行われたか見届けるよう命じたオクターヴァ人だった。彼らは純(じゆん)粋(すい)に楽しみに行ったようだが、リーナがスカートをめくられたらどうなっただろうか。

　きっと、歓喜しつつも、宮田真吾を全力で葬(ほうむ)りにかかるだろう。

　それはそれでまずいし、なにより、リーナの気持ちが醒(さ)めることだけは避けなくてはならなかった。

　公(こう)衆(しゆう)の面前でスカートをめくられたら、さすがのリーナも、神の意志に反してでも婚約関係を解消し、オクターヴァに戻ってしまうだろう。それでは困るのだ。

　だから、ミスコン自体はともかく、スカートをめくるような行為だけは、阻止しなくてはならなかった。

　雪美との連(れん)携(けい)で、一部を除く参加者の衣装に細(さい)工(く)ができ、リーナの衣装は喫茶店で使うことがわかっていたので、朝早くに登校して、教室に置かれていたドレスに自ら細工を施したのだ。

　結果としては、細工は必要なかった。けれど、冷や汗をかいたのは確かだ。

　終わりよければすべてよしではないが、ミスコンに関わった生徒たちの中では、もう過去のものとして扱われているようだ。

「聞く必要は、ないです」

「どうして、ですか？」

「全部、予定通りだったからです」

　予定、通り？

　どういうことだろうか。

「まさか、その写真を撮るために、ミスコンを企画したんですか？」

　大輝は踵を返して、窓に背を向けた。

「さあ、どうでしょう？」

　真意をはぐらかすように、肩をすくめてみせる。

「あの写真を使えば、宮沢さんが江口くんにアプローチをかけるだろうということも、予定通りだったんですか？」

「言ったはずです、全部予定通りだと」

　挑戦的でも挑発的でもない、ただ事実を告げるだけの口調。

　おそらく、雪美と柚子が通じていたことも、この男は知っていたにちがいない。

　柚子は背筋に寒気を覚えた。

　相変わらず、この生徒は底が知れない。

　担任として、人生の先輩として、そして神として不本意ではあったが、認めざるを得なかった。

「先生」

「……はい？」

「文化祭、楽しかったですか？」

「……いろいろありましたけど、少なくとも去年よりは楽しかったですね」

「なら、よかった」

　急に人好きのするような笑顔を見せて、大輝は去っていった。

　柚子は動(どう)揺(よう)しつつ、なんとなく楢川大輝という男を理解した。

　たぶん、彼にとって最も重要なのは、楽しいか、楽しくないかなのだろう。

　自分も含め、みんなが楽しければいい。そのためにはなんでもする。

　きっと、そういう男なのだ、楢川大輝は。







　ふと気がつくと、江口と雪美が向かい合ってなにごとか話していた。

　真吾は二人の様子を窺おうとするが、それより早く、二人を遮(さえぎ)るように大輝が現れた。

「よう、真吾」

「大輝か。どこ行ってたんだ？」

「まあ、ちょっとな。それより……」

　ファイアストームを一瞥してから、口を開く。

「ミスコンは、残念だったな」

「まあね。でも、失敗したことも含めて、なんだか楽しかったよ。中止になっちゃったけど、みんなとの一体感は凄かった」

「そうか」

　苦笑して、炎に照らし出された夜空を見上げる。




「それなら、なによりだ……」







ミス・コンテストは秘密裏に　完
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「愛(あい)菜(な)ぁ、誕生日おめでとー！」

「「「おめでとー！」」」

「わぁい、みんな、ありがとー！」

「はい、私からのプレゼント！」

「あぁ!?　この小物入れ欲しかったの！　ありがとー！」

「これは私から」

「きゃー！　マタマタのぬいぐるみじゃない!?　どこで買ってきたの!?　は虫(ちゆう)綱(こう)カメ目(もく)ヘビクビガメ科のぬいぐるみなんて、なかなか手に入らないのに！」

「んじゃ、これはどうかな？」

「えぇぇぇぇぇぇ!?　人気アイドルグループ『ＮＯＷＳ』の限定ブロマイド!?　ファンの間で高値で取り引きされてるっていう伝説的なアイテムじゃない!?」

「愛菜のために、みんな頑(がん)張(ば)って選んだんだよ」

「う、うぅぅぅ……、なんだよみんなぁ……、う、嬉(うれ)しすぎて泣くぞ？」

「泣け泣けぇ」

「ちくしょー、みんな……、みんな、大好きだぁ！　うわぁぁぁぁぁぁん！」

「ぎゃぁぁぁぁぁぁぁ！　来るな！　鼻水！　鼻水がつくってぇ！」







　教室の一角で、賑(にぎ)やかに騒(さわ)ぐ女生徒たちを、リーナ・シェン・フィス・オクターヴァは、もの珍(めずら)しげに眺(なが)めていた。

「おい、シンゴ」

　そんな彼女たちを、微笑(ほほえ)ましげに見つめる宮(みや)田(た)真(しん)吾(ご)に声をかける。

「あいつらは、なにをはしゃいでいるんだ？」

「なにって、見ればわかるだろ？　誕生日を祝ってるんだよ」

「誕生日？　生まれた日のことか？」

　リーナは首を捻(ひね)った。

「こちらの世界で成人と認められるのは二十歳(はたち)だろう？　なんで生まれた日を祝うんだ？」

「そりゃ、その人が生まれた日はめでたいからだよ」

　反論しようとして、リーナは口をつぐんだ。

　リーナが生まれたオクターヴァと異世界であるこの地球とでは、環(かん)境(きよう)も習(しゆう)慣(かん)も違っている。学校のシステムにしても、オクターヴァでは学問よりも武道に重点が置かれているのに対し、地球では武道よりも学問のほうに比重が傾(かたむ)いている。

　学校一つとっても、これほど極(きよく)端(たん)な違いがあるのだ。誕生日についても、きっと同じことが言えるのだろう。

「こちらでは、誕生日は毎年祝うのか？」

「まあ、だいたいそうだな」

　リーナは訝(いぶか)しんだ。

「毎年か？　それではありがたみが薄(うす)れるだろう？」

「一年に一回なら、そんなにありがたみが薄れることもないだろ」

　反論しつつも、真吾の口(く)調(ちよう)は楽しむように弾(はず)んでいた。

　最近、こういうことが多い。

　どうやら真吾は、地球とオクターヴァの違いを見つけては、そのことでリーナと討(とう)論(ろん)するのを楽しんでいるようなのだ。

　最近では、真吾はオクターヴァの文字を、リーナから学んでいる。なにが面白いのか、あきれるくらいマジメに教わっているのだ。

　それでなにがしたいのか、リーナにはよくわからなかったが、自分の世界のことを知ろうとしてくれることが、少しばかり嬉しかった。

「節(ふし)目(め)節目ならともかく、毎年では飽(あ)きないか？」

「飽きないように、プレゼントとかを工(く)夫(ふう)するんだよ」

「プレゼント？　誕生日に贈り物をするのか？」

「しないのか？」

「オクターヴァには誕生日に限らず、贈り物をする習慣がほとんどないからな」

　あるとすれば、なんらかの功(こう)績(せき)をあげた者に対して贈る褒(ほう)賞(しよう)くらいだ。

「だいたい、誕生日なんて毎年必ず来るものだろう？　さっきも言ったように、節目節目ならともかく、毎年では節(せつ)操(そう)がないように思えるんだが……」

　オクターヴァにも、誕生日にまつわる習慣がないわけではない。ただ、地球のように贈り物をしたりするわけではなく、格式ばった儀(ぎ)式(しき)で、本人に年齢を重ねたという自覚を促(うなが)すようなものなのだ。

「一年に一回でも、自分が主役になれる日があるってのは、いいことだよ。祝われて嬉しくないってことはないだろ？」

「そうか？　学校の試験やスポーツでいい結果が出たから祝うというのはわかるさ。努力の結果だから、当然だ。しかし誕生日はなにもしなくてもやってくる。祝われることがわかっているのに祝われて、楽しいか？」

　真吾は腕を組んで考え込んだ。

「まあ、毎年やらなきゃいけない、みたいな空気がないわけじゃないからな……」

　誕生日を祝っている女の子たちは、いずれは祝われる側に回る。そして今日祝ってもらった子は、祝ってもらったからという理由もあって、次の子を祝うことになるのだ。もちろん、本心から祝えるのであれば問題ないのだが、多少は義(ぎ)務(む)化(か)しているところもないとは言えないだろう。

「でも、本気で祝ってもらえたら、それが毎年だって嬉しいだろ？　ああやって、みんなで楽しめればさ」

「うーん……」

　納(なつ)得(とく)はいかないが、真吾の言わんとしているところはなんとなくわかった。

　つまり、祝うことが目的なのではなく、祝うことでみんなが楽しめることが重要なのだ。

　その点、誕生日を祝っている女の子たちはめいっぱい楽しんでいるようなので、リーナも合(が)点(てん)がいくのだった。







　一〇月も終わりにさしかかれば、すっかり秋である。日差しは和(やわ)らぎ、風には涼(すず)やかさを感じるようになり、木々の緑が鮮(あざ)やかな色に変(へん)貌(ぼう)を遂げている。

　リーナが驚いたのは、地球の、それも特に日本は、季節の変化が目に見えて顕著であるということだ。

　オクターヴァには季節というものがほとんどない。

　もちろん、地球と同じく、昼夜の長短や気温の高低、植物の生長などから、多少の季節感を感じることはできる。しかし、じっとしているだけで汗が流れるような夏と、服を何枚も着込んでも凍(こご)える冬とが交互に来るわけではない。なによりも、冬という概(がい)念(ねん)がないのだ。

　オクターヴァは雪が降らない。

　そのことを伝えると、真吾は目を丸くして驚いた。

「オクターヴァ全体が、か？」

「うむ」

「地球にも、雪の降らない地域はあるけど、惑(わく)星(せい)全体ってのはな……」

「だから、雪というものがどんなものか、話に聞いたくらいしか知らないのだ」

「そうなのか……」

「こちらの世界は頻(ひん)繁(ぱん)に降るどころか、かなりの量が積(つ)もると聞いている。だから雪というものがどんなものなのか、どのように降るのか、積もるとどうなるのか、ぜひとも見てみたいんだ」

　真吾はなにか思案していたが、リーナに少し待つよう言って、どこかへ出かけていった。行き先は、真吾の親友である楢(なら)川(かわ)大(だい)輝(き)のところだ。

　二言三言言葉をかわすと、真吾はなにかを受け取って帰ってきた。

「ほら、これが雪だよ」

　差し出してきたのは二枚の写真だった。

　一枚は、この学校を校門前から写したものだ。

　通い慣れた校舎が白く化(け)粧(しよう)を施(ほどこ)され、いつも歩いている玄(げん)関(かん)への道が、これも真(ま)っ白(しろ)な絨(じゆう)毯(たん)で覆(おお)われていた。

「お、おぉ……」

　思わず、感(かん)嘆(たん)の息が漏(も)れる。

　もう一枚は、みんなでよく集まる河原(かわら)だった。

　こちらも雪の白が河(か)川(せん)敷(しき)を埋(う)め尽(つ)くし、まるで別の場所のように装(よそお)いを変えていた。水辺の雑(ざつ)草(そう)は雪に覆われるだけでなく、凍(こお)りつき、大きな氷の塊(かたまり)になっているところもある。

　川だけは、変わらずに流れているようだが、白いモヤが立ちこめていて、まるで夢の世界のような、幻(げん)想(そう)的(てき)な雰(ふん)囲(い)気(き)を醸(かも)し出(だ)していた。

「このモヤは水(すい)蒸(じよう)気(き)かな。川の水温より、外気のほうが寒いから、こういうモヤがかかるんだよ」

　リーナは返事をするのも忘れて、写真に見入ってしまった。

「そんなに、気に入った？」

「あ、ああ……」

「あと二カ月もすれば降るはずだよ」

「そうなのか!?」

　我知らず、声が大きくなった。慌(あわ)ててトーンを落とし、高鳴る鼓(こ)動(どう)を抑(おさ)える。

　あと二カ月もすれば、この辺りにも雪が降る……。

「真吾、二カ月というのはどれくらい先なんだ？」

「え？　いや、二カ月は二カ月で……」

「こちらの二カ月という概念が、わたくしにはよくわからんのだ」

　オクターヴァの暦(こよみ)は、惑星を挟(はさ)むようにして公(こう)転(てん)する二つの月の距離と位置関係によって決まっている。地球でいうところの東西南北四つの方向に、どちらの月が見えているかというのを掛けた八つの周期であらわされているのだ。二カ月というのが、オクターヴァのどの程度の周期にあたるのか、咄(とつ)嗟(さ)に変(へん)換(かん)することはできなかった。

「八つの周期ってことは、こっちでいえば八カ月ってことか？」

「そう単純ではないだろう」

　二人で確認していくと、一日の長さが微(び)妙(みよう)に違うということが判明した。こうなると、地球でいう一カ月の長さと、オクターヴァでいう一つの周期の長さが違ってくるし、当然、一年という単位も大きく違ってくる。極端な話、リーナは一三歳ということだが、地球の年齢に換(かん)算(さん)すると、もっと年上か年下という可能性があるのだ。

　二、三日程度ならまだどうにかなるが、一カ月などの長い期間になると、お互いにどの程度の長さなのか、うまく摑(つか)めなかった。リーナが地球では何歳なのか、真吾は計算を始めたようだが、すぐに頭を抱え込んだところをみると、相当に難しい計算になっているらしい。

　そんな真吾を眺めていると、先ほどの女の子たちがまた歓(かん)声(せい)を上げた。

　よくよく楽しんでいるのか、そこまで楽しんでいると、いっそ羨(うらや)ましいくらいである。

　ふと、リーナは思いついた。

　誕生日を祝ったら、真吾は喜んでくれるだろうか。

　思いついたら、いてもたってもいられなくなった。真吾の誕生日を聞き出そうと、口を開く。

　が、それよりも早く、真吾が「リーナの誕生日って、いつ？」と聞いてきた。

「……デルボルスの月、アルバニウザの日だ」

「げっ、日付の呼び方も違うのか」

　デルボルスというのが月の名前で、アルバニウザというのが、月の位置を示している。

「と、いうことは……」

　リーナの年齢検証を諦(あきら)めた真吾は、今度はリーナの誕生日探しを始めたらしい。

　正直、そんなことはどうでもよかった。

「なあ、シンゴ」

「えっと……、ちょっと待って。一日の長さがだいたいこれくらい違うから……」

「シンゴの誕生日は、いつだ？」

「こっちには閏(うるう)年(どし)があるから、二日、いや、三日ずれるのか。だから……」

「その、よければ、シンゴの誕生日を祝おうと思うのだが……」

「くぅー、やっぱり、年によってオクターヴァの月の数が変わるのが痛いな……」

「だから、誕生日を……」

「だめだ、限界だ！」

　暗(あん)算(ざん)ではムリだと判断したのか、携(けい)帯(たい)電話の電卓機能を開いた。

「これがこうで、こうなって……」

「おい、シンゴ……」

「それがあれで、こっちがこうくるから……」

「シンゴ！　聞いてるか!?」

「うわっ!?　な、なんだよ、急に大声出すな！　打ち間違えるところだっただろ！」

　リーナは魔(ま)剣(けん)を取りだして、真吾の喉(のど)元(もと)に突きつけた。

「いいから、貴(き)様(さま)の誕生日を教えろ」

「お、俺(おれ)？」

「そうだ」

　ふと携帯に目を落としてから、「……十一月一日だよ」と答えた。

「それは、いつだ？」

「三日後」

　つまり、三回寝て起きた日、ということだ。

　意外な近さに、リーナの胸は高鳴った。

　真吾はまだ計算に頭を悩ませながら「そんなの聞いて、どうするんだ？」と訊いた。

「もちろん……」

　言いかけて、慌てて口をつぐむ。

　どうせなら、真吾には内(ない)緒(しよ)にしておこうと思った。

　プレゼントを買って、誕生日当日に、真吾に渡す。

　真吾は喜んでくれるだろうか。

　いや、きっと、喜んでくれるにちがいない。

　あの、クラスメイトの女の子のように。

　となれば、探し出さなくてはならない。

　真吾が喜ぶような、気の利(き)いたプレゼントを。







　授業中、リーナはずっと、プレゼントのことで頭がいっぱいだった。

　なにをあげれば喜ぶか。どんなものなら、真吾を喜ばせることができるのか。

　考えながら、真吾が好きなもの、ほしいものを一つも知らない自分に愕(がく)然(ぜん)とする。慌てて、これまでの言動から、真吾の好みを探(さぐ)り出(だ)そうとした。

　まず、真吾との会話を振り返る。なにか手がかりはないだろうか。

「…………ない」

　いくつかの会話を思い返すが、どれも自分がよくしゃべっていて、真吾は聞き役に徹(てつ)していることがほとんどだった。適度に相づちをうち、適度に質問をぶつけ、タイミングよく突っ込みを入れてくるので、たくさん会話をしたように感じていたが、こうして振り返ってみると、そうではないことがよくわかった。

　今度からは、真吾の話を聞き出すように会話をしむけよう。

　そう誓って、リーナは次の手がかりに取りかかった。

　真吾の部屋に、なにか引っかかるものはないだろうか。

　思い出そうとするが、おぼろげな記憶しかない。毎日のように、真吾の家に迎えに行っているのだが、いつも穂香(ほのか)や清(きよ)美(み)、美(み)也(や)と一(いつ)緒(しよ)なので、ゆっくり観(かん)察(さつ)できたためしがないのだ。

　それでも、おぼろげな記憶を頼りにしていくと、そういえば大きな本棚にはマンガがたくさんあったなと思い至った。

　マンガの話は、何度かしたことがある。リーナ自身も興味を持っているので、お薦(すす)めの作品を紹介してもらったのだ。それに、授業中にも、マンガ雑(ざつ)誌(し)を隠(かく)れて読んでいる姿を見たことがある。ならば、マンガをプレゼントすれば、喜ばれるのではないか。

　その様子を想像して、すぐに却下した。

　喜ばれるかもしれないが、とても気が利いているとは言(い)い難(がた)い。それに、特別感もまったくない。なにより、すでに持っているものを贈ってしまうおそれがある。

　これではダメだと、思考を切り替える。

　他になにかあっただろうか。

　ふと、真吾と大輝の会話を思い出す。

　昔、真吾は「ヤキュウ」とかいうスポーツをやっていたらしい。そのことについて語る（というより、大輝がなにか一方的にまくしたてていただけのような気もするが）二人を、リーナは確かに見ていた。

「ヤキュウ」は、ヤキュウジョウなどの広いグラウンドで行われる、地球のスポーツだ。バットとボールとグラブを使い、攻(こう)撃(げき)と防(ぼう)御(ぎよ)を交(こう)互(ご)に行い、点数の多いチームが勝つというルールだったか。

　ニホンでは国民的な人気スポーツで、連日、何万人もの人がヤキュウジョウを訪(おとず)れているらしい。

　そのヤキュウをやっていたためか、どうやら真吾はプロヤキュウが好きらしい。テレビや新聞で、毎日結果をチェックしている。

　チームの勝敗や、気になる選手の調子について、何人かのクラスメイトと話し込んでいる姿も見たことがある。そのときはヤキュウ自体に興味がなかったので聞き流していたが、こんなことならもっとよく聞いて、もっと詳(くわ)しくなっておけばよかった。

　ヤキュウのことはよくわからない。ただ、いまからでも知ることはできる。

（そうだ……）

　リーナは思いついた。

　ヤキュウをプレゼントすればいいのだ。

　しかし、ヤキュウをプレゼントするには、なにをあげればいいのだろう。チームだろうか。それとも選手か？　そもそも、どこへ行けば買えるのか。

　考えていてもしかたがない。

　リーナは早(さつ)速(そく)、行動に移すことにした。







　オクターヴァに帰り、地球で活動する諜(ちよう)報(ほう)班(はん)に連絡し、ヤキュウをプレゼントするにはどうすればいいのかを調べさせた。

　すると、とんでもない答えが返ってきた。

　チームを買うには、選手を最低九人揃(そろ)えなくてはならない。その選手も、能力の高い選手になると、一人一億円以上出さないと買えないというのだ。

　一億円といえば、リーナの好きなアイスクリームが一〇〇万個買える金額だ。それが九人ともなれば、九〇〇万個である。チームとしての体(てい)裁(さい)を整えるには、さらに何十人もの選手が必要なのだという。オクターヴァの国家予算でまかなえるだろうか。

　リーナの心配は、違った意味で杞(き)憂(ゆう)に終わった。

　厳しい取り決めがあるので、今日明日で簡単にチームや選手は買えないというのだ。

　そうではなく、誰(だれ)でも気軽にヤキュウをあげられるのは、試合を観戦することだということも報告されていた。

　試合のチケットを買えば、誰でも簡単に、ヤキュウを見に行くことができるらしい。

　それならばと、チケットの入手方法を調べさせる。チケットなら簡単に入手できるという返事だったので、楽しみにしていたのだが、ここで予想外の問題が発生した。三日後の真吾の誕生日には、ヤキュウの試合がなかったのだ。

　いや、ないわけではないが、県(あがた)からは遠い場所で開(かい)催(さい)され、とてもではないが気軽に行けるような状況ではないらしい。となれば、チケットをプレゼントしても、喜びよりもとまどいが先に来るだろうし、別な意味で驚かせてしまうだろう。

　報告を受け、リーナは自室の寝台の上に寝転がった。

　天(てん)井(じよう)を見上げつつ、次の案を考えようとするが、煮(に)詰(つ)まりつつある頭はボォッとしてうまく働かない。

「……難しいものだな」

　これほど苦戦するとは思いもしなかった。ただ、悩めば悩むほど、いいプレゼントを思いついたときの感(かん)慨(がい)はひとしおだろうとも思った。それで真吾が喜んでくれるなら、どんな労力も報(むく)われるにちがいない。

　教室でもりあがっていた女の子たちの様子を思い返す。

　ただのバカ騒ぎに感じていた光景も、こうした努力の末に導き出されたものなら、当然かもしれない。相手の喜ぶ姿を見たいがために、悩んで、迷って、苦しんで、最良のものを見つけだす。いまのリーナには、彼女たちの気持ちがちょっとだけわかるような気がした。そして彼女たちのように盛り上がるためにも、なんとしても、いいプレゼントを選ばなくてはならなかった。

　気を引(ひ)き締(し)め、考え直す。

　今度は少し視点を変えてみることにした。

　真吾が喜びそうなものはないかと、起きあがって室内を見回してみる。

　地球とオクターヴァでは文化がまるで違う。そのまったく違った文化の中から、なにかいいものはないかと思ったのだ。

　ただ、地球のほうが遙(はる)かにモノがあふれている。オクターヴァにあって地球ないものを探すほうが難しかった。

　オクターヴァにあって、地球にないモノ……。

　それは自然に、オクターヴァでも稀(き)少(しよう)なモノになってくる。

　となると、貴(き)金(きん)属(ぞく)類(るい)だろうか。

　地球には腐(くさ)るほどあるようだが、真吾のような学生が身につけるには高価な代(しろ)物(もの)である。真吾に似合う装(そう)飾(しよく)を施せば、けっこういいかもしれない。

　いけるかな、と思ったが、これもすぐに断念した。

　学校の決まりは、時計以外の貴金属は身につけてはいけないことになっている。一日のほとんどを過ごす学校で身につけられないのでは、意味がない。せっかくのプレゼントなのだから、たくさんの人に見てもらいたいのに、これでは喜びも半減だ。

　そもそも、学生がそんな高価なモノを（地球でどの程度の価値がつくのかはわからないが）プレゼントされては、やはり喜びよりも戸(と)惑(まど)いのほうが大きいだろうし、場合によっては受け取ってもらえないということもあるかもしれない。

　変なところで生(き)真(ま)面(じ)目(め)な真吾なら、充分にありえることだった。

　そもそも、地球人の男が宝石をもらって喜ぶかどうかもわからないのだ。

「くそっ、またダメか！」

　独(ひと)り言(ごと)が増えていく。

　ままならないプレゼント決めに、リーナは再び寝台の上に倒れ、ゴロゴロと寝転がった。

　しかたがない。今日はこれ以上考えるのはやめにしよう。

　明日は地球の街に繰(く)り出(だ)して、めぼしいモノを見つけるしかない。

　そう決めて、リーナは眠りについた。




２




　翌日も、リーナは授業に集中できなかった。

　もとから理解できる内容ではないのだが、教師の言葉がまったく耳に入らないという意味では、堂々と惰(だ)眠(みん)をむさぼる生徒たちとなんら変わりがなかった。

　なにしろ、プレゼントのことで頭がいっぱいで、おまけに真吾が学校を休んだのだ。担任の梓(あずさ)川(がわ)柚(ゆず)子(こ)によると、病気ではなく家の用事らしい。明日には戻ってくるそうなので、リーナは安心した。真吾の誕生日に、本人がいないのでは意味がない。

　休み時間になると、リーナは教室内の喧(けん)噪(そう)に全神経を集中して、耳を傾けた。生徒たちの会話の端(はし)々(ばし)から、プレゼントの心当たりをつけようとしたのだ。

　しかし……。

「やっぱ、シャネルとかカルティエとかは手ぇだしにくいじゃん」

「エルメスもセリーヌもグッチもねぇ……」

「欲しいけど、常識的に考えてムリだし……」

「アナスイならギリギリかな？」

「あれはちょっとゴスロリとかビジュアル系っぽいよ……」

　女子生徒の会話は、なんのことだかさっぱりわからない。

　では男子生徒はと意識を向けるが、

「昨日の試合、あれはなかったよ！」

「ああ、あそこでなんで左のセットアッパー使ったんだ？」

「相性が理由なんだろうけど、同点だし、日本シリーズで後がない戦いなんだからいいピッチャーをどんどん注ぎこんでいかなきゃ」

「おかげで満(まん)塁(るい)の大ピンチを招いて、クローザーを出すハメになって……」

「結果、ゲッツー崩(くず)れの間にサヨナラだもんなぁ……」

「先頭打者へのフォアボールが、最後まで響(ひび)いたよなぁ……」

　こちらも、なにを言っているのかさっぱりだ。

　こうして会話を聞いていると、自分は地球のことをなんにも知らないのだなと、実感することができた。真吾がオクターヴァのことを知ろうと努力しているのに対し、なんという怠(なま)け者(もの)だろう。

　……たぶん、真吾の知ろうとしている姿(し)勢(せい)に、甘えていたのかもしれない。

　知ろうとしてくれることで、満足してしまったのかもしれない。

　これではダメだ。こんなことでは、真吾の気を惹(ひ)くことなどできるはずがない。

　いい機会だと思った。

　これを機に、地球のことをよく知ろうと、リーナは決めた。







　放課後になり、リーナはすぐに教室を出た。

　プレゼント探しに駅前にやってきたリーナだが、人の多さと、きらびやかな電(でん)飾(しよく)、にぎやかな呼び込みの声に圧(あつ)倒(とう)され、早くも挫けそうだった。

　駅前の商店街は、学生たちの遊び場が豊富で、リーナも何度か真吾たちと一緒にやってきたことがあるが、一人でここに来るのは初めてだ。

　ズラリと並んだお店の中でも、行ったことがあるのはゲームセンターにペットショップ、映画館に44(フオーテイーフオー)アイスクリームくらいだ。この中でプレゼントにふさわしいのはペットくらいだが、生き物を無断で贈るわけにはいかないだろう。

　商店街のど真ん中で立(た)ち往(おう)生(じよう)していたリーナだったが、ふとあるものに気がついて、素早く物陰に身を隠した。

　駅のほうに向かって歩く、住(すみ)吉(よし)穂香とネコ娘の美也の姿が見えたのだ。

　身を隠しながら、二人の様子を窺(うかが)う。どうやら、駅に向かっているようだ。

　後をつけていくと、二人は駅に隣(りん)接(せつ)した大型商(しよう)業(ぎよう)施(し)設(せつ)に入っていった。

　人が多いため、リーナが着く頃には二人の姿を見失っていた。穂香たちの行方(ゆくえ)は気になったが、それよりもこの施設の方に気をとられた。

　確か、誰かが「ここならなんでも揃っている」というようなことを言っていたか……。

　その言葉が正しければ、リーナが求めるようなものが置いてあるかもしれない。

　期待しつつ、端から見ていくことにした。

　施設は広く、五階建てである。全部見て回ると骨が折れる作業だが、物珍しさも手伝って、飽きずにフロアを回ることができた。特に地下の食品売り場では、おいしそうな匂(にお)いが漂い、色(いろ)鮮(あざ)やかなデザートが視(し)覚(かく)に訴(うつた)え、マグロとかいう大きな魚の解体ショーでは、思わず拍(はく)手(しゆ)をしてしまったほどだ。

　本来の目的を忘れそうになったが、最上階で雑(ざつ)貨(か)屋(や)に入ったとき、身が引き締まるような事(じ)態(たい)に遭(そう)遇(ぐう)した。

　八(や)坂(さか)光(みつ)夫(お)と松(まつ)川(かわ)淳(じゆん)が、難しい顔で陳(ちん)列(れつ)棚(だな)を覗(のぞ)き込(こ)んでいたのだ。

　咄嗟に身を隠そうとしたが、通路は狭く、またモノが雑(ざつ)多(た)に積み重ねられていたりするため、すぐには動けなかった。急に止まって動こうとしたものだから、他のお客さんとぶつかってしまい、頭を下げるハメになる。

　その気配に、二人はこちらへ目を向けた。思いきり、目があった。

「あぅ……」

　リーナは気まずくなったが、相手はあからさまに動(どう)揺(よう)した態度をみせた。だからリーナは気になって、二人の元へ向かった。

「よ、よう、どうしたんだ、こんなところで」

　怪(あや)しい挙(きよ)動(どう)で、光夫が声をかける。

　それはこっちのセリフだと返す前に、リーナは二人が覗き込んでいた棚に目を走らせた。

　いまいち用途のわからないモノが、乱雑に陳列されている。装飾品に見えるが、花(はな)柄(がら)だったり、蝶(ちよう)の形をしていたりで、この二人が物(ぶつ)色(しよく)するモノとしては違(い)和(わ)感(かん)を覚えた。

「おまえたちこそ、こんなところでなにをやってるんだ？」

　顔を見合わせてから、光夫が答えた。

「見てのとおり、買い物だよ」

「なにを買うつもりなんだ？」

「それを探してるんじゃないか」

　つまり、ある程度の方向性は決まっているが、そこからさらにめぼしいものを絞(しぼ)り込(こ)んでいるということか。

　買い物のしかたがリーナに近い。大きく違うのは、すでに方向性が決まっているということだ。

「王女は？」

「……わたくしも、買い物だ」

「なにを買うんだ？」

「……決まってない」

　この場所にあるものを吟(ぎん)味(み)しようとしたが、どういった用途で使うものなのか、リーナにはわからないモノが多すぎた。やはり、地球で見つけるよりも、オクターヴァで見(み)繕(つくろ)ったほうがいいのかもしれない。けれど、昨日の時点で案は出(で)尽(つ)くしているのだ。

　まずい……。

　リーナは焦(あせ)った。焦ってどうにかなるものではないが、気持ちはどんどん追い立てられていく。

　結局、めぼしいものは見つからなかった。

　二人と別れたリーナは、追い立てられる気持ちそのままに、階段を一段抜かしで降りた。

　一階に降り立ち、婦人服売り場を抜けて、出口に向かう。

　ふと、服を贈るのもいいかなと思ったが、地球のセンスがわからなかったし、本人がいなくては、うまい見立てもできない。秘密のプレゼントという縛(しば)りが、足かせになっていた。

　マネキンが着るワンピースに目を向けつつ、ため息をつく。地球の人間は、こんなに悩み、苦労することを、毎年繰り返しているのか……。

　しかも、プレゼントを贈るのは一年に一回だけではないことに気がついた。仲のよい友人がいればいるほど、プレゼントの回数は増えるのだ。

　視線を戻したリーナはギョッとした。角を曲がろうとしたところで、バッタリと穂香と美也に出くわしたのだ。

「あっ……」

「うっ……」

　不意をつかれたため、お互いに無言で足を止め、向き合う形になった。

　その中で、リーナは穂香がなにかを後ろ手に隠すのを見逃さなかった。

「……なんだ、それは？」

「え、え？　なにがですか？」

「いま、後ろに隠したモノだ」

「そ、そんな、隠しただなんて……。これはですね……」

「うにゃぁ！　これはたんじょ――」　

　言いかけた美也の口を、穂香が慌てて押さえる。

「あ、あはは、なんでもないんです。ちょっと、美也ちゃんの服を買っただけなんです。だから、気にしないでください」

　それは、気にしろと言っているようなものである。

「ミツオとジュンも来ていたようだが、関係あるのか？」

「え？　あの二人も来てたんですか？」

　驚いてはみせたが、それほど意外には感じていない素(そ)振(ぶ)りだ。

　ごまかすような笑みを浮かべ、穂香は美也を引きずるようにして去っていった。

　追及したい気持ちはあったが、そんな必要もないこともわかっていた。

　二人がなにをしていたか。ポロリと漏らした美也の言葉から容(よう)易(い)に想像がつく。

　やはり、真吾への誕生日プレゼントを買っていたのだ。

　おそらく、光夫と淳も、プレゼントを買いに来ていたにちがいない。穂香の態度から、二人がプレゼントを買うことは知っているようだった。つまり……。

　穂香たちは、真吾の誕生日を祝おうとしている。それも、自分をのけ者にして、だ。

　悔(くや)しくはなかったし、寂(さび)しくもなかった。それよりも、焦りを激しく感じていた。

　穂香たちは、プレゼントを買っていた。それなのに、自分はまだ、買うどころか目星すらついていない。

　さらに、穂香たちもプレゼントするということは、それよりも真吾を喜ばせ、驚かせるものを選ばなくてはならないということだ。

　淳と光夫が選んだプレゼントはもちろんだが、穂香が選んだプレゼントだけには負けたくなかった。

　焦っている場合ではない。

　負けるものかと、闘(とう)志(し)が湧(わ)いてくる。

　だが……。

　いいものを選ぼうとすればするほど迷い、迷えば迷うほど焦りが募(つの)る悪(あく)循(じゆん)環(かん)に陥(おちい)ってしまう。

　結果として、プレゼントを選ぶハードルが、ムダに上がっただけだった。




３




　ほとんど眠ることができないまま、リーナは登校した。

　教室内では、真吾と大輝が、いつものように、なにやらいかがわしい話で盛り上がっているようだった。人の苦労も知らないで、いい気なものだ。

　一発ぶん殴(なぐ)ってやろうかと思ったが、どうにか怒りを抑える。真吾の喜ぶ顔が見たくてプレゼント選びで悩んでいるのに、そのイライラを真吾にぶつけたのでは本(ほん)末(まつ)転(てん)倒(とう)もいいところだ。

　ため息に近い深呼吸をして、リーナは席に着く。教室内を見渡して、ほんのちょっとした違和感を覚えた。

　もうすぐ授業が始まるのに、生徒の数が少ないのだ。

　駆(か)け込(こ)みで入ってくる生徒がいるにしても、全体の半分もいないのはおかしい。

　そのことを気にかけると、教室内にそこはかとない緊(きん)張(ちよう)感(かん)が漂っていることがわかった。

　原因はなんだろうかと視(し)線(せん)を巡(めぐ)らせると、いつもは物静かな清(せい)内(ない)路(じ)清美が積(せつ)極(きよく)的(てき)に教室内を動き回っていることに気がついた。

　どうやら、クラスメイトに手作りのケーキを配っているようだ。

　清美は料理がヘタである。壊(かい)滅(めつ)的(てき)な腕前といってもいい。

　今日も彼女独特の調理法が炸(さく)裂(れつ)しているらしく、顔色の悪い生徒があちこちに見受けられた。どうやら、生徒の数が少ない原因はそこにあるようだ。

　いまも、ある男子生徒にケーキの切れ端を渡して、感想を求めている。

「……どう？」

「うん、うまい！」

　笑顔で親指を立ててみせてから、男子生徒はゴトリと机の上に倒れ込んだ。

　それを満足そうに眺めてから、清美は次の被(ひ)験(けん)者(しや)を探しに出る。

　清美の腕前は、クラスメイト全員が知っている。知っていながら、あえて料理を口にするのは、彼女が頑張っているからだ。少しずつではあるが、上達してきているという。

　どこがとリーナは思うのだが、ごくまれにではあるが、おいしいものができあがることがあるらしい。なかでも男子生徒たちは、女の子の手作り料理という一点のみで、一か八かの挑戦精神を発(はつ)揮(き)しているのだ。

　バカバカしいとは思いつつ、努力を続け、その努力が認められつつある清美を、すこしばかり羨ましく思った。

　ふと、清美と視線が合う。

　お菓子を渡されたらどうしようと緊張したが、清美はまるで目に入らなかったかのように、リーナを素通りしていった。

　ホッとするのと同時に、疑問が湧いてくる。

　清美がなにかを作ってくるとき、最初の犠(ぎ)牲(せい)者(しや)になるのは真吾である。それが、今日の様子だと、真吾はまだ口にしていないようだ。それどころか、清美がケーキを配って歩いていることにも気がついていない。

　イヤな予感がよぎる。

　清美はケーキを作って、クラスメイトに味見をさせている。

　その中に、真吾と自分は含まれていない。

　ということは……。

　清美も、真吾に誕生日プレゼントを贈るつもりなのだ。

　おそらくは、手作りのケーキを。

　そのために、真吾に内緒でクラスメイトたちに味見をしてもらい、自分の腕を確認しているのだろう。

　リーナを避けたのは、真吾を巡って敵対関係にあるからだ。

　リーナは唇(くちびる)を嚙(か)んだ。

　手作りのケーキとは思い及ばなかった。

　しかし、ある意味ではよかったとも言える。清美とかぶってしまっては、印象が薄れてしまう。

　だいたい、自分は料理ができないのだ。清美が相手でも、はなから勝負にならない。

　では、オクターヴァの一流料理人が調理した料理を持っていけばどうだろう。

　リーナは頭を振った。

　真吾は喜んでくれるかもしれないが、自分が敗北感にさいなまれるような気がした。やはり、自分で決めて、自分で手に入れたものでなくては価値がない。

　リーナは授業中も考え続けた。

　少しでも手がかりになればと、真吾から借りていたマンガを読みふける。

　マンガの中ではいくつかのプレゼントが贈られていたが、マンガの中の登場人物に似合うもの、ふさわしいものがほとんどで、現実として真吾に似合ったりふさわしそうだったりするものはなかった。

　中には、冗(じよう)談(だん)半分で、女の子が自分の体にリボンを巻きつけ、「私がプレゼントだよ」などと言っているシーンがあったが、いまいち意味がよくわからなかった。女の子をプレゼントされても、相手は困るのではないか。

　ところが、読み進んでいくうちに、その言葉の意味するところがわかっていった。つまり、これは、自分を差し出すということである。相手に、すべてを委(ゆだ)ねるということである。なにもかもを、許し、受け入れるということである。

　リーナは赤面した。つい、自分と真吾で想像してしまい、あらぬ方向へ想像が進んでしまって、慌てて頭から追い払った。

　いくらなんでも、これはない。

　しかし、他になにもないのも確かなのだ。

　リーナは悩んだ。

　悩んだ結果、あまり使いたくはなかったが、最後の手段に頼ることにした。







　楢川大輝は、宮田真吾の親友である。真吾の一番の理解者と言っていいだろう。

　年期が違うのだから、一番の称号が自分にないのはしかたがないが、あまり面白くないのも確かだった。

　それに、リーナは大輝のことが苦手だった。なにを考えているかわからないとぼけた言動もそうだし、目的のためには手段を選ばない強引さや、他人の本心を、ズバリと指摘したりする鋭(するど)さが、リーナには敬(けい)遠(えん)したい気持ちにさせるのだ。

　そんな苦手な大輝に頼るのは、勇気のいる行動だった。真吾の好みを聞き出すということも、このうえなく敗北感を抱かせる。

　しかし、好き嫌いをいっている場合でも、なりふりかまっている場合でもない。

　教室の隅(すみ)で、真吾に贈るプレゼントはなにがいいかと問うと、「簡単なことさ」と、大輝はあっさりと答えた。

「な、なにがいいのだ!?」

「まずは裸(はだか)になれ」

　絶(ぜつ)句(く)した。

　かまわずに、大輝は続ける。

「そしてリボンを巻き付け、真吾に抱きつき、恥ずかしそうに言うんだ」

「な、なんて……？」




　――わ、わたくしがプレゼントだ。き、貴様の好きにしていいぞ。




「これで完(かん)璧(ぺき)だ」

「なにがだ!?」

　大輝は哀(あわ)れむような目で、リーナを見た。

「この価値がわからんか。まあ、そうだろうな。しかし、こうすればまちがいなく、真吾は落ちる！」

「いや、落としたいわけでは……」

「真吾を喜ばせたいんだろう？」

「ま、まあな……」

「これで喜ばない男がいたら、そいつはホモか異常者だ」

　凄いことを断言する。

「いいか、王女。真吾にはライバルが多い。生(なま)半(はん)可(か)なプレゼントでは、生存競争に勝てないぞ」

　それはわかっている。わかっているが、自分の大切なものを切り売りするような真(ま)似(ね)はしたくなかった。

「そのプレゼントは、チキュウではみんなしているのか？」

　先ほどのマンガを思い出す。

「確かに、シンゴだけでなく、男連中なら喜びそうなプレゼントだが……」

「誰でもできるわけじゃない。それ相(そう)応(おう)の勇気と、相手を想う気持ちがなければ実行に踏み切れないからな」

「そうか……」

「だからこそ、実行することは稀少であり、価値があるんだ」

　残念ながら、自分にはそこまでの勇気を持つことができそうもなかった。

「他に、あいつの好みに関して情報はないか？」

「やつは属(ぞく)性(せい)も多ければ許(きよ)容(よう)範(はん)囲(い)も広いからな。たいがいのことは、好みの範(はん)疇(ちゆう)に含まれる」

「ぞ、属性？」

「姉(あね)萌(も)えも妹萌えもオッケー。メイドもいけるし、ナースにスチュワーデスはもちろん、マニアックなところでは考古学者や国会議員となんでもありだ。元気っ子も病弱っ子もツンデレもヤンデレもクーデレもみんな反応する。そんな趣味嗜(し)好(こう)のあいつに、これだ！　というものを提示するのは、ハッキリ言って不可能だ」

「ち、ちょっと待て！　そういう好みではなくてだな！」

「他の子に負けたくはないんだろう？」

「それはそうだが……」

「勝つには真吾の好みを的確に突かなくてはならない！　己(おのれ)の本当の気持ちをぶつけるのなら、へたな小(こ)細(ざい)工(く)はしないほうがいい。だから、裸にリボンで抱きついて――」

　自分がプレゼントだと、恥ずかしがりながら言えというのか。

「む、ムリだ！」

「そうか、なら、諦めるんだな」

　突き放すような物言いに、リーナは唇を嚙んだ。結局、役に立たない情報ばかりを仕入れてしまったようだ。

「なにを話してるんだ？」

　いきなり会話に割って入ったのは、当の真吾だった。

「いやな、実は王女が……」

「貴様の弱点を調べていたのだ！」

　咄嗟に、とんでもないことを口走ってしまう。

　しかし、真吾はキョトンとしたが、すぐに笑顔になった。

「弱点を調べてるってこと、俺に言ったらダメだろ？」

　そのとおりだが、本当に弱点を調べていたわけではないので、返答に窮(きゆう)した。

「それよりリーナ、明日はみんなで集まるから」

「え？」

「いや、なんだかわからないんだけど、いつもの河原に集合だって」

　ドクリと、心臓が脈(みやく)打(う)つ。決定的だ。

　明日は真吾の誕生日。

　いつもの河原に、みんなで集まる。

　そして、なにをするのか、真吾には知らされていない。

　みんな、リーナと同じ考えなのだ。

　真吾に秘密にしたまま、誕生会を開く。みんな、プレゼントも買って準備は万(ばん)端(たん)だ。

　……自分以外は。

　焦りがさらに増していく。

　まずい、本当にまずい。

　しかし……。

　いままでは、自分をのけ者にするような形で、話が進んでいたはずだ。この期(ご)に及(およ)んで誘(さそ)うとは、どういうことだろう。

　リーナはハッとした。

　まさか。いや、きっとそうだ。

　自分がプレゼントを用意できていないとわかって、穂香と清美が嫌がらせをしてきたにちがいない。







　放課後、最後のチャンスとばかりに、リーナは駅前に向かっていた。

　もしいいモノを購(こう)入(にゆう)できなければ、本気で裸リボンを検(けん)討(とう)しなければならないだろうが、正直なところ、いまからなにかを見つける自信はリーナにはなかった。

　それでもと、デパートで血(ち)眼(まなこ)になってプレゼントを物色していると、「あれぇー？　リーナちゃんじゃん」と声をかけられた。見れば穂香の先(せん)輩(ぱい)である武(たけ)石(いし)理(り)沙(さ)が、興味深そうにリーナの様子を覗き込んでいた。

「どうしたの？　一人でこんなところにいるなんて珍しいじゃない」

「そ、そうか……？」

　リーナは、大輝とは違った意味で理沙のことが苦手だった。なにかと抱きついたりしては、胸やら腰やらをまさぐってくるのだ。

　逃げ腰になりつつも、公(こう)衆(しゆう)の面前でそんな暴(ぼう)挙(きよ)には出ないだろうと、気持ちを落ち着かせる。

　冷静になれば、この女性から一般的なプレゼントについて話を聞くのも悪くはないと思った。知り合いの中で、こういうことに一番詳しそうだというイメージもあった。

「へぇ、男の子にプレゼントねぇ……」

　誰に、とは言っていないが、イヤらしく垂(た)れ下(さ)がった目(め)尻(じり)を見れば、なにもかも把(は)握(あく)しているのは確かだった。

「それなら、いいのがあるよ」

「ほ、ほんとうか!?」

「ええ」

　頼りになる笑顔で、答える。

「そ、それはなんだ!?」

「それはね……」

「うむっ」

「まずは裸になるの」

「はっ？」

「それでリボンを巻き付けて、恥ずかしそうに、『わ、わたくしがプレゼントだ。き、貴様の好きにしていいぞ』って言うのよ。これで完璧！　バッチリ！」

　ちっとも頼りにならなかった。







　オクターヴァに帰ってきたリーナは、最後の最後の手段として、オクターヴァを見守る神、トランクィロに相談することにした。

　神(しん)託(たく)の間にて、祈りを捧(ささ)げ、降(こう)臨(りん)を願う。

　すると、リーナの頭の中に、神の声が響き渡る。

「こんばんは、リーナさん。どうかしましたか？」

「は、はい、その……」

　真吾の誕生日プレゼントに、なにをあげればいいのか。

　本当に思いつかないのだと切々と訴え、神の叡(えい)智(ち)を授(さず)けてくれるよう、頼み込む。

「プレゼント、ですか」

「はい」

「しかも、男の子に対するプレゼントですよね？」

「は、はい」

「それならば、太(たい)古(こ)の昔から神々の間に伝わる、絶対的なプレゼントがあります」

「そ、それはなんですか!?」

　目を輝かせ、勢い込む。

　その勢いをいなすように、神は間を置いてから、答えた。

「まず、裸になります」

「えっ？」

「それでリボンを巻き付けて、恥ずかしそうに、『わ、わたくしがプレゼントだ。き、貴様の好きにしていいぞ』と言うのです」

「そ、それが、神々の間に伝わる、絶対的なプレゼントなのですか？」

「このプレゼントを渡されて、落ちなかった神はいません」

　落とされたのか。神が。裸リボンで。

　リーナには二重にショックだった。

　自分が問(もん)答(どう)無(む)用(よう)で却(きやつ)下(か)した案を、神が提(てい)示(じ)してくるとは思わなかったし、思考レベルがトップクラスの変態二人組と同じだとわかって、情けないやら悲しいやら、複(ふく)雑(ざつ)な心境だった。




４




　神の言葉が後押ししたわけではないが、リーナは意を決して裸リボンに挑戦することにした。

　素(す)肌(はだ)に赤いリボンを巻き付け、その上から服を着る。少しばかり地球流にめかし込んで、肩の露(ろ)出(しゆつ)するピンクのワンピースドレスを選んだ。背中のリボンを解くと、なにもしなくても簡単に脱げる仕(し)様(よう)になっている。肩に揃いのストールを羽(は)織(お)り、姿(すがた)見(み)に自身の姿を映し出す。

　なんだか、いけない格好をしているような気になってくる。

　実行に移したとき、真吾はどんな反応を示すだろうか。もし、真吾を籠(ろう)絡(らく)できた場合、真吾はどうするのだろう。自分は、どうなってしまうのだろう。いったい、なにをされるのか。不安でしかたがなかったが、おじけづくわけにもいかない。

　身も心も不安定なまま、リーナはいつもの河原へと向かった。

　準備に手間取り、到着したのは約束の時間を過ぎてからだった。

　ところが、河原には誰もいなかった。唯(ゆい)一(いつ)、犬のタロウが芝(しば)生(ふ)で寝ころんでいるだけだった。

「やっと来たか」

　起きあがりながら、こちらにやって来る。

「みんなは、どうしたんだ？」

「うむ、急(きゆう)遽(きよ)、場所が変わってな。真吾の家に集まることになったのだ」

　その変更にどんな意味があるのか、リーナにはわからなかったが、外で裸になるよりはまだマシだと思うことにした。

　タロウに先導され、真吾の家へと向かう。

　タロウはピタリとリーナの横について、シッポの先までピンと伸ばしてキリリと歩く。なんだかエスコートされているみたいで、おかしな気分になった。

　真吾の家に着く。

　玄関を前に、リーナは立ちすくんだ。

　この期に及んで、ためらう気持ちが強くなる。

　しかし、いつまでもこうしているわけにはいかない。

　こうなれば勢い任せに行くしかない。勢いをつけるには、最初が肝(かん)心(じん)だ。

　呼(よ)び鈴(りん)を押せば、真吾が玄関のドアを開けるにちがいない。その瞬間を見計らって服を脱ぎ、真吾に迫(せま)るのだ。

　その後は……。成り行き任せである。けれど、みんなが言うように、これで真吾を落とすことができるのなら。

　真吾は、自分を好きにするのだろう。

　おそらく、抱き上げて、自分の部屋に向かい、ベッドに寝かせ、ゆっくりと、リボンを解(と)いてゆくのだ。

　当然、リーナの大切な部分はあらわになり、真吾の顔がすぐ近くにあるわけで、それから、その……。

　想像が及ばず、パニックに陥りかける。

　まだそうなると決まったわけではないと言い聞かせ、落ち着かせた。

「リーナ殿？」

　タロウが見上げてくる。これ以上、グズグズしているわけにもいかない。

　リーナは意を決して、呼び鈴を鳴らした。

「はーい」という返事があって、ドタドタと階段を降りてくる音がする。それが静かになって、ドアが開くまでの時間がやたらと長く感じる。

　ふと、不安がよぎる。

　もし、ドアを開けるのが真吾でなかったら？

　場所が真吾の家に変わったのは、実は真吾が風邪をひいて寝込んでいるからとかだったら？

　自分は、どうすればいいのだろう。

　もう、なにがなんだかわからない。

　ごちゃごちゃになって、ぐちゃぐちゃで、緊張と不安が入り交じってリーナに襲いかかる。

　もういい。どうにでもなれ。

　むりやりな開き直りでそれらを退(しりぞ)けると、玄関のドアが開いた。

　リーナは息を吸い込んだ。真吾の姿を見つけたら、すぐにでも行動に移すつもりだった。

　だが。

　相手の反応は、リーナよりも早かった。




「おめでとぉー!!」




　クラッカーがうち鳴らされ、歓声がリーナに浴びせられる。

　クラッカーの紙テープを頭からかぶりながら、リーナはキョトンとした表情で、なにが起こったのかを理解しようとした。

　玄関では、真吾をはじめとして、穂香、清美、美也、光夫、淳が、笑顔で拍手を送っている。

　……誰に対して？

　困(こん)惑(わく)していると、真吾が一歩進み出て、リーナの頭にかかった紙テープをつまみとった。

「やっぱりわかってなかったみたいだね」

「な、なにがだ？」

　そう答えるのがやっとだった。

「誕生日おめでとう」

「は？」

「今日は、地球計算でリーナの誕生日なんだよ」

「え？　い、いや、でも……」

　今日は、真吾の誕生日のはずでは……？

「ごめん、ウソついた。本当はリーナの誕生日だったんだ」

「そ、そうなのか？」

　そこでハッとした。

「ま、まさか……」

「ああ、俺の誕生日と勘違いさせて、内緒でリーナの誕生会をやろうって決めたんだ」

「ということは……」

　みんながデパートで買っていたのは、リーナへのプレゼントだったのだ。

「とにかく、上がってよ。話はそれからだ」







　真吾の部屋に通されたリーナは、早速、予期していなかったプレゼントを渡されることになった。

「これは、私と美也さんからです」

　差し出したのは、あのとき隠していた紙袋だった。

「開けてみてください」

　中から出てきたのは、ワンピースだった。白を基(き)調(ちよう)にした、シンプルながら綺(き)麗(れい)で可愛(かわい)いデザインだ。

「リーナさんは、思いっきり着飾るか、こういうシンプルなモノがよく似合うと思うんですよ」

「…………」

　言葉が出ない。

「これは、俺たちからだ」

　光夫と淳が差し出したのは、雑貨屋で見かけた装飾品だった。

「なにがよくてなにが似合うかわからないから、適当に選んだ詰め合わせだけどな」

「お、男二人で買うのは、ゆ、勇気が必要だったんだな」

　周囲の目を気にしつつ、体を縮(ちぢ)こまらせて商品を買う二人の様子が目に浮かぶようで、リーナはようやく肩の力が抜け、クスリと笑うことができた。

「といっても、わたくしも用途がわからんのだがな」

「ちょっと、いいですか？」

　穂香が覗き込んでくる。

「えっと、これはカチューシャで、こっちはシュシュ、これがバレッタで、他にはヘアピン、ブローチですか」

「こ、これを、どうするのだ？」

「こうするんですよ」

　花柄のシュシュを手に取り、リーナの髪の結び目につけてやる。

「他のものは、あとでつけてあげますね」

　姿見で確認すると、そっけなく束(たば)ねていただけの結び目が、急に華(はな)やかな彩(いろど)りをみせていた。地球ではなんでもない装飾品かもしれないが、オクターヴァにはなかったし、リーナもいままで知ることがなかった。

　鏡を見ながらおっかなびっくりシュシュを撫(な)でていると、真吾が小型の箱を持ち出してきた。

「なんだ、それは？」

「クーラーボックスだよ。冷たいものを保存するときに使うんだ。っていうか、これが俺からのプレゼント」

「クーラーボックスがか？」

「いやいや、中に入ってるものが、だよ」

　リーナはゆっくりと、クーラーボックスを開けてみた。

　中には、変な人形のようなものが入っていた。

　真っ白で、丸くて、不格好で、目と口があることで、かろうじて人形と判別できるような代物だ。

「これは……？」

「それが、雪だよ」

　リーナは目を見張って、人形に視線を戻した。

「正確には、雪で作った人形、雪だるまだけどな」

「雪……」

　リーナは、窺うような目を真吾に向け、真吾が頷(うなず)くのを見て、ドキドキしながら雪だるまに触れてみた。

　冷たい。そしてちょっとザラザラしている。

「これが、雪……」

「たくさん降れば、俺たちと同じくらいの大きさの雪だるまが何個も作れるぞ」

　リーナはぎゅっと、目をつむった。

　なんということだ。

　あんな、なにげない会話だったのに。

　真吾は覚えていてくれたのだ。

　自分が、雪に興味を持ったことを。

　早く、雪を見たいとわくわくしていたことを。

　だから真吾は選んだのだ。

　雪をプレゼントすることを。

「シンゴ……」

「うん？」

「どこにも雪は降っていないようだが、どうやって手に入れたんだ？」

「あ、それは私も気になります」

　穂香も身を乗り出してくる。

「いや、東北の雪国なんかでは、雪を保存して保冷庫みたいなのに活用してるところがあるんだ。だから、そこに行って、わけてもらってきたんだよ」

　調べてから知ったんだけどね、と付け加えて、真吾は照れたように笑った。

　言っていることはよくわからなかったが、手間をかけて手に入れたということだけはよくわかった。そう、学校を休んだ日、真吾は雪を取りに、本当に東北まで出向いていたのだ。

「ありがとう……」

　自然に、感謝の言葉が口をついて出た。それを聞いて、真吾たちは顔を見合わせ、満面の笑みを浮かべる。穂香と清美が「いいなぁ……」と呟(つぶや)くが、リーナが感じるのは優(ゆう)越(えつ)感(かん)ではなく、感謝の気持ちだけだった。みんなに向けた、「ありがとう」だった。

「喜んでもらえて、なによりだよ」

　ああ。

　それは、自分が言うはずのセリフだったのに。

　でも……。

　そう言われることが嬉しくて、感(かん)激(げき)のあまり、胸が痛くなる。

　こんな気持ちになれるなら、毎年誕生会を開くのも、いいかもしれない。

「……じゃあ、最後に」

　感激の波を縫(ぬ)うように、清美が口を開く。

「……私からのプレゼント」

　用意されていたテーブルの上にあるのは、切り分けられたイチゴのショートケーキだった。

「……この日のために、研究に研究を重ねたの」

　温かかった空気が、一瞬で凍りついた。

　研究を重ねた結果、どうなったかは、リーナは昨日、目にしたばかりだ。

「……さあ、召し上がれ」

　ケーキを差し出され、息を呑(の)んだリーナだが、意を決して手を伸ばした。

　今日はみんな、自分の誕生日を祝ってくれているのだ。その気持ちを、無(む)下(げ)にすることはできない。

　フォークをつかみ、角を少しだけすくう。見た目も匂いもまともだが、壊滅的な味に評判のある清美である。

　ためらうだけ、清美の想いにドロを塗ることになる。リーナは思い切って口に運んだ。味わわないように、舌と上あごですりつぶすようにして、飲み込んだ。

「…………あれ？」

　なんともなかった。

　痺(しび)れるようなことも、気を失うようなことも、ましてやまずさに吐(は)き気(け)や嫌悪感を覚えることもなかった。それどころか、ほんのりとした甘みが、口の中に残っている。

　リーナはもう一口食べてみた。今度はじっくりと味わってみる。

　おいしかった。

　クリームはどこまでも甘く、ケーキのスポンジはとろけるほどに柔らかい。イチゴの甘(あま)酸(ず)っぱさがほどよいアクセントになっていて、飽きがこない。

　どこをどう切り取っても、完璧なイチゴのショートケーキだった。

「お、おいしいぞ」

　全員の表情が「えっ？」と信じられないものを聞いた顔になった。

　それで、みんなおそるおそる自分の分を食べてみる。

　ところが。

「ぐほぉ！」

「み、みみみ、水、水ぅぅぅぅ！」

「甘くて辛(から)くて苦くてしょっぱくて新たな味(み)蕾(らい)が脳(のう)髄(ずい)を駆けめぐるぅぅぅぅぅ！」

　全員、のたうち回って悶(もん)絶(ぜつ)する。

　リーナは呆(あつ)気(け)にとられたが、清美も不思議そうに小首を傾(かし)げていた。

「……おかしい。リーナちゃんのは、わざとまずく作ったはずなのに……」

　前(ぜん)言(げん)撤(てつ)回(かい)。

　そんな気持ちは、絶対にいらない。

　どうやら、まずく作ろうとしたおかげで、リーナの分はうまくいったらしい。そして、真吾たちの分はいつも通りに作ったため、いつも通りの出来になったということか……。

「そ、そうだ！」

　涙目でヒーヒー言いながら、真吾が叫(さけ)ぶ。

「せっかくのプレゼントなんだから、リーナ、ここで着てみせてくれよ！」

「そ、それはいい考えですね！」

　穂香も追(つい)随(ずい)する。

「ついでに、装飾品でいろんな髪型にしてみましょう！」

　そのあいだに、食べかけのケーキを処分する作戦らしい。

　リーナも、穂香が選んだというワンピースが気になっていたので、渡りに船だった。

　しかし、すぐにまずいことに気がつく。

　この服の下には、リボンを巻いているのだ。

「ちょ、ちょっと待て！」

「さあ、男の人たちは部屋を出てください。合図があるまで、入って来ちゃダメですよ」

　穂香が仕切り始める。真吾たちも、おとなしく指示に従ってしまう。

「いや、だから、その……」

　部屋に残ったのは、リーナに穂香、清美に美也だけである。

「わ、わたくしは、一人で着られるから、ホノカたちも、外に出てて、いいぞ？」

「遠(えん)慮(りよ)しないでください。今日はリーナさんの誕生日ですから。私たちをこき使ってもいいんですよ？」

「いらない！　いらないから！」

「私が着させてあげたいんです！」

　たまに穂香は壊れることがある。

　ワンピース片手に、にじり寄ってくる。

「清美さん、美也さん。リーナさんを押さえてください」

「……うん」

「うにゃぁ！」

「ばっ!?　やめ、やめろ！」

　両腕をつかまれ、動きを封じられる。振り払おうとするより早く、穂香は普段からは想像もできないスピードでリーナの背後に回り、背中のリボンを解く。

　ワンピースが、ストンと落ちた。

　なにも身につけていない、いや、リボンを巻き付けたリーナの素肌が、丸見えになる。

　穂香の動きがピタリと止まった。

　目を丸くして、リーナに問いかけてくる。

「……リーナさん？」

「…………」

「これは、なんですか……？」

　リーナは真(ま)っ赤(か)になって固まった。

　見られた。

　見られてしまった。

「これって、まさか……」

「うにゃぁ、りぼんさんなのですぅ！」

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　最後まで言わせず、リーナは叫んだ。暴れた。

「ど、どうした!?」

　騒ぎを聞きつけて部屋に入ろうとした真吾を、テーブルを投げつけて追い出す。

　呼吸が速くなって、体がガタガタ震(ふる)えて、頭に血が上って、恥ずかしさのあまりなにがなんだかわからなくなる。

　落ち着かせようとする穂香たちを振り払い、部屋へ突入を試みようとする男たちをぶちのめし、かろうじて服を拾い上げて、胸元を隠すように抱きしめる。

　荒い息づかいのまま穂香たちに詰め寄り、血走った目で睨みつけた。

「いいか、言うなよ!?」
















「ひぃ！」

「いま見たことは、絶対に言うな!?」

「い、言いません！　絶対に言いません！」

　清美と美也も、コクコクと頷く。

　これでようやく、リーナは落ち着きを取り戻すことができた。

　気がつけば、部屋の中は嵐(あらし)でも通過したかのような惨(さん)状(じよう)だった。

「……で、なにが、あったんだ？」

　真吾の問いに、穂香は真顔のままで答えた。

「女の子には、知られたくない秘密が、いっぱいあるんですよ……」




５




　いつも通りといえばいつも通りの大騒ぎの果てに、誕生会は閉(へい)幕(まく)した。

　思いもかけない展開に度(ど)肝(ぎも)を抜かれたが、それ以上に楽しくて、嬉しくて、温かい気持ちにさせてくれる誕生日となった。最後の最後で恥ずかしい思いをしたが、穂香は本当に、秘密にしてくれたようだった。

　ベッドの上に寝転がりながら、リーナは昼間のできごとを反(はん)芻(すう)する。

　もしかしたら、自分は都(つ)合(ごう)のいい夢を見ているのかもしれない。

　寝て起きたら夢から醒(さ)めてしまうのではと、幼い子供のように、眠るのが怖かった。

　だから最後に、真吾がくれた雪だるまに触れて冷たさを感じ、これが夢ではないことを確かめてから、眠りについた。

　そうして眠りから醒めて、最初に確かめたのは、雪だるまの存在だった。

　雪だるまが枕元にあれば、夢ではなかったことになる。

　体を起こして、白い雪の人形を探す。




　雪だるまは、どこにもなかった。




　けれど、そこにあったであろう形(けい)跡(せき)は残っていた。

　透(とう)明(めい)なプラスチックの箱に入れられていた雪だるまは、水になっていた。主を失ったプラスチックの帽(ぼう)子(し)だけが、ポツンと置き去りにされている。

　簡単に溶けてしまうということは聞いていたが、まさか一晩で消えてしまうとは思わなかった。

　夢でなかった安(あん)堵(ど)よりも、ポッカリとした喪(そう)失(しつ)感(かん)のほうが大きかった。せっかくのプレゼントなのに、たった一晩で、それも夢のように消えてしまうなんて……。

　呆(ぼう)然(ぜん)とするリーナは、置き去りにされた帽子の横に、なにかが置かれていることに気がついた。

　息が詰まる。

　おそるおそる手を伸ばして、箱を開け、それをゆっくりと摑みあげる。

　銀色に輝くそれは、ひんやりとした感触と同時に、リーナの胸の中に再び温かいものを灯(とも)らせる力を持っていた。

　――指(ゆび)輪(わ)だ。

　銀の指輪が、入っていたのだ。

　どこに？

　おそらく、雪だるまの中だ。

　雪だるまが溶けて初めて、指輪が姿を現すように仕込まれていたのだ。

　それだけではなかった。

　指輪には糸が結びつけられており、帽子と繋(つな)がっていた。

　帽子を手に取ると、中に何かが詰め込まれていることに気がついた。

　指先で、慎(しん)重(ちよう)にそれを掻(か)き出(だ)す。

　出てきたのは小さな紙だった。広げてみると、そこには「誕生日おめでとう」と、たどたどしい文字で書かれていた。

　オクターヴァの、文字で。

　真吾がオクターヴァの文字を学ぼうとした理由が、ようやくわかった。

　このために、このためだけに、真吾はリーナからオクターヴァの文字を教わったのだ。

　リーナは指輪を自分の指に嵌(は)めてみる。どうやってサイズを知ったのかはわからないが、リーナにピッタリだった。

「あいつ……」

　真吾のイタズラっぽい、無(む)邪(じや)気(き)な笑顔が脳(のう)裏(り)に浮かぶ。

　これはもう、恥ずかしがっている場合ではない。

　次に、真吾にプレゼントをする機会があれば……。




　裸リボンでもなんでもしてやろうではないか。




　そして――。




　自分にできる、精一杯の気持ちを、伝えるのだ。







ハッピー・バースデイ　完







あとがき







　こんにちは、佐(さ)藤(とう)了(りよう)です。

「世界の危機はめくるめく！」の短編集、いかがだったでしょうか？

　タイトルにある「∞（ムゲン）」ですが、これはもちろん、本編で重要な役割を担っている「無(む)限(げん)のファンタジー」から来ています。え？　そんなに重要だったかって？　それは本編のほうを最後まで読んでいただければわかります。ええ、わかりますとも。わかりますってば。わかるんだって！




　えー、せっかくなので、短編の感想なんかを一つずつ書いていきましょうかね。

　まず「ドキッ☆陰(いん)謀(ぼう)だらけの大運動会！」ですが、文字通り運動会の話です。鬼(おに)ごっこのルールを作っていくのが楽しかったりしました（笑）。

「穂香(ほのか)の尾行大作戦」では、いろんなシチュエーションデートを盛り込みました。相手の女の子が違うと、真(しん)吾(ご)の反応もまったく違うんだろうなと想像したら、全員分の話を書いてみたくなりました（笑）。

「ミス・コンテストは秘(ひ)密(みつ)裏(り)に」は、大(だい)輝(き)が大活躍です。無限のファンタジーの恐ろしさを思い知るがいい！　あと、さりげなくこれまでに無限のファンタジーの犠(ぎ)牲(せい)（？）になった女の子が総登場しています（笑）。

「ハッピー・バースデイ」は、唯(ゆい)一(いつ)、一発でタイトルが決まった作品です。そういった意味では、（自分の中では）貴(き)重(ちよう)な作品です。真吾のプレゼントセンスが羨(うらや)ましい（笑）。




　というわけで、この四作品を巧(たく)みに引き出してくださった担当のＫ笠さん、ありがとうございます。プレゼント、小説と現実は大違いなのです。

　イラストの藤(ふじ)真(ま)拓(たく)哉(や)さん、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。サービスカットが多めらしいですが、それっていつものことですよね（笑）？

　恩師のＨ先生、やっと、ここまできました……。

　そのほか、自分を支えてくださった方々、本作の出版に携(たずさ)わってくださった方々、本当にありがとうございます。

　そして読者の皆さん。皆さんのおかげで、短編集まで出すことができました。これからもよろしくお願いします。

　それでは、このへんで。




二〇一〇年九月某日　佐藤 了
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